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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　けたたましい囀さえずりの落下に、少年は閉じていた目をうっすらと開いた。

　ぼんやり浮うかんだ天てん井じようの片かた隅すみに、淡あわく白い空があった。その中を、小さな灰はい色いろの影かげが斜ななめに横切っていく。

「麻ま酔すいが切れたようですね」

　中性的な声が、影のばらまくエンジン音と被かぶさる。

　少年は崩くずれた天井の一いつ角かくから視線を移動し、左側で自分を見下ろす人物に焦しよう点てんを合わせた。男の年ねん齢れいは、外見から推おして二十歳はたち前後。少年とは五つほどの差であろうか。腰こしの辺あたりまで伸のびた瑠る璃り色いろの髪かみが、白衣に映はえている。

「元もと々もと、効ききにくくできている。気にせず続けてくれ」

　鳶とび色いろの瞳ひとみを浮かべる切れ長の目を眩まぶしそうに細め、少年が言った。

「いえ──」

　やや面おも長ながの美しい顔が左右に振ふれ、瑠璃色の髪が肩かた口ぐちからさらさらと落ちる。

「──間まもなく終わります」

　男は少年の素すの胸むな板いたにしなやかな五指を置き、冷たい手のひらをゆっくりと押おしつけた。

　青白い手の内で、少年の心音が微かすかに高まる。

「……いいでしょう」

　手のひらが這はうようにして、胸板を離はなれた。

「──で？」

　散ざん切ぎりの黒髪を搔かきあげ、少年が結果を訊たずねた。

「かなりの負ふ荷かがかかっています。一回だけでは修しゆう正せいできませんね。まあ、あれだけ無む茶ちやをすれば当然のことですが」

　男は頭を振り、横顔を向けた。緩ゆるやかな曲線を描えがく高い鼻はな筋すじと、ずっと閉じたままのまぶたから伸びる長い睫毛まつげの差す方角に、砲ほう撃げきで打ち砕くだかれた壁かべがあった。孔あなは、天井のそれと同じく、無む菌きんテントの透とう明めいなヴェールで塞ふさがれている。その向こうに、破は壊かいの爪つめ痕あとも生なま々なましい異国の街まち並なみが、残ざん雪せつを被かぶって広がっていた。

　エーゲ海の島、ミコノスの家々を再現したレプリカの街。旧千葉県木き更さら津づ市の中心地──現日米合同統とう治ち区キサーズシティの西方に造つくられつつあったテーマパークの残ざん骸がい。

「何でも、米国の覆面軍隊アンダーカバーアーミーを始し末まつしたとか……〈上〉も酷こくなことを命じるものですね」

「いつものことさ」

　少年は煤すすけた光景から目を上げ、再び天井の空を眺ながめた。

　灰色の機き影えいは、もう見えなくなっていた。バタバタという羽音だけが空間を流れている。

「やっと、行ったか」

　独ひとりごち、少年は上体を起こした。

「いえ、すぐに次が来ます」

　男が言って、後ろを振ふり返かえった。暖だん房ぼう器きと最新の医い療りよう器き材ざいを左右に従えたドアの向こう側から、力ちから任まかせに床ゆかを踏ふむ足音が近づいてくる。

「──うりゃああ！」

　怒ど鳴なり声と共に、ドアが蹴け破やぶられた。

　カラシ色の作業着に身を包つつんだ長身の青年が、倒たおれたドアを飛び越こえ、両手の自じ動どう拳けん銃じゆうをクロスして構かまえる。

「全員、動くんじゃねえ！」

　息を切らしながら、青年が喚わめいた。青年といっても、白衣の男より四、五歳さいは上に見える。逆に、黄色く染そめた長ちよう髪はつは、肩に掛かかる程てい度どだ。

「相あい変かわらず騒さわがしい人ですね、エイジ君」

　白衣の男が呆あきれた口く調ちようで、声を掛ける。

「てっ……てめえは、ユラユイっ？」

　垂たれ気ぎ味みの目をいっぱいに吊つり上げ、エイジは男を睨にらんだ。が、すぐに、その後ろの少年に気づき、診しん察さつ台だいへ駆かけ寄よった。

「ショウゴ、大だい丈じよう夫ぶか──って、何で、ハダカなんだよ！」

　男の方を向き、白衣に銃じゆう口こうを押おしつける。

「ユラユイっ、てめえ、まさかショウゴに如何いかがわしいコトを……！」

「馬ば鹿かエイジ」

　溜ため息混まじりに、少年──ショウゴが言った。

「ば、馬鹿エイジって……リンコみたいな呼よび方かたすんなよ！　俺おれぁ、お前が心しん配ぱいで──」

「臨りん時じの出しゆつ張ちようメンテナンスだ。リンコに言こと付づけておいたはずだが」

「聞いてねえ！」

「場所だけ聞いて飛び出してきた……といったところでしょう？」

　ユラユイがくすくすと笑った。

「わっ、笑うな！」
















　突つき出した拳銃を、白衣がふわりと躱かわした。

「いい加か減げん、銃をしまえ」

　ショウゴが相あい棒ぼうをたしなめる。

「だって、こいつ──」

　言いい訳わけが、爆ばく音おんに搔かき消された。

　天てん井じようの空を覆おおう銀色の群むれ。先さき程ほど、通つう過かした機影より、ずっと低空でスピードも速はやい。

　エイジがそのうちのひとつを拳銃で指さし、ぱくぱくと口を動かす。

　機き動どう警けい察さつ隊たいのジェットヘリだぜ。

　唇くちびるの動きから言葉を読み取り、ショウゴがうなずく。

「──……六、七、八機。方ほう角がくは東だ」

　爆音が和やわらぎ、エイジの声が蘇よみがえる。

「市警の虎とらの子こが半分も出動とは、ただ事じゃあねえな！」

「嵐あらしですよ」

　唐とう突とつに、ユラユイが言った。

「嵐い？　思い切り、青空じゃねえか！」

「ふっ……君って人は」

　口元を押さえ、ユラユイが首を振る。

「何が、おかしい──」

「〈預言プロフエシー〉、か」

　エイジを遮さえぎり、ショウゴが口を挟はさんだ。

〈預言プロフエシー〉は、予知と透とう視しの両方の特性を併あわせ持つ、未み来らい認にん識しき能のう力りよく。十五年前、地球に接近した流星群の光を浴あび覚かく醒せいした《能力者パワーズ》たちの中にも、この《力》を有する者はごくわずかしかいないといわれている。

「けっ、どうとでも解かい釈しやくできる戯言たわごとじゃねえか。お前はノストラダムスかっての！」

「僕の《力》は彼とは違ちがう。もちろん、当てにならない君の予知能力とも、ね」

　ユラユイが澄すました顔でエイジに返す。

「な、な、な、何、だとぉおお？」

　カラシ色の作業着が、再び白衣へ詰つめ寄よる。

（ユラユイの言う通りだ）

　エイジの袖そでを摑つかみながら、ショウゴは思った。

（〈預言プロフエシー〉は、抽ちゆう象しよう的てきだが外はずれることはない。そして──）

「〈預言プロフエシー〉を避さける道筋はない」

　ショウゴの心中を見み透すかしたように、ユラユイが言った。

「嵐は海を越こえ、上陸した。この地にいる者は誰だれも逃のがれることはできない」

〈預言プロフエシー〉を告つげた薄うす紫むらさきの唇が、弓ゆみ形がたにしなった。感情のない、仮か面めんの微び笑しよう。

「……次のメンテナンスは数週間後に。日時と場所はこちらから連れん絡らくします」

　白衣が翻ひるがえり、瑠る璃り色いろの髪かみが宙ちゆうを流れた。

「待ちやがれ、ノストラ野や郎ろう！　嵐で、誰も避けられねえだぁ？　どおして、ンなことがわかるんだよ！」

「わかったんじゃあない」

　ドアのない出入り口の外で足を止め、ユラユイが答えた。

「視みえたんだよ……」

　横顔がエイジたちへ向けられた。

「この《目》の中に──」

　言うなり、今まで閉じていたまぶたがすうっと上がった。

　白目も、黒目も、瞳ひとみもなかった。煌きらめきをこぼすそれは、澄すんだ青色の水すい晶しよう玉だまだった。

「──では、失礼します」

　言葉を失なくした二人を残し、預よ言げん者しやは廃はい屋おくの薄うす闇やみへと消えていった。








一　凶きよう寇こう









　絶たえ間まなく、ヘリの羽音が聞こえていた。

　はじめは羽音で数の見当がついたが、時間が経たつにつれ重じゆう奏そうとなり、現在どれだけのヘリがこの建たて物ものの周囲を飛んでいるのかわからない。

　マイ・ルステンバークは抱かかえた膝ひざから頭を上げ、広大なホールを見み渡わたした。

　広さ二百平へい米べい、高さ二十メートル余あまりの空間の真まん中なかに、複数の金きん属ぞくが螺ら旋せん状じように絡からみ合う前ぜん衛えい的てきデザインの柱がそびえ立っている。柱を囲かこんで円形に配はい置ちされているのは、鉄道、航こう空くう、船せん舶ぱく、及およびホテル各社のサービスカウンター。北関東随ずい一いちの国際都市キサーズの主要交通機関を結むすぶターミナルステーションの中央窓まど口ぐちだ。それらの向こうには、キサーズのビル街がいを望むガラス張ばりの壁かべがあるのだが、今は防ぼう災さい用ようのブラインドが降おろされ、外の様よう子すを窺うかがい知ることはできない。

（あれから、どれくらい経ったんだろう）

　マイは視線を引き戻もどし、左手首を返かえした。

　が、すぐに腕うで時計どけいがないことを思い出した。

　装そう身しん具ぐや通信機器の類たぐいは、全すべて没ぼつ収しゆうされたのだ。緩ゆるやかなソバージュヘアにアクセントを加くわえる赤ワイン色のイヤリングも、小さめの目をぱっちりと見せるファッショングラスも、カード型携けい帯たい電でん話わを入れておいたダウンジャケットも、みんな──。

　没収の憂うき目めに遭あったのは、マイだけではない。この場所にひとかたまりに集められている人ひと質じち全員がそうだった。

　突とつ如じよ降ふり掛かかった災さい難なんから逃にげ遅おくれた運の悪い人々。実じつ際さい、彼らが行動を起こした時、三百人近くいたであろう人間のほとんどは逃げおおせた。そして、足がすくんで逃げられなかった者、状じよう況きようが飲み込めず動かなかった者、彼らのすぐ近くにいた者など、五十人余りが俘ふ囚しゆうとなった。

　マイは三番目の理由で逃げ遅れた。ホテルのチェックイン待ちをしていた彼女の隣りん席せきに彼ら──テロリストの一人が座すわっていたからだ。その男は、今は航空会社のカウンターの上に立ち、五つの銃じゆう口こうを持った凶きよう器きをこちらへ向けている。服装はいかにもそれらしい黒くろ鉄がね色いろの上下。正体を晒さらすまで、ビジネススーツの下に隠かくされていたものだ。覆ふく面めんを被かぶる前に、一いつ瞬しゆん、男の顔を見たが、東洋人のようだった。

　カウンターの内側では、別の覆面がコンピューターの端たん末まつを操そう作さしている。あとの二人は人質の正面と後方。正面のテロリストの前には没収品が山やま積づみされている。

　たったの四人。これだけの人数で、彼らは五十数名の人質を確かく保ほし、非常用の隔かく壁へきを閉じてホールをビルから孤こ立りつさせたのだ。にも拘かかわらず、犠ぎ牲せい者しやは驚おどろくほど少なかった。人ひと通どおりの絶たえたホールの床ゆかに倒たおれているのは、五、六人の武ぶ装そう警けい備び員いんと抵てい抗こうを試こころみた鉄道カウンターの職しよく員いんのみ。武装警備員に関しては、ほとんど発はつ砲ぽうを許ゆるすことなく仆たおしている。

　──米帝てい国こく主義からの全アジア解放。その手始めとして、日米合同統治区であるキサーズシティの米国管理政府の完全撤てつ退たいを要求する。

　テロリストたちは英語を遣つかい、囚とらわれた人々と外部の警察・マスコミに向けて、そう宣せん言げんした。流りゆう暢ちようとはいえない発音から、少なくとも英語圏けんの人間でないことがわかった。彼らが仲間どうしで交かわす言葉は、マイの育った西せい欧おう連合のエリア言語とも、生まれ故こ郷きようである日本の言葉とも違ちがっていた。イントネーションから推おして中国語かもしれない──マイは漠ばく然ぜんとそう思った。

「──到了予定刻時間だ」

　端末を操作していたテロリストが声をあげた。

　他の三人が柱を振ふり返かえり、その中腹に据すえられたアナログ式の時計を仰あおいだ。

　マイもつられて、柱を見上げた。

　ふたつの針が、十二を差して重かさなっていた。午後十二時。ホール占せん拠きよから約四時間経たっていた。

「みなさん」

　カウンターに立つテロリストが英語で呼よび掛かけた。

「解放の時間が来ました」

　その言葉に、絶ぜつ望ぼうと疲ひ労ろうで押おし黙だまっていた人質たちから騒ざわめきが湧わいた。マイの後ろで母子が啜すすり泣なき、右みぎ隣どなりの老ろう紳しん士しが十字を切る。

「しかし、我われ々われの安全を確かく保ほするため、一度に全員を解放するわけにはまいりません。これから述のべる条じよう件けんにあった人は、前に出てください」

　発音はともかく、丁てい寧ねいな言葉遣いだった。しかし、構かまえた凶きよう器きは人質へ向けられたままだ。

「まず、中ちゆう華か連れん邦ぽう及および、その自治区に祖そを持つ方」

　立ち上がった三人の男女が、人質の群むれから離はなされた。

「……次に、この場にいないご家族──法的に認みとめられた親、兄きよう弟だい、子こ供どもが、日本国内にご健在の方」

　四十人以上が立ち上がり、前へ出た。だが、今度はすんなりとはいかなかった。

　候こう補ほ者しやたちは、一いつ旦たん、元の場所に戻もどされた。そして、一人ずつカウンターの前へ呼ばれ、許ゆるしを得えた者だけが、先へ進むことを認められた。

　テロリストたちは何らかの方法で噓うそを見み抜ぬいているようだった。

　マイの横で十字を切っていた老紳士は、テロリストにＵターンを命ぜられ、嘆なげきの声をあげた。

（ここに残ったら、殺されるかもしれない）

　老紳士の落らく胆たんぶりを見て、マイは思った。

　けれど、自分には血を分けた肉親が本当に存在する。八歳さいの時、生き別れた弟。彼と再会するため、十二年ぶりに祖国の土を踏ふんだのだ。

（……タケル）

　マイは心中で呟つぶやき、三歳のまま、ずっと変わらない弟の顔を思い浮うかべた。

「ああ、神さま！」

　審しん査さにパスし、泣き崩くずれたのは、マイの後ろにいた欧おう米べい人じんの母子。男の子はちょうど生き別れた弟と同じくらいの年とし頃ごろだ。

　マイは自分のことのように安あん堵どし、テロリストに促うながされて先へ進む母子を眺ながめた。

　カウンターの向こう側には、既すでに二十人の合格者が集まっていた。そこから少し離れた場所に、最初の条件を満たしたアジア系の男女が座すわらされている。

（どうして、別々に──？）

　疑ぎ問もんが、ふとマイの内に生じた。解放する者を選別しているのなら、分ける必要などないはずだ。

　アジア系の男女は、恐おそらく、テロリストらと同じ人種であるから解放者に選ばれたのだろう。家族のある者を選んだのは、たぶん人道的──。

　そこまで考え、マイはテロリストの言葉を思い出した──法的に認められた家族……日本国内に健在──。最初の条件はひどく曖あい昧まいだったのに、次の条件には、なぜ、わざわざそんな制せい約やくを付けたのだろうか。

　前方で、二十七人目の中年女性が合格し、二十八人目の青年が戻るよう命ぜられる。立っているのはマイを含ふくめて残り二十人。

（もしかしたら──逆？）

　直感的な推すい測そくが頭に浮うかんだ。材料は、三つに分けられつつある人質たちと、テロリストの言葉だけ。推測を裏うら付づけるような、確かく証しようはない。しかし、マイは自分の直感を信じた。

　テロリストたちは、候補者の審しん査さに気をとられている。

　マイはそろそろと腰こしを下ろした。

　二十九人目、三十人目が揃そろって合格し、三十一人目として口くち髭ひげの男が手て招まねきされる。

「──待て」

　制したのは、端たん末まつ機きの前に座るテロリスト。

「あの、女性を先に」

　覆面が、一いつ斉せいにマイの方へ向いた。

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち、こみあげた鼓こ動どうがマイの喉のどを震ふるわせた。

　没ぼつ収しゆう品ひんをまたぎ、テロリストの一人が近づいてくる。

「わ、私わたし──」

　マイはセーターの腕うでを摑つかまれ、半なかば引きずられるように、カウンターの前へ連つれていかれた。

「君は途と中ちゆうで座ったな？」

　カウンターの内側から、テロリストが訊たずねた。英語が、淀よどみのない日本語に変わっていた。

「私、その……恐こわくて、噓を……」

　マイも日本語で答えた。

「噓？」

　黒ずくめの腕が、ソバージュのかかった栗くり毛げへと伸のばされた。

「……真実は常にひとつしかない」

　グローブの指先がマイの髪かみを撫なでる。覆ふく面めんの目だし部分から覗のぞく瞳ひとみは、艶つややかな鳶とび色いろ。

「私、本当に──」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　テロリストの手が髪から離はなれ、カウンターの向こうを指差した。

「い、いやっ」

　首を振ふるマイの頭上で、カウンターに立つテロリストの凶きよう器きが威い嚇かくするようにカチリと鳴った。

「大丈夫──」

　目の前のテロリストが繰くり返かえした。

「──君の仇かたきは、弟のタケル君がとってくれる」

　驚きよう愕がくに、マイの瞳が縮ちぢんだ。

　ふらふらと歩み始めたマイの後ろで、犠ぎ牲せい者しやの選せん抜ばつが再開された。








二　血ち祭まつり









　二月三日。

　キサーズシティ西二区。

　臨りん海かい地区の半分を占しめる広大な区く域いきに、異い郷きようが在あった。日本と共にキサーズを合同統とう治ちする米国のそれではない。十九世紀より祖そ国こくを離はなれ、世界各地に根を下おろした漢かん民族──華か僑きようが中心となって造つくりあげた仮かり初そめの故こ郷きよう、チャイナタウン。

　キサーズ・チャイナタウンの前身は、旧神奈川県の横よこ浜はま中ちゆう華か街がいである。十五年前の《災さい厄やく》をきっかけに起こった自じ衛えい隊たいのクーデターで首しゆ都と圏けんが壊かい滅めつした際さい、難なんを逃のがれた横浜華僑と、祖国の連れん邦ぽう化かを嫌きらいキサーズシティ誕たん生じよう後ごに移住してきた旧中国人らが再建した中華街は、現在日本に残る唯ゆい一いつのものとなっている。

　時計は、午後の十一時を回っていた。普ふ段だんならば、店も閉まり閑かん散さんとしているはずの大通りに人が溢あふれていた。大通りだけではなかった。裏通りにも、家々の間を網あみの目めのように広がる小路こうじにも、老ろう若にやく男なん女によの姿すがたがあった。人種も様さま々ざま、アジア人も、白人も、黒人も繰くり出していた。アジア人の中で、煌きらびやかな民族衣い装しように身を包つつんでいるのは、在日華僑。彼らに向けて、ＶＤＲやカメラを向ける〈外国人〉も少なくない。

「はっあーい、みなさーん！」

　特に込みあう中央通りの真まん中なかで、若い女が奇き声せいを発した。ブランドものの革かわコートとミニスカート、ブーツとお揃そろいの黄色いマイクを手に持った女性レポーター。セミショートの髪かみが両りよう肩かたの上で跳はね上がっている。

「ＫＣＴＶの長谷はせ奈な緒お奈なでーす！　テロップちゃんと漢字になってるかなー？　私は片かた仮か名なじゃなく、きちんと漢字で国民登録してる大和やまと撫子なでしこ二十四歳、お婿むこさん募ぼ集しゆう中ちゆうでーす」

　暴ぼう走そう気ぎ味みの第一声に、彼女と向かい合うカメラマン兼けんディレクターが苦く笑しようする。

『──奈緒奈さーん。きちんと紹しよう介かいテロップ流してるから、リポートに専せん念ねんしてくださーい』

　スタジオからのキャスターの〈声〉にオーバーにうなずき、女がＶサインを出す。

「今、私は、キサーズ中華街に来ていまーす！　ご存じのように、明日二月四日は、旧きゆう暦れきではお正月。中国ではこれを春しゆん節せつといって盛せい大だいにお祝いわいするんですねー。だから、こんな時間でも人がいっぱーい。爆ばく竹ちくもいっぱーい。あと一時間もしないうちにパンパン鳴なっちゃいまーす！」

　カメラマンの覗のぞくファインダーの画像に、お詫わびのテロップが流れ始める──現在、中国という国名はありません。正確には中ちゆう華か連れん邦ぽうです。謹つつしんで……。

「でもぉ、パンパン鳴っちゃうのは爆竹だけじゃなかったりして。ここだけの話ですけどお、二週間前のターミナルステーション事件のテロリストが、何とこの街まちに潜せん伏ぷくしてるって噂うわさがあるんですねぇ」

　また余計なネタを仕込んできやがった。女の言葉に、カメラマンは嘆たん息そくした。

　ターミナルステーション占せん拠きよ事件で人ひと質じち五十三名の内、四十四名を殺害後、突とつ入にゆうしてきた機き動どう警けい察さつ隊たいに抵てい抗こうすることなく投とう降こうしたテロリストたちは、三日前に仮かり釈しやく放ほうとなっていた。国内テロ組そ織しきの存在を一いつ切さい否ひ定ていしている中華連邦政府が彼らの送そう還かんを拒きよ絶ぜつ、これにより超ちよう法ほう規き的てき措そ置ちの可能性がなくなり、遺い族ぞくの訴うつたえで《復ふく讐しゆう法ほう》が適てき用ようされたのだ。

　死し刑けい制度廃はい止しに対する世よ論ろんの批ひ判はんに応こたえる形で、先進各国がこぞって定めた《復讐法》は、犯はん罪ざい犠ぎ牲せい者しやの遺族が加害者に対して合法的な報ほう復ふくを行なう権利を保ほ障しようした仇あ討だうち法である。七日間の執しつ行こう期限内ならば、遺族が加害者を殺そうが再起不能にしようが罪つみには問われない。逆に、七日を凌しのげば、加害者は無む罪ざい放ほう免めんとなる。

《復讐法》では、過か失しつ致ち死しまでは加害者に拒きよ否ひ権けんがあるが、重過失致死以上に問われた者は訴えを受け入れるしかない。テロリストたちは、当然、後者だ。だが、一部のマスコミや当局筋は、彼らがそうなることを予想して人質を殺したものとみている。《復讐法》が、刑事特別法を含ふくむあらゆる刑法に優ゆう先せんするからだ。もし、人質を殺さずに投降していれば、《テロリズム防止法》によって終身刑もありえただろう。しかし、《復讐法》を利用すれば、命の危険はあっても無罪放免のチャンスがあるのだ。

　ターミナルビルで殺害された人質及および施し設せつ関係者、計五十一名には、全すべて《復讐法》を行使できる遺族がいるという。テロリストたちは最大五十一組の原げん告こくまたは彼らに雇やとわれた執しつ行こう代だい理り人にんたちに狙ねらわれることになる。無む論ろん、仇あだう討ちである以上、一方的な殺人は容よう認にんされない。テロリストたちにも防ぼう衛えいの権利がある。つまり、合法的な殺し合いが、街中で展開される可能性が高いのだ。

「でも、私は準じゆん備び万ばん端たん！　万が一、流れ弾だまに当たっても、コートの下にはミタニ工業のブレストガードを着てるから超安心！　ちなみにい、ミタニ工業は、当番組のスポンサーでぇ……」

　カメラマンの〈もうやめろ〉の合あい図ずに気づき、能のう天てん気きな女性レポーターが照てれ笑いを浮うかべて、舌したを出す。

「ごめんなさーい。では、さっそく、デンジャラスでハッピーなチャイナタウンを訪おとずれている勇気ある人たちにインタビューしちゃいまーす！」

　言うなり、女はきょろきょろと辺あたりを見回した。すぐにターゲットを決めて歩あゆみ寄より、口元へ黄色いマイクを差し出す。

「はあーい、お嬢じようちゃん！　ちょっといいかなー？」

　その呼よび掛かけに、少女はどんぐり眼まなこを吊つり上あげて、レポーターをきっと睨にらんだ。

（あちゃ、マズったかぁ）

　女は少女の不ふ機き嫌げんの原げん因いんが、自分の言った〈お嬢ちゃん〉であることを悟さとり、反はん省せいした。化け粧しよう気けがない小ぢんまりとした顔にポニーテール、大きめの耳にはニコニコ顔の星型イヤリング、服装はふわふわの白い縁ふち取どりのついた真まっ赤かなコート──どう見ても子供だが、このくらい──十二、三歳だろうか──の女の子は大人おとな扱あつかいされたい年とし頃ごろなのだ。確たしか、自分もそうだった。

「てへ、失礼しましたぁ！　じゃ、今日は彼氏と一いつ緒しよに来たのかなぁ？」

　素す直なおに謝あやまり、別のアプローチを試こころみる。

「かっ、関係ないでしょ！」

　少女は甲かん高だかい声をあげた。小さな鼻はなと同じくらいに顔色を赤くし、マイクを叩はたく。そこで初めて、カメラがあることに気づいたらしい。驚おどろいたように口をぱくぱくさせたかと思うと、コートを翻ひるがえし、一いち目もく散さんに駆かけ去さってしまった。

「……なんか、痛いたいトコ突ついちゃったのかしら」

　女は少女の消えた方角を見つめ、しょんぼりと呟つぶやいた。




　　　　◆




　大通りを三十メーターほど走ったところで、少女は後ろを振ふり返かえった。

　大だい丈じよう夫ぶ。あのレポーターたちはもう見えない。

（生なま中ちゆう継けいだったのかしら？）

　深しん呼こ吸きゆうし、息を整ととのえながら考える。

（今の観みてたら、間ま違ちがいなく飛んでくるだろうな……あんな書き置きしてきちゃったし）

　うそつき！　大きらい！　出てってやる！　捜さがさないで！

　書き置きの内容を思い出し、少女──リンコはうな垂だれた。

（でも、来たって帰ってやらないんだから、ショーくんの……バカ）

　顔を上げ、力強く歩きだす。

　家出して、半日。原因は、デートのすっぽかし。それも連続だ。二週間前の前回は折おれたが、絶対と約束した今回は許ゆるせない。

　今け朝さ起きた時には、もうショウゴの姿はなく、後から起きてきたエイジに訊きこうとしたら、血けつ相そうを変えて飛び出していってしまった。どいつもこいつも、多感な乙女おとめと同どう居きよしているという自じ覚かくに欠かける無ぶ礼れい者ものだ。

（乙女の怒いかり、思い知らせてやるわ！　ヤケ食いよ！　高いモノいっぱい食べて困こまらせてやる！）

　通りの左右に建たち並ならぶ中華料理店の中から、石いし造づくりの階かい段だんの両りよう脇わきに龍りゆうの巻まき付ついた朱しゆの柱がそびえる一いつ軒けんを選び、入り口へ向かう。

（やす……やま……さくら──変な名前）

〈泰たい山ざん楼ろう〉と彫ほられた看かん板ばんを見上げながら、リンコは自じ動どう扉とびらが開くのを待った。

「──お一人でございますか？」

　出で迎むかえたタキシード姿の男が、日本語で訊たずねてきた。

「違ちがうわ。後から連つれがくるの。先に入って、待ってろって」

　リンコはでたらめを言った。こういう高級そうな店では、大たい抵ていの場合、未成年者で一人の客は門もん前ぜん払ばらいを食う──それくらいの知ち識しきは心ここ得ろえていた。

「では、カード類をお持ちでしょうか？　当店ではサービス料金を入店時に頂ちよう戴だいすることになっておりまして」

　それも知っていた。事前に客の懐ふところを確かく認にんして無む銭せん飲いん食しよくなどを防止するのが目的だ。その対たい策さくとして、エイジのデビットカードを拝はい借しやくしてきている。十桁けたの暗証番号もバッチリ。支し払はらいの度たびに、エイジが無意識に呟つぶやくので覚おぼえてしまったのだ。

〈１イチ２ニ１イチ２ニ５ゴ９ク６ロー３サンＥエイジ３サン〉─エイジらしい、実に間ま抜ぬけな暗号だ。

「いいわよ。ちょっと待って」

　リンコはコートの内ポケットを探さぐった。

「れ？」

　ない。慌あわてて外ポケット、さらにスカートのポケットも探さがしてみる。やはり、ない。エイジのカードと小こ銭ぜにが入ったサイフがなくなっている。

「あれ、あれ？　おっかしいなぁ」

　愛あい想そ笑わらいをしながら、もう一度、同じ探たん索さくを繰くり返かえす。

「……誠まことに申もうし訳わけございませんが」

　しびれを切らした案内係が、やんわりとした口くち調ようで言って頭を傾かたむける。

「カードをお忘わすれの場合、入店は──」

「待たせて悪かったな、マイ！」

　声が二人の間に割って入った。

「ほら、カード。父さんたちは、少し遅おくれるってさ」

　階かい段だんを駆かけ上がってきた声の主が、リンコが失なくしたカードを手て渡わたす。

　カーキ色のジャンパーにブルーのジーンズ、軍放出品であろうコンバットキャップを斜はすに被かぶった色黒の少年。背せ丈たけはリンコより頭ひとつ分、歳としは二つか三つ上──ちょうどショウゴと同じくらいだろうか。但ただし、ルックスから受ける印いん象しようはまるで違ちがう。肌はだの色以上に濃こく太い眉まゆと丸みのある輪りん郭かくのせいか、クールというより熱血といった感じだ。

「ほら、早く入ろうぜ、マイ！　寒くて死にそうだよ」

　ジャンパーのポケットに手を突つっ込み、少年が言った。

「ちょ、ちょっと、さっきからマイ、マイって、アタシは──」

「文もん句くはあと、あと！」

　リンコの言葉を遮さえぎり、少年がジャンパーを押おしつけた。

　厚い防寒着越ごしでもわかる、堅かたい感かん触しよく。

（け、拳けん銃じゆう──？）

　リンコは目を丸くして、少年を窺うかがった。

「どうしたんだ？　店員さん、待ってるぜ」

　少年がとぼけた口調で言って、にっこり微笑ほほえんだ。

　嫌いや味みのない、実に爽さわやかな笑え顔がお。一いつ瞬しゆん、見み惚とれ、そして、はっと我われに返る。ジャンパーに隠かくされた凶きよう器きが、リンコの腰こしを突つつき始めたからだ。

「う、うん」

　リンコはうなずき、案内係が差し出した携けい帯たい型がた端たん末まつ機きに、カードをインサートした。

〈１２１２５９６３Ｅ３〉──暗号を入力後、三秒待たずに、端末機が確かく認にんの〈声〉を発し、カードを吐はき出す。

「ようこそおいで下さいました、ツキシロ様。お席の方へご案内致いたします」

　案内係が脇わきへ下がり、二人に入店を促うながした。




　　　　◆




　朱しゆと金色を基調とした店内は、予想以上の広さだった。

　余よ裕ゆうをもって配置された二に段だん重がさねの丸テーブルは、一階だけでも三十余あまり。さらに中央の階段を上った中二階に予約専用席があり、その奥おくには、見み事ごとな彫ちよう刻こくの施ほどこされた大きな扉とびらが幾いくつかみえる。たぶん、ＶＩＰ用の個室か何かだろう。吹ふき抜ぬけ式の天てん井じようは三階分ほどの高さがあり、煌きらびやかな灯とう籠ろう風のシャンデリアが六つ、編へん隊たいを組むＵＦＯのように下がっている。

　リンコたちが案内されたのは階段前の席だった。あまりいい場所ではないが、一階で空あいているのはそこだけのようなので仕し方かたがない。むしろ、この時間帯に飛び込みで席が取れたことは、幸運といえるだろう。但ただし、二人の関係が尋じん常じようならば、だ。

　二人は、家族でもなければ、恋こい人びとどうしでも、友達でもない。見も知らぬ、赤の他人だった。一人は家いえ出で娘むすめ、もう一人はポケットに凶器を忍しのばせた少年。

「……何なの、あなた？」

　席から離はなれていくウエイトレスを縋すがるような目で追いながら、リンコが訊きいた。

　少年は真ま向むかいに座すわっている。両親が来るまで待つからと、ウエイトレスを追い払はらった時も、手はポケットに入れたまま。恐おそらく、テーブルの下で狙ねらいを定めているに違ちがいない。

「ご機き嫌げん斜ななめだな。せっかく、カードを届とどけてやったのに」

　おどけた口くち調ようで、少年が言った。

「ア、アタシを射うったら、ただじゃ済すまないわよ？」

　リンコが睨ねめ上げるように、少年を見み据すえる。

「射つ……？　ああ、これのことか」

　少年の右手がテーブルに乗った。

　思わず、びくりとするリンコ。

「これじゃ、射てやしないだろ？」

　少年の手の下から、細長い筒つつ状じようの金きん属ぞくが現われる。何かの部品のようだが、凶きよう器きにはなりそうにない代しろ物ものだ。

「だっ、騙だましたのね！」

「別に」

　少年は片かた眉まゆを下げ、コンバットキャップをとった。短めの栗くり毛げが針はり鼠ねずみのように逆さか立だっている。サイドは刈かり上げだ。

「目的は、何？」

「質問ばかりだね」

「当たり前でしょっ」

「暑いだろ？　コート、脱ぬいだら？」

「あんたこそ、ジャンパー脱ぎなさいよ、みっともない！」

　テーブルを叩たたき、身を乗り出したリンコに、周囲の目が向けられる。

「みっともないよ？」

　少年がふふんと鼻を鳴らした。

「……うるさいっ」

　リンコが小声で返し、ほっぺたを紅あかくする。
















「コートの色とお揃そろいだね」

　自分の頰ほおを指さし、少年が笑った。

　例の爽さわやかな笑え顔がお。言い返そうと出しかけた台詞せりふが、喉のどの途と中ちゆうで引ひっ掛かかり、左ひだり胸むねがどきんと波打つ。リンコは少年から目を逸そらし、ウエイトレスが置いていった中国茶の湯ゆ吞のみへ視線を落とした。

（な、な、何よ、これ？　アタシがショーくん以外の男性にドキドキするなんて──）

　リンコは〈邪じや念ねん〉を払はらおうと、下した唇くちびるを嚙かんだ。

「どうしたの？　急に黙だまり込んで？」

　少年が訊きいてくる。

「も、目的は、何なのよ？」

　リンコは動どう揺ようを気け取どられぬように、一度した質問を繰くり返した。

「ここに入ること、かな」

　少年が答えた。

「カードはたくさん持ってるんだけどね。この店に入る持ち主がなかなか現われなくて」

「どういうこと？」

「こういうこと」

　少年は右手でジャンパーの懐ふところを探さぐり、取り出したものをテーブルに並べてみせた。

　カードだ。電子マネーやクレジットなど、数種類、十枚以上はある。

「それって、あなたの──」

　リンコは訊きかけて、はっと顔を上げた。

「──アタシのカードを拾ひろったってのも、ウソなのねっ？」

「ごめんよ」

　少年は手の内に残った小さなサイフを、テーブルの二段目に乗せて回転させた。

「スリ！　泥どろ棒ぼうっ！」

　目の前にやってきたサイフを摑つかみ、リンコは少年を睨にらみつけた。

「ごめん」

　今度は、少年の方が目を逸そらした。

「どうしても、ここに入る必要があったんだ……マイの──ために……」

「マイ、さん……って、誰だれ？　アタシのこともそう呼んでたけど」

「……家族だよ。たった一人の……ずっと離はなれてて……やっと、一いつ緒しよに暮くらせることになってたんだ」

　呟つぶやくように、少年が言った。思い詰つめた表情で、並べたカードを見つめている。

「けど、ダメになっちまった」

　振ふり上げた視線を、階段へ向ける。

「だから、俺おれは──」

　不意に、少年が言葉を切った。右手がカードを払い、金属の筒つつを握にぎり締しめる。視線は階段の方へ向けたまま。その方角には、個室から出てきたと思われる数名の男女がいた。

　恰かつ幅ぷくのいい中年紳しん士しとチャイナドレスを来た娘むすめほどの若い女。そして彼らを前二人、後ろ一人で囲かこむサングラスの男たち。見た目、どこかの金持ちの一いつ行こう。容よう貌ぼうから、全員が東洋人だとわかる。

「どうしたの？　知り合い？」

　少年はリンコの問いに答えず、今までポケットに入れていた左手をテーブルの上に置いた。

「そっ……それっ？」

　少年の左手にあるものを見て、リンコはぎょっとした。

　銃じゆう身しんの極きよく端たんに短い、拳けん銃じゆう。右手の金属筒がそれと合わさり、大だい口こう径けいの回転式拳銃リボルバーが出来上がる。

「──テーブルの下へ」

　リンコに言い捨すて、少年は席を立った。両手で握ったリボルバーをまっすぐに構かまえ、階段を降おり始めた一行へ向け、躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞しぼった。

　発はつ射しやの瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきで両りよう腕うでが跳はね上がり、身体からだが後ろへ吹ふっ飛んだ。少年は、これまで銃を射うった経けい験けんがなかったのだ。まして、扱あつかいの難むずかしい大口径リボルバーである。銃じゆう弾だんは見み事ごとなまでに目もく標ひようを逸それ、後方のシャンデリアを煌きらめくガラスの雨に変えた。

　悲ひ鳴めいが中二階席から溢あふれ出し、たちまち一階席を吞のみ込んだ。人々が一いつ斉せいに立ち上がり、カラフルな装よそおいの波があちこちでぶつかり合った。

　少年が狙ねらった男女は、パニックに動じることなく、階段の途と中ちゆうで立ち止まっていた。階下の出口を目め指ざして殺さつ到とうしてくる客たちを、チャイナドレスの女が片腕で叩たたき伏ふせ、中年紳士が軽々と摑つかんで投げ飛ばす。サングラスの男たちも同様。彼らを押おし退のけることのできる者は誰だれ一人ひとりとしていなかった。それだけで十分、この男女が尋じん常じようならざる者たちであることがわかった。

（射った奴やつを──あいつを、探さがしてるんだわ）

　テーブルの下から階段を見上げ、リンコは思った。しゃがんだまま身体の向きを変え、少年が吹っ飛んでいった方へちょこちょこと歩きだす。

「──抜ぬけ駆がけしたのは、どこの馬ば鹿かだっ？」

「話が違ちがうじゃないっ」

「畜ちく生しよう！　何が紳士協定だ！」

「こうなりゃ、殺やったモン勝ちだぜぇ！」

　複数の喚わめき声が、リンコの頭上を通過した。振ふり返かえった視界に、人ひと波なみを搔かき分け階段へと突つき進む七、八人の男女が映うつる。中の何人かは見み覚おぼえがあった。右みぎ隣どなりの席にいたカップルだ。どうやら食事ではなく、あの少年と同じ目的で、この店に来ていたようだ。

「きゃん！」

　鈍どん痛つうがリンコの頭を叩たたいた。続け様に肩かた、背中──逃にげ惑まどう客たちの足あし蹴げり。

「──こっちだ」

　声と共に伸のびた手が、身動きできなくなったリンコの腕を摑んだ。

「ケガしてないか？」

　テーブルの下へリンコを引き込み、少年が訊きいた。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶ──じゃないわよ！」

　おでこを摩さすり、リンコが怒ど鳴なった。

「全部、あんたのせいじゃない！　どおいうつもりなのよっ？」

「仇かたきを、とるつもりだった……」

　少年が呻うめくように言った。リンコの腕から手を離はなし、射しや撃げきの際さいに脱だつ臼きゆうした左肩を押おさえる。

「くそっ、銃じゆうの練習さえしてれば──俺の手でマイの仇を討うてたのにっ！」

「か、仇って……じゃあ、もしかして、あの人たち執しつ行こう代だい理り人にん？」

　リンコは身を捻ひねり、階段へ近づく八人の殺し屋へ目をやった。




　先制したのは、タキシード姿の三人組だった。左右の二人が障しよう害がいとなる一いつ般ぱん客きやくを短たん機き関かん銃じゆうで射うち倒たおし、真ん中の男が銃身を切り詰つめた軍用ショットガンを連射する。

　着ちやく弾だんの爆ばく音おんは、二回。高速でばらまかれたボール・ベアリング弾によって、階段の中腹に巨きよ大だいな顎あごで嚙かじり取られたような大おお穴あなが開あく。

「──躱かわしやがった！」

　右のタキシードが、誰もいない階段を見て喚わめいた。

　と、頭上でチャリチャリと音がした。

　見上げた左のタキシードが、落ちてくるシャンデリアへ短機関銃の先せん端たんを向けた。

　銃弾がガラス細工ざいくをパリパリと砕くだいた。が、落下を止めることはできなかった。

　真ん中のタキシードは反射的に跳とび退のき、下した敷じきを免まぬがれた。

「……くそ！」

　唸うなり、暗殺者はショットガンを構えた。

　仲間二人を押し潰つぶしたシャンデリアの上に、チャイナドレスの女がいた。細く鋭するどい逆ハの字の眉まゆと吊つり気ぎ味みの大きな目、それに比して、鼻と口は小さく引き締しまっている。全体精せい悍かんな顔立ちをしているものの、輪りん郭かくには未み成せい熟じゆく期き特有の幼おさない線が残っており、彼女が女というより少女であることが見てとれた。

　十七、八歳。いや、薄うす化げ粧しようの下はそれより若いかもしれない──武器も持たぬうら若き戦士を目の前にして、暗殺者は戸と惑まどった。

　と、タキシードの胸に、女の掌てのひらがすうっと伸のびた。

　直後、暗殺者は宙ちゆうを飛んだ。込み上げたものを吐はき出しながら、背中から壁かべに激げき突とつした。




「中国黒魔術チヤイニーズブラツクマジツクっ？」

　触ふれただけで相手を吹ふき飛ばした女を見て、白人の執行代理人が狼狽うろたえた。

「魔術じゃねえ、〈気キ功コー〉とかいうヤツだ！」

　巨きよ漢かんの相あい棒ぼうに、やせっぽちの黒人が怒ど鳴なった。

「そいつに構かまうな、目標は女じゃない！」

「どれが写真の奴やつなんだぁ？　アジア人ってのは、どれも同じ顔に見えてよ？」

　巨漢の白人が目を瞬しばたたいた。両手に握にぎるのは、ボンベにも似たコイルマガジンを背せ負おったオートピストル、キャリコＭ９５０Ｓ。全長四十センチもの大型拳けん銃じゆうだが、この男が持つと玩おも具ちやのように小さく見える。

「公開写真のまんまでいるわけないだろ！　だから、囲かこんで皆みな殺ごろしにする予定だったんじゃねえか！」

　ドレッドヘアを振ふり乱し、やせっぽちが返した。

「つまり、男をみいんな殺やれってことだな？」

「そういうこと！」

　殺し屋コンビは、階段の周囲に散ちった目標を見み渡わたし、サングラスをかけた黒服の一人を標的と定めた。

「まず、ひとりめぇ」

　武器も持たずにたたずむ黒服へ突とつ進しんしつつ、巨漢の殺し屋が二に挺ちよう拳銃を発射する。

　必中の距きよ離りだった。

　鈍にぶい着ちやく弾だんの音がミチミチと湧わいた。が、数十発の至し近きん弾だんを浴あびたのは黒服ではなく、彼に護ご衛えいされていた中年紳しん士しだった。

「こいつ、庇かばいやがったのかぁ？」

　巨漢が立ち止まり、後ろに続く相棒を窺うかがった。

　直後、白人の頭は胴どう体たいと切り離はなされていた。被ひ弾だんした中年紳士が、背中より抜ぬいた青せい龍りゆう刀とうを振ふるったのだ。

「盾たてになったってことは、その黒服がビンゴってわけだな！」

　血を噴ふきあげる相棒の横を擦すり抜け、黒人が両の袖そでから得え物ものを出した。ぬらりとした液体を滴したたらせるハンティングナイフ。

　中年紳士は血ち塗ぬられた青龍刀を素す早ばやく返し、新たな殺し屋へ必殺の斬ざん撃げきを見み舞まった。

　刀は空くうを斬きった。

　斬撃を前転で回かい避ひした殺し屋が、逆さか立だちしながら両足を広げ、ドレッドヘアの頭を軸じくに回転する。

　靴くつ先さきにナイフを仕込んだ殺し屋の跳けりが、三度、中年紳士の胸を抉えぐった。

　銃弾にも耐たえた男の身体からだが痙けい攣れんし、青龍刀が床ゆかへ落ちる。

「ケブラー繊せん維いの抗こう弾だんチョッキってのは、刃は物ものにはからきし弱いんだぜ？」

　殺し屋が立ち上がり、倒たおれた中年紳士の向こうにたたずむ黒服へ、不敵な笑えみを浮うかべてみせた。




「周箔ヂヨウ・ボー！」

　チャイナドレスの女が、仆たおされた同志の名を叫さけんだ。

「──おっと」

　加か勢せいに向かおうとした女の前に、顎あご髭ひげの男が立ちはだかった。

「あのナイフ使いとは、裏うら契けい約やくしててね。サポートすれば三割入る」

　男が英語で言った。ウエイターの格かつ好こうをしているが、華か僑きようではない。おそらくは、日本人だ。

「それに、女をおおっぴらに切り刻きざめる、またとないチャンスだ」

　男の両手の先から嬌きよう声せいがあがった。円形の刃はを備そなえた医い療りよう用よう電動ノコギリ。それがウエイターに扮ふんした刺し客かくの得え物ものだった。

「周梁ヂヨウ・リアン！　周丹ヂヨウ・ダン！」

　女は助じよ勢せいを請こおうと、他の同志に呼び掛かけた。だめだ。残る二人の黒服は、カップルの殺し屋に手を焼いている。

「你不案我っ心配いらん」

　黒人と対たい峙じする黒服が、女へ声を投げた。

「気にするなだって？　ケッ、余よ裕ゆうじゃねえか！」

　ナイフ使いが、マジシャンの如ごとき手て捌さばきで、両手のナイフをくるくる回した。

「ほう、中国語がわかるのか？」

　黒服が、言葉を英語に換かえた。

「俺おれっちは、これでもインテリなんだぜ？　殺しにも哲てつ学がくってのを持っている。目標を始し末まつするのにハジキは使わねえ──」

　不意に、黒人が手首を返した。

「──こいつらで、十分だからな」

　ナイフは、依い然ぜん、黒人の手の先で回転している。

　しかし、それらと同じ型のナイフが五つ、黒服の顔面を中心に突つき立っていた。

「びっくりしたろ？　って、もう聞こえちゃいねえか。ブードゥー蜂バチの毒どくは速そつ効こう性せいだからな。ま、俺っちは、免めん疫えきあるけど」

　ナイフの回転を止め、毒どく汁じるの塗ぬられた刃先をぺろりと舐なめる。

「……大した早はや業わざだ」

　黒服が言った。

　黒人は、危あやうく、得物を落としそうになった。両目を見開き、毒ナイフを突き立てた黒服を凝ぎよう視しした。

「あ、あ、ナイフ、が──」

　震ふるえる唇くちびるの間から、擦かすれた声が漏もれた。

　黒人の投げたナイフは、黒服に刺ささってはいなかった。その直前で静止していたのだ。

　毒の刃を止めたのは、黒服の衿えりから伸のびた、か細い針はり金がね。それが刃は先さきに絡からまり、空中で静止するナイフ群を演出していた。

「こ、こいつぁ、一体……？」

　茫ぼう然ぜんとナイフ使いが呟つぶやいた。

「中国黒魔術チヤイニーズブラツクマジツク」

　にやりと笑った黒服の前で、ナイフを捕とらえた針金が俄にわかに動き始めた。




　ウエイターは、女を追い詰つめつつあった。

　ふたつの電ノコが間かん断だんなく交こう互ごに繰くり出され、女に拳こぶしを振ふるう隙すきを与あたえない。無む駄だのないリズミカルな動きから、男に体術の心こころ得えがあることは明白だった。

「どうした、カンフー女？　もう後あとがないぞ？」

　退しりぞいていく女の後ろにテーブルがあるのを見てとり、ウエイターが言った。

「ふん、自じ慢まんの武器も当たらねば意味がないよ！」

　女が英語で強つよ気きに返す。

　実際、女は紙かみ一ひと重えに攻こう撃げきを躱かわしながら、息いきひとつ乱していない。電ノコの動きに同調してきているのだ。だが、それこそが、ウエイターの狙ねらいだった。

　料理を満まん載さいしたテーブルが女の背はい後ごに迫せまるや、ウエイターは攻撃リズムを故こ意いに崩くずした。

　ふたつ同時に繰り出された電ノコの先が、閃ひらめきを放はなつ──回転する刃の射しや出しゆつ。

　反射的に飛びのいた女の腰こしをテーブルの縁へりが阻はばんだ。

　仰のけ反ぞり、反転する女の身体からだに、閃きが追いつき、強化セラミクスの刃をたてる。

　女から飛び散ったのは、赤と黒。ラメの入ったチャイナドレスと、結ゆい上げていた黒くろ髪かみの破は片へん。

「ちっ……惜おしい」

　テーブルの横で体勢を直した女を見て、ウエイターが舌打ちした。

　チャイナドレスが斜ななめに切り裂さかれているものの、女は無む傷きずだった。締しまった腹ふつ筋きんと意外なほどふくよかな左の乳ち房ぶさが、乱れた呼こ吸きゆうで艶なまめかしく動いている。

「お、己おのれ！」

　男の視線に気づき、女は声を張はり上げた。ばらけた黒髪で胸むな元もとを隠かくし、怒いかりの皺しわを眉み間けんに刻きざむ。

　屈くつ辱じよくだった。未いまだ男の目に触ふれさせたことのない肌はだを、宿敵・米帝てい国こくに組みする、アジアの裏切り国家・日本の、それも下げ賤せんな殺し屋風ふ情ぜいに見られたことが、彼女の身の内を熱く焦こがした。

「我不赦你許さぬ！」

　喚わめき、女はテーブルの上から紹しよう興こう酒しゆのビンを摑つかみ取った。

「そいつで殴なぐるってのか？」

　ウエイターが嘲せせら笑った。改造電ノコの刃はは、各三枚重ね。あと二回ずつ射出できる。

「今度こそ、はらわたをぶちまけな！」

　ふたつの電ノコを振り、ウエイターが足を踏ふみ出した。

　同時に、女が手にしたビンの口を正面へ向けた。

　まるで、よく振ったシャンパンのように中身が噴ふん出しゆつし、ウエイターの腹を打った。

「目つぶしにもなりゃしな……」

　言い掛かけ、ウエイターはがくんと膝ひざを落とした。

　全身に広がっていく寒さむ気け。ゆっくりと、その源みなもとに目を向ける。腹に開いた大穴から、向こう側の景け色しきが見通せた。両りよう腕うでが下がり、電ノコの刃がザリザリと床ゆかを削けずった。それきりウエイターは動かなくなった。

「──た、助けて！」

　悲ひ鳴めいに近い声に、女は階段の右方を振り返った。

　二人の若い黒服──周梁ヂヨウ・リアン、周丹ヂヨウ・ダンが、殺し屋カップルに圧おされている。

　無理もない。彼らの父・周箔ヂヨウ・ボーはともかく、梁リアンと丹ダンはチャイナタウン生まれ。実戦経験は皆かい無むに等ひとしい。急場凌しのぎとはいえ、この場に連れてくるべきではなかった。不運にも命を落とした周箔ヂヨウ・ボーのためにも、息むす子こたちは助けねばなるまい。女は新しい酒ビンを手に取り、腕を振り上げた。

　蓋ふたが飛び、赤茶の液体が細く長く噴ふき上がった。

「破ハ阿ア阿ア阿ア阿ア阿ア阿ア阿アァ！」

　気合いと共にビンが下り、垂すい直ちよくに動きだす。それでも、液体は途と切ぎれることはなかった。さらに細い流れと化し、巨きよ大だいな半はん弧こを描えがいて空くうを切った。

　生なま温あたたかな飛沫しぶきが、守勢に撤てつする創そう痍いの兄きよう弟だいへ降ふり掛かかった。

　途と端たん、殺し屋たちの攻こう撃げきがぴたりと止やんだ。

　周梁ヂヨウ・リアンと周丹ヂヨウ・ダンは顔面を拭ぬぐい、前方へ目を凝こらした。
















　血ち煙けむりの向こうに、肩かたから上のない男と女が武器を構かまえたままの格かつ好こうで突つっ立っているのが見えた。辺りには、血と紹興酒の匂においが漂ただよっている。

「雫シユイデイ……」

　弟の丹ダンが、殺し屋たちの後方にたたずむ年下の少女の名を呟つぶやき、へたりこんだ。




「──なるべく殺さずに、のはずでは？」

　ナイフ使いを相手にしていた黒服が、少女──牙雫ヤー・シユイデイに声を掛けた。足元には、全身を針金で巻かれた黒人が呻うめいている。

「構かまうものか。どうせ、この中に、奴やつはいない。もし、あの男なら、私の術を破やぶるはずだ──空コン兄にいさんを殺した時のように」

　憮ぶ然ぜんと、雫シユイデイが答えた。

「……八人、か。最初から、こんな大勢でくるとはな」

　黒服がサングラスを取り、素す顔がおをさらした。一ひと重えまぶたの目は細く、目め尻じりが下がっているため、その顔は常つねに笑えんでいるように見える。

「だから、待てといったのだ。国からの人員が揃そろわぬうちに仕掛けてでるから──」

　床ゆかに伏ふす周箔ヂヨウ・ボーと、遺のこされた息むす子こたちを交こう互ごに見やり、嘆たん息そくする。彼ら父子おやこは〈泰たい山ざん楼ろう〉を隠かくれ蓑みのにする中ちゆう華か連れん邦ぽうの工作員。もっとも情報収集が主しゆ任にん務むで、戦せん闘とう要員ではない。

「仕掛ける？　私はただ春しゆん節せつを祝いわいたかっただけさ」

　黒服がうそぶく。

「ま、食事のついでに、少なくとも二、三組の復仇承包人執行代理人をリストから除じよ外がいすることができたんだ。よしとすべきじゃないか……もっとも、一人逃にがしてしまったがな」

「逃がした！」

　雫シユイデイが聞き返した。

「ああ、口火を切ったやつだ。そいつは、初めから私を狙ねらってた。どうして、整形前の顔に戻もどした俺を見分けられたんだろうねえ」

「まさか、奴が──いたというのか？」

「いいや……射しや撃げきは素人しろうとだった」

　黒服が右の内ポケットから現われた煙草たばこをくわえ、左の内ポケットから浮ういて出たライターで火を点つける。目を凝こらせば、タネがわかった。どちらも針金が支ささえている。しかし、その針金がどうやって動いているのかは、熟じゆく練れんの奇き術じゆつ師しでも見み抜ぬくことはできないだろう。（しかし、相手があの男なら、牙ヤー一族屈くつ指しとされる鋼ガンの技わざとて通用すまい）

　一いち門もんの先せん達だつを冷さめた目で見つめながら、雫シユイデイは思った。

「崩ボンと年とし越こしできないからって、そう恨うらめしそうな顔するなよ」

　鋼ガンが大げさに溜ため息いきをついた。

「なっ、何を……馬ば鹿かな勘かん繰ぐりを！」

　頰ほおを強こわばらせ、雫シユイデイが怒ど鳴なった。

「俺一人の我儘わがままに付き合う必要などなかったのに」

「私の使命は、あの男を誘おびきだすために殺し屋どもの的まととなった貴方あなたたちを護まもることにある。護ご衛えいとして付くのは──」

「崩ボンに言われて仕方なく、だろ？」

　兄弟子のからかいに、雫シユイデイは下した唇くちびるを突つき出し、小鼻をぴくぴくと震ふるわせた。動どう揺ようで頭に血が昇のぼった時の彼女の癖くせだ。但ただし、雫シユイデイがこの表情をみせることはめったにない。この計画の実行班はん長ちようを勤つとめる牙崩ヤー・ボンのことをネタにしない限かぎり。

　鋼ガンは、煙草を挟はさんだ歯をにいっと剝むき出し、シシシと笑った。

「下品な笑い方をするな！」

　喚わめき、雫シユイデイは持っていた紹しよう興こう酒しゆのビンを床へ投げつけた。

「──きゃっ」

　声が割れたビンのすぐ傍そばから聞こえた。料理の散さん乱らんする丸テーブルの下。

　雫シユイデイは手しゆ刀とうを構かまえると、開かい脚きやくしつつ体勢を低くした。右の手刀の先でテーブルに掛かるクロスを上げ、下に潜ひそむ声の主ぬしを覗のぞき込む。

　両手で口を押おさえる少女と、目が合った。恐きよう怖ふで瞳ひとみが震えている。そして、その後ろにもう一人──。

「ダメ！」

　雫シユイデイが少年に視線を向けるや、少女が叫さけんだ。テーブルの天てん井じように思い切り頭をぶつけて後退あとずさり、少年を背中に隠かくして、雫シユイデイを睨にらむ。

「か、彼、ケガしてるの」

　日本語で言った台詞せりふが、擦かすれて聞こえた。目が潤うるんでいるのは、たぶん、頭をぶつけた痛みのせいだろう──雫シユイデイの顔から険けんが失うせた。

「どうした、雫シユイデイ？　逃にげた殺し屋でも見つけたのか？」

　鋼ガンが訊きいてきた。

「違ちがうよ」

　脚あしを閉じ、雫シユイデイはすっと立ち上がった。

「ただの、マセた子供さ」

　きつい言葉とは裏腹に、雫シユイデイの口元には微かすかな笑えみが浮うかんでいた。

「なら、早く撤てつ収しゆうしよう。こんな所で年明けなんて──」

　鋼ガンの言葉を乾かわいた銃じゆう声せいが遮さえぎった。

　パン、パパン、パン──間近ではなく、外からの連続音。すぐに銃声でないことがわかった。爆ばく竹ちくだ。

「新年、おめでとうさん」

　決まり悪そうに、鋼ガンが言った。

「ああ……おめでとう」

　テーブルの下へちらと目をやり、雫シユイデイが答えた。








三　麗れい人じん









　二月四日、未明。

　キサーズシティ郊こう外がい、再開発予定区。

　灯あかりの消えた一階を手て探さぐりで進むと、やがて、階段に辿たどり着いた。

　薄うす暗ぐらい階上で、光がちらちらと瞬またたいている。

　忍しのび足あしで階段を上り、リビングとして使っている広い室内をそっと覗のぞき込こむ。

　年代もののアナログ式ＴＶが、音なしのアニメーションを映うつし出している。

　ＴＶの前には、凹おう型がたに配はい置ちされた合ごう成せい皮ひ革かくのソファーが三つ。人の姿すがたはない。

　リンコはほっとしたような、後ろめたいような複雑な気分で、ＴＶと向き合う長なが椅い子す型のソファーへ近づいた。

「お帰り」

　正面で声が湧わいた。

　ＴＶではなかった。画面に映っているのは、タラコ唇くちびるに毛が三本の白いオバケ。星ほし印じるしを付つけたピンク色のオバケと何か言い争っている。音声が出ていたとしても、今の台詞せりふは一いつ致ちしない。

「寒かったろ？」

　声に続き、肩かたから上がソファーの背もたれの向こうに現われた。寝ねそべっていたらしい。

「……ショーくん」

　リンコの呼よび掛かけに、散ざん切ぎり頭が振ふり向いた。切れ長の目と鋭するどい輪りん郭かくが印いん象しよう的てきな美しき同どう居きよ人にん。

「ショーくん、あの……あのね──」

　置き手紙のことを思い出して、口くち籠ごもる。

「悪かった」

「──え？」

「約やく束そくを破っちまった。埋うめ合わせは、必ずする」

　薄うす汚よごれたサンタクロースのような姿の少女を愛いとしげに見つめ、ショウゴが言った。

「キッチンにココアを暖あたためてある」

「う、うん」

　うなずくリンコの声が震ふるえた。

（ショーくん、ずっと待っててくれたんだ。なのにアタシったら──）

　ふっと頭に、顔が浮うかんだ──トンガリ頭の仇あだ討うち志し願がん者しや。

「あ、あのね、ショーくん。アタシ、友達っていうか……その、別に何でもない、ただの知り合いなんだけど……その子。ケガしてて、だから、あの……入れても、いい？」

　しどろもどろに、何とか頼たのみ事ごとを伝える。

「構かまわんが……俺おれより先に、あいつを説せつ得とくした方がいいな」

　ショウゴの視線が、リンコから三階へ続く階かい段だんへ移うつった。

「──ああっ！　リンコ！」

　名を呼ばれ、リンコは後ろを振り返った。

「俺おれの、俺のデビットカードォオオオオオ！」

　ある意味悲痛とも言える喚わめき声が、階段を猛もうスピードで下ってきた。




　　　　◆




「うぎゃあっ！」

　二度目の悲ひ鳴めいと共に、肩の付つけ根ねがポキリと鳴った。

「──応おう急きゆう処しよ置ち、完かん了りよう」

　ソファーに横たわる少年の腕うでから手を離はなし、エイジが言った。

　少年は礼を言う余よ裕ゆうもなく、色黒の顔に脂あぶら汗あせを浮かべ、激げき痛つうの余よ韻いんに呻うめいている。

「ひどいよ。エイジ！　思い切りやったでしょ？」

　傍かたわらで耳を塞ふさいでいたリンコが、のっぽの同居人に抗こう議ぎする。

「馬ば鹿か言え！　思い切り引っ張らなきゃ、脱だつ臼きゆうは治なおせねえんだよ！」

　エイジの反論に、向かいに立つショウゴがうなずく。

「けど、こりゃ、あくまで応急だからな。運が良きゃ、固定してるだけで完かん治ちするが、医者に見せた方がいい」

「ちょうど、知り合いにいいのがいる」

「ダメだ！　お前の言ってるのは、あの変態医者ユラユイだろうっ？」

　ショウゴの申し出を、エイジが即そく座ざに却きやつ下かする。

「昨日きのうだって、俺に何の断ことわりもなく、お前を呼び出しやがってよ。ともかく、これ以上、俺の家に変なのが増ふえたら、堪たまらねえって」

「タ、タケルは変なヤツじゃないよ！」

　リンコが言った。

「タ・ケ・ル、だぁ？　呼び捨てにするなんて、仲なかがおよろしいみたいですな」

　エイジが嫌いや味みな抑よく揚ようをつけて、からかった。

「ちっ、違ちがうもん！　名前だって、ここへ来る途と中ちゆう、初めて──」

「ショウゴさん、リンコ嬢じようの浮気うわきについて、一言！」

「ノーコメント」

　ショウゴが素そっ気けなく答える。

「何てコト言うのよ、馬ば鹿かエイジ！　今すぐ、訂てい正せいしなさいよ！」

　激げつ昂こうし、リンコはエイジに食くって掛かかった。

「そういうクチは、盗とったモン返してからきいてほしいなあ」

　垂たれ気味の目が、リンコをじろりと見下ろす。

「かっ……返すわよ！　言っとくけど、借かりただけなんだからね！　使った分はアタシの小こ遣づかいで──あれ？」

　急に、リンコの声から威い勢せいが消えた。まだ着たままのコートを幾いく度ども探さぐり、あれあれと繰くり返す。

「おい、まさか……」

「……落としてきちゃった」

　てへ、とリンコが舌したを出した。

「ノオオオォ！　ありゃ、二か月分の生活費だぞぉお？」

「すぐに届とどけを出して凍とう結けつするんだな。ま、シンジケートに渡わたってたら手て遅おくれだろうが」

　ショウゴが言った。十桁けたの暗証番号など、カード専門の犯罪者に対しては、何の効こう力りよくも持たない。十五分で解といて、三分で全額引き出しだ。

「かあぁっ、ナンパした男と俺のカードで豪ごう遊ゆうした挙あげ句く、落としちまうたぁ！」

　長ちよう髪はつを搔かき毟むしり、エイジが嘆なげいた。

「だから、彼はそんなんじゃなくて──」

「どういう素す性じようなんだ？」

　ショウゴが訊きいた。

「え？　それは、その……」

　自分をじっと見つめる鳶とび色いろの瞳ひとみを正視できず、リンコはうつむいた。

「ンだよ、はっきりしろよ」

　エイジが先を促うながす。

「……彼とは、チャイナタウンで知り合って……アタシのカードを拾ひろってくれたお礼に、中ちゆう華かレストランに入ったの」

　リンコは多少アレンジして、事情を話し始めた。

「アタシのじゃなくて、俺のだろ？　ンで拾ってもらったのに、また落としたんだな？」

「よさないか、エイジ」

　話の腰こしを折おる相あい棒ぼうを、ショウゴがたしなめた。

「……それで、お店の中で、彼がお姉ねえさんを殺した奴やつを見つけて、いきなり射うって、それから、別の人たちも加くわわって──でも、何とか逃にげてこれたの」

「チャイナタウンで殺し合い……って、アレじゃねえのか？」

　エイジがショウゴを窺うかがった。

「ああ、ターミナルステーション事件のテロリスト絡がらみだろうな」

　ショウゴがうなずいた。二週間前のテロ事件の犯人たちが、《復ふく讐しゆう法ほう》の適用で仮かり釈しやく放ほうとなり、そのうちの何人かが、チャイナタウンに潜せん伏ぷくしたらしいとの情報は、ショウゴたちも得えている。

「じゃ、この坊ぼうやは、テロ事件の犠ぎ牲せい者しやの遺い族ぞくってわけか。しっかし、今日々きようび珍めずらしいぜ。代理人も雇やとわず、自分で復讐なんてよ」

「そう！　そこなのよ！」

　エイジの言葉に、リンコが声を張り上げる。

「彼、無む茶ちや苦く茶ちやなんだもん。射うったコトもない拳けん銃じゆう射ってケガしちゃうし……だから、ここへ、連つれてきたの。お客さんとして、ね」

「……客だあ？」

　エイジが聞き返した。

「俺たちが、特定のルートで紹しよう介かいされた依い頼らい以外、受けねえのは知ってるだろ？」

「うん、知ってるわ。でも最近、ずっと暇ひまじゃない。だから心配で。それにカードを失なくしたんだから、お金稼かせがなきゃ」

　リンコがしれっと言ってのける。

「カードはお前のせいじゃねえか！　それに、稼ぐって……カレシに払はらえるのかよ？　この手のデカイ事件の執しつ行こう報ほう酬しゆうは、一いつ般ぱんでも最低──」

「いくつなんだ？」

　ショウゴが、エイジの台詞せりふを遮さえぎった。

「お客の歳としだ」

　きょとんとするリンコに、再度訊たずねる。

「確たしか……えっと……」

　リンコは口くち籠ごもった。そういえば、歳は聞いていなかった。

「たぶん、アタシより──」

「十五、だよ」

　リンコに代かわり、ソファーベッドの本人が答えた。痛いたみが少し落ち着いたらしい。

「本当か？」

　間かん髪はつ入れぬ念ねん押おしに、タケルは自分とほぼ同い年に見える少年を睨にらみ上げた。

　瞬まばたきしない切れ長の目が、タケルを見下ろし、敵意の視線を迎むかえ撃うつ。

　軍ぐん配ばいは、ショウゴに上がった。

「……まだ、十四」

　ぷいと横顔を向け、タケルが答えた。

「ンだよ、報酬以前の問題じゃねえか」

　エイジは溜ため息いきをついた。

《復讐法》を行使できるのは、犯はん罪ざい犠牲者の法的に認みとめられたごく近い親しん族ぞく（親・兄弟・子供等）で、かつ満十五歳さい以上の者に限かぎられる。タケルには、後者の資し格かくがないのだ。

「今月、には……あと、六日もしたら……十五に、なる」

　断続的な痛みを堪たえつつ、タケルが言った。

「なら、それまで待つことだ。でないと、代理人は雇やとえないし、自分でやれば、殺人罪に問われる」

　冷れい淡たんにショウゴが返す。

「いいじゃん、少しくらい負けてあげてもぉ」

　リンコは唇くちびるを尖とがらせた。けれど、視線はエイジに向けられている。

「俺たちゃ、殺し屋じゃないんだぜ」

　エイジが呆あきれ顔で首を振ふった。

「待ってたら、奴やつらが、逃にげちまう……他の執しつ行こうが、続いてるうちに、やらないと──」

　不意に蘇よみがえった激痛に、タケルの言葉が途と切ぎれる。

　《復讐法》においては、執行の権利を有する遺族が複数の場合、最初の執行が開始されたら、連続性が求められる。すなわち、執行と執行の間かん隔かくが一定期間以上開くことは認められていないのだ。条じよう文ぶんには、執行の終しゆう了りよう後ご、四十八時間以内に次の申しん請せいがなければ、以後、《復讐法》の適用は不可と定められている。

「──顔は……わかってるんだ。必ず、殺やってやる……殺人罪でも、構わない、さ」

　決意を言い切り、タケルはふうっと息を吐はいた。苦痛に歪ゆがんだ顔に、微かすかな笑えみが浮うかんでいる。

「勇いさましいこって」

　エイジが小さくお手上げのポーズをした。

　ショウゴは何も言わず、タケルを見下ろしている。

『ピンポーン！』

　階下でベルが鳴った。

「ベルっ？」

　エイジが階段を振ふり返かえる。

「こ、この家に呼よび鈴りんなんてないぞ？」

『ピンポオォオン』

　更さらに大きく、間ま延のびした音。

「っていうか、ありゃ、口で言ってんじゃねえか！」

「マ、ママだ──！」

　タケルが、叫さけんだ。苦く悶もんの表情に、にわかに怯おびえの色が加わる。

「ママって……タケルのお母かあさん？」

　多少、軽けい蔑べつのこもった口くち調ようでリンコが訊きいた。

「違ちがうっ、ビッグママだ！」

　否定し、タケルが言いなおす。

「ンだよ、坊ぼうやの知り合いか──けど、何で居場所がわかったんだ？」

　エイジが怪け訝げんの表情になる。

「たぶん……」

　ショウゴは背もたれに掛けてあったタケルのジャンパーを手に取った。

「……ほら、あった」

　右胸部分のエムブレムの下に異物を見つけ、おもむろにはぎ取る。

「発信機、か」

　投げ渡わたされたエムブレムの裏を見て、エイジが言った。丸い布地の真ん中に、切手ほどの金きん属ぞく板ばんが貼はり付けられている。

　通つう信しん衛えい星せいを利用した追つい跡せき装そう置ちだ。初めは諜ちよう報ほう機き関かんのために開発され、後のちに迷まい子ごやペット、徘はい徊かい癖へきのある痴ち呆ほう老人の居場所確かく認にんといった目的で一いつ般ぱんにも利用されるようになった。エムブレムに付いていたのは、携けい帯たい電でん話わにも組み込まれている珍めずらしくもない市し販はん品ひんだ。

「どうやら、迷子の常習者みてえだな」

　エイジの揶や揄ゆに、タケルが呻うめき声で〈うるせえ〉と返した。

『ピィンポオオォオン！』

〈ベル〉がますます大きくなった。声こわ色いろを使っているようだが、よく聞くとハスキーな女の声に聞こえる。

「やかましいな、今行くって！」

「エイジ、一応、用よう心じんした方がいい」

　ショウゴが声を投げた。

「わかってるって」

　胸むな元もとから抜ぬいた銃じゆうを振ふり、エイジは階段を駆かけ下おりた。

「アタシも見たぁい」

　着いてきたリンコが、玄げん関かんの扉とびらの横に張はりついたエイジと、真ま向むかいの位置に立つ。

「射うち合いとかになったら、エイジが盾たてになってね」

　屈くつ託たくなく微笑ほほえみ、リンコはドアノブへ手を伸のばした。

「わっ、バカ、まだ開あけるなっ」

　エイジの制止もきかず、リンコはノブを回してドアを開いた。

　エイジはとっさに前転で飛び出し、リンコを背中に回して銃を構えた。

「で、でけえ……」

　警けい告こくの言葉も忘わすれ、エイジは思わず呟つぶやいた。

　開かれた扉の向こうに、白と黒、ツートンカラーの修しゆう道どう衣いがそびえ立っていた。

　顔は全部見えない。しっかりとした骨こつ格かくを持ちながら、線の鋭するどい日本人離ばなれした顎あごと、真まっ赤かなルージュを引いた形のよい唇くちびるが、辛かろうじて覗のぞいている。そのことから推おしても、身みの丈たけは百九十センチ前後だろう。

「よかったァ、留る守すじゃなくって」

　やや甘あまったれた感じのするハスキーボイスが、唇から発せられた。日本語だ。それも、ごく自然なイントネーション。

「お邪じや魔まするわね」

　首から下げた手のひらサイズのロザリオが左右に振ふれ、頭ず巾きんがドア枠わくをくぐる。

「ほえぇ……」

　エイジの後ろから半身を乗り出したリンコが訪ほう問もん者しやを見上げ、感かん嘆たんの声を漏もらした。

　ひとつひとつが大きくはっきりとしたパーツが、ギリシア彫ちよう刻こくのような彫ほり深い顔に、絶ぜつ妙みようのバランスで配置されている。頭巾から額ひたいへこぼれる髪かみは金色、眉まゆは栗くり色いろ、瞳ひとみはショウゴと同じ鳶とび色いろだ。肌はだは白いが、いわゆる白色人種の白ではない。年ねん齢れいは、たぶん、エイジと同じか少し上。全体に、艶つやのある大人おとなの雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「あら、やだ」

　銃を構えるエイジに気づき、女が胸の手前で小さくホールドアップした。

「結けつ構こう、いいオトコね、あなた」
















　少し前かがみになって、エイジを見下ろす。

「銃を下ろしてくださいな。私、怪あやしい者じゃありませんから」

（十分、怪しいって）

　エイジは思った。こんなスーパーモデル超ちよう級きゆうのバカでかいシスターに未明の訪問を受けることなど、人生の中でそうあるもんじゃない。

「ねえ、あなたからも、お願ねがいしてくれない？」

　固かたまったままのエイジの後ろを見やり、女が言った。

「……すっごい、美人……」

　女に話し掛かけられたリンコが、呟つぶやきを返す。

「まっ、正しよう直じきね！」

　女が照てれ隠かくしに振った右手が、ぶおんと音をたて空くうを切った。

「──おおおっ？」

　エイジがすっとんきょうな声をあげる。

「ザウェルＰ２３２……安あん易いに、グロックやコルトを選んでないトコが渋しぶいわね」

　西せい欧おう連合製のセミ・オートマチック・ピストルを右手に握にぎり、女が言った。

「い、いつの間に、俺の銃を──」

「ごめんなさい。でも、こうでもしないと、信じてもらえないから」

　女は拳けん銃じゆうを手の内で逆さかさにすると、エイジに差し出した。

「私は、ただタケルを迎むかえに来ただけ……いるんでしょ？　あの子」

　女の視線がエイジの頭をかすめ、階段へ伸のびる。

「あ……ああ」

　茫ぼう然ぜんと銃を受け取り、エイジはこくんとうなずいた。




　　　　◆




「いやだっ、俺は絶対に諦あきらめないからな……！」

　ソファーの傍かたわらにそびえ立つ修道衣を見上げ、タケルが言い放った。

「けれど、仇あだ討うちはまるで失敗だったんでしょ？　ケガして、死に損そこなって……命があるだけでも、奇き蹟せきだわ」

　修道衣の女──ビッグママが大きな銀のロザリオを両手で握って黙もく禱とうする。

「……ともかく、園に帰りましょう。みんなも心配してるのよ？」

「だめだ」

　タケルは首を振った。

「俺は奴やつらに戦いを仕し掛かけたんだ。だから、俺を消しにくるかもしれない。園に帰ったら、みんなが危険だ」

「でも、心配ないと思うよ。あの人たち、気づいてないみたいだったし」

「──気づかれたさ！」

　口を挟はさんだリンコを、タケルが軽く睨にらみつける。

「園に帰らないって……これから、どうするつもり？」

「しばらく、ここで厄やつ介かいになる。肩かたの調子がよくなったら、あいつらを捜さがしにいく」

　ビッグママに目を戻もどし、タケルが言った。

「おい、勝かつ手てなコト言ってんじゃねえよ！　一体、誰だれの許きよ可かで──」

　ソファーの背もたれから身を乗り出したエイジの腰こしを、リンコがトントンと叩たたく。

「ごめん。アタシがいいって言ったんだ。使ってない部屋あるし。ここがダメでも、他の建たて物ものなら問題ないでしょ？」

　リンコの言う他の建物とは、桟さん橋ばしの左右に建ち並ぶ船ふな宿やどの廃はい屋おくだ。人が住むのは、内部を改装したエイジの持ち家だけ。再開発予定地区に指定されている海岸沿ぞいの町も、完全なゴーストタウンである。

「……ふぅ」

　ビッグママは大きく溜ため息をついた。タケルの傍かたわらから退しりぞき、斜ななめ向かいのソファーに腰を下ろす。重みで、スプリングがギシギシと呻うめいた。

「説せつ得とくには時間がかかりそうねえ。大人なら力ずくなんだけど、この年とし頃ごろのコにそれやっちゃうと、後々までひきずっちゃうし、かと言って、このまま殺されにいくのを見み逃のがすわけにもいかないし……」

　腕うでを組み、ちょっとの間、考える仕し草ぐさをみせる。

「仕方がないわね。園の方は、ミクニ神しん父ぷにお願いして、私もしばらく、ここでお世せ話わになるわ」

「だから、勝手に決めんなって！」

　エイジが突つっ込んだ。

「あら、ダメなの？　じゃ、民主的に決をとりましょう」

「仕切るなよ！」

「はい、では、いたいけな少年を殺し合いに参加させないために、協力を惜おしまないでくれる人！」

　エイジを無視して、ビッグママは挙きよ手しゆを求めた。

　賛さん成せい２、反対１。

「な、何でだ、ショウゴォ！」

　賛成に回った相棒を、エイジが問とい詰つめた。

「リンコには、借りがある。逆さからえないよ」

　一番に手を上げたリンコを見やり、ショウゴが肩をすぼめた。

「納なつ得とくいかねえっ」

　エイジが天てん井じようを仰あおいだ。

「んもう、決まったことに駄だ々だこねないの。それに、私だって、ただの居い候そうろうでいるつもりはないのよ。こう見えても、家事全ぜん般ぱんには自信あるし」

　ビッグママはすっくと立ち上がり、頭ず巾きんをとった。溢あふれ出た豊かな金きん髪ぱつを背中へ回し、修道衣に手を掛かける。

「お、おい、何脱ぬぎだしてんだよ！」

「この格かつ好こうじゃ、家事に不向きでしょ？　普ふ段だん着ぎにさせてもらうわ」

　重たげな修道衣の上下が、ソファーと床ゆかにどさりと落ちた。

　シスター服の下から現われたのは、目にも眩まぶしいパッションピンクのワンピース。それも、メリハリのあるＢＷＨと均きん整せいのとれた長い脚あしを強調するボティコンシャスタイプだ。

「あら、下着だと思った？　ごめんね、期き待たいさせちゃって」

　手のひらで顔を覆おおうエイジに、ビッグママがウインクする。

「シャイな色オトコに、可愛かわいらしいチェリーボーイが二人も……何だか、楽しくなりそう」

　エイジ、タケルと視線を流し、最後に正面に座すわるショウゴへ目を落とす。

「だっ、だめ！」

　リンコが叫さけび、二人の間に割って入った。

「あら、まあ。そういうこと？　美少年二人を独ひとり占じめなんて、将来がコワイわね」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ、ビッグママが豊ほう満まんな胸を腕に抱だく。

「でも、安心して。彼らは、まだ私の守しゆ備び範はん囲いの外だわ」

　言って、視線を逆ぎやく戻もどしする。

「ええっ？」

　熱い眼差まなざしを受け、エイジはたじろいだ。

　ゾクゾクとした寒さむ気けが背中を昇のぼり、首くび筋すじに冷ひや汗あせが湧わいた。思わず目を逸そらし、ショウゴの方へ避ひ難なんする。

　──どうした？　歳とし上うえは苦にが手てか？

　唇くちびるだけ動かし、ショウゴが訊きいた。

　──違ちがう。俺の第六感が警告を発したんだ。

　エイジが返した。

　──何か予知したのか？

　──そっちの《力》じゃねえよ。直感ってヤツさ。感じるんだよ、同じ匂においっていうか……。

　──同じ匂い？

　ショウゴのおうむ返しに、エイジの頰ほおがぴくりと震ふるえる。

　──とっ……ともかく、俺ン中の何かが言ってるんだ──この女はヤバイ、と！

「あら、危険な女ほどいいって言うわよ」

　ビッグママの鳶とび色いろの瞳ひとみが、再びエイジを捕ほ捉そくする。

「げっ、読どく唇しん術じゆつがわかるのか！」

　狼狽うろたえるエイジを見つめ、ビッグママがウフフと笑った。








四　凶きよう人じん









　二月六日。

　キサーズシティ、西三区。

　目に映はえる世界が、ゆっくりと上じよう昇しようを始めた。

　人工の緑に飾かざられた幾き何か学がく模も様ようの道と点てん在ざいするカラフルな建たて物もの、その間を行き来する豆まめ粒つぶたち──資本主義汚お染せん者しやが造つくり上げた楽園の箱はこ庭にわが、薄うす雲ぐものかかった空に替かわって、観かん覧らん車しやの窓まどの下からせりあがってくる。

　男はエンジのコートの内を探さぐり、懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出した。錆さびの浮ういた銀色の塊かたまりを窓の景け色しきに重かさね合わせ、上うわ蓋ぶたを開く。

　午前十一時四十八分。指定した時刻までは、まだ十分余あまりある。

　二つの針はりから視線を上げ、男は鏡きよう面めん仕上げの上蓋を見つめた。

　鋭するどい眼光を返す、一ひと重えまぶたの目。細く通った鼻び梁りようの両りよう脇わきに、頰ほお骨ぼねがうっすらと浮うかんでいる──十年以上経たっても、未いまだ見み慣なれぬ己おのれの顔。

　男は、上蓋と一いつ緒しよに目を閉じた。

　間まもなく、いつもと同じ光景が、まぶたの裏に浮うかんできた。

　粉こな雪ゆきが斜ななめに降ふり注そそぐ中、闇やみ色いろをまとう十数人が、塹ざん壕ごうの内で息いきをひそめている。男もその一人。幾いくつもの文も字じ盤ばんが張はりついた支給品の腕時計の誤ご差さを、凍こごえる指先で懸けん命めいに補ほ正せいしている。

　──また寒さで、イカレたか？

　エコーの掛かかった声と共に、大きな人ひと影かげが塹壕へ降おりてくる。

　──これを、やる。

　鎖くさりが鳴り、銀色が目の前で煌きらめいた。懐中時計だ。

　──この先、時間の狂くるいは命取りになるからな。

　男は、人影を見上げた。と、視線が中ちゆう途とで止まる。心が、面と向かって見ることを躊ちゆう躇ちよさせている。男にとって、その人物は、恩おん人じんであり、憧あこがれと崇すう敬けいの対たい象しようでもあった。直視するには、眩まぶしすぎる存在だった。

　──安心しろ。古くさく見えるが、構こう造ぞうは一級だ。宇宙そらと地上ここを往復しても、狂いは一いつ切さい生じない。

　言われて、男は時計を手に取った。今まで肌はだ身みにつけていたのだろうか、温ぬくもりが凍えた指先を優やさしく包つつんだ。

　──隊長、俺おれ……。

　男は、思い切って、目線を上げた。

　笑いを浮うかべる口元が、目に映うつった。

　途と端たん、鈍にぶい金きん属ぞくの軋きしみと縦たて揺ゆれが、男を白はく昼ちゆう夢むから呼よび覚さました。

「よぉ」

　右側の窓外に、ぼさぼさの黒くろ髪かみを垂たらす逆さかさまの顔が現われた。

　犬のそれに近い真っ黒な目、低く小さい鼻はなに比して、口こう角かくは頰ほおの半なかばまで裂さけている。皺しわの目立つ顔面は酔よったように赤く、まるで野や猿えんだ。

「……禽チン、か」

　男は時計を懐ふところにしまい、観覧車の屋や根ねに乗る同門の名を口にした。

「探さがしたぜぇ、崩ボン。単独での作戦行動は、厳げん禁きんのはずだろ？　鋼ガンの野や郎ろうじゃあるまいし、班はん長ちようのあンたが暴ぼう走そうしちゃ、示しめしがつかないぜぇ？」

　詰きつ問もん口く調ちようで、猿さる顔がおが言った。

「わざわざ、一対一の戦いを挑いどんできたのだ。私一人で臨のぞむのが道理だろう」

「けけっ、甘あまい、甘いぜぇ。あんなネット広告を真まに受けるなんてよ。罠わなに決まってらあ。大おお勢ぜいで待まち伏ぶせしてるぜぇ」

　黄色い歯を剝むき、牙禽ヤー・チンが笑った。左右の犬けん歯しが異様に長く鋭するどい。

「我われ々われが故こ意いにばらまいた情報に食くい付つくことなく、向こうから挑ちよう戦せんしてきたんだ……あの男かもしれん。米帝てい国こくの〈黒船ブラツクボート〉を沈しずめた時も、奴やつはたった一人で遂すい行こうしたと聞いている」

「だとしたら、ますます抜ぬけ駆がけは許ゆるせないぜぇ。手て柄がらを独ひとり占じめされちゃあ、直系の面子メンツがたちゃしねえ」

　唾つばを窓ガラスに飛ばし、禽チンが息いき巻まく。

　禽チンは、清しん王朝の時代より中国大陸における権力者の庇ひ護ごを受け、諜ちよう報ほうや暗殺といった任にん務むを負おってきた闇やみ武ぶ術じゆつの名門・牙ヤー一族の直系。対して、崩ボンは血の繫つながりもない分家の養子に過ぎない。それも禽チンがまだ十にも満たなかった十二年前、中ちゆう華か連れん邦ぽうの最高機関〈天てん帝てい院いん〉の実力者・曹海嘯ツアオ・ハイシヤオの口くち利ききで門をくぐった他よ所そ者ものだ。にも拘かかわらず、今回の作戦では、実行班の長として指名されたのだ。しかも、〈天てん帝てい院いん〉のみならず、本家長老会までもが、実力・経けい験けんありとして推おしたのである。禽チンにはそれが面おも白しろくない。

　無む論ろん、一族の中でも、この決定に反発する者がいた。実行班の一員として選ばれた分家の嫡ちやく男なん、鋼ガンと響シヤンは、崩ボンの実力を試ためそうと仕し合あいを申し入れた。結果は、完敗。始めの二、三手を食くらった後、崩ボンは一度も攻こう撃げきを受けることなく、二人の急所に寸すん止どめの拳こぶしを当てたという。それ以来、鋼ガンも響シヤンもすっかりおとなしくなり、崩ボンに従したがっている。

　腑ふ甲が斐いない年長の従兄いとこたち、と禽チンは思う。国外で潜せん入にゆう活動中、急きゆう遽きよ呼よび戻もどされ、作戦の実行班に加えられた禽チンには、崩ボンと仕合う時間がなかった。故ゆえに、その実力を知らない。だが鋼ガンと響シヤンの実力は知っている。双そう方ほうともに、恐おそるべき術技の持ち主だ。しかし、自分の秘術には紙かみ一ひと重え及およぶまい。禽チンはそう自じ負ふしていた。つまり、崩ボンの実力に自分が劣おとることはありえない。今回の作戦で、それを証しよう明めいしてみせる──禽チンが手て柄がらや面子メンツにこだわる理由はそこにあった。

「私一人で、奴やつをどうにかできるなどと思ってはいないさ」

　血けつ気き盛さかんな若き同志に、牙崩ヤー・ボンが返した。

「しかし、あの男の術技を見み極きわめ、お前たちに伝えることはできよう。然しかるのち、お前たちが任務を全まつとうすれば、面子メンツとやらも保てるだろう」

「自ら捨て石になるとでも？」

「そんなつもりはない……いや、なかったというべきか。お前が来たのなら、帰る必要はないからな。私と奴との戦い、お前の眼で見み届とどけるがよい」

　崩ボンは猿顔から視線を外はずし、向かいの窓へ目を向けた。既すでに風景に空はなく、電気仕じ掛かけの遊ゆう戯ぎ施し設せつを並ならべた箱庭がいっぱいに広がっている。間もなく、地上だ。

「けっ、見届ける必要なんざねえよ。俺が奴を仕し留とめる──おっと、生いけ捕どりだったなあ──ともかく、あンたは手出しするな。指し揮き官かんが死んじゃあ、〈天てん帝てい院いん〉のあのお方も面めん目もく丸まる潰つぶれだろ？　あンたは、その他大勢を相手にしてるといい」

　観覧車の屋根をガタガタと揺ゆらし、禽チンが笑った。

「奴を甘あまくみるな。空コンは一いち撃げきで仆たおされたというぞ？」

　崩ボンが声を鋭するどくした。

「空コンなぞ、殺やられて当然だっ」

　笑いを消し、禽チンが喚わめいた。

　空コンは、今回の作戦で実行班はんをサポートする警けい護ご班の長、牙雫ヤー・シユイデイの実兄。八年前に同門の兄あに弟子でしたちとトラブルを起こして、彼らを鏖おう殺さつ、破門となった一族の面つら汚よごしだ。

「あやつは、所しよ詮せん、牙ヤー一族とは血けつ縁えんなき者。《力》のみの虚たわけに過ぎぬ」

「だとすると、雫シユイデイもそうなるぞ？」

　崩ボンが言った。雫シユイデイは、第三次中印戦争で両親を失うしなった孤こ児じ。その時従軍していた牙ヤー分家の当主が不ふ憫びんに思い、雫シユイデイと三人の兄たちを引き取ったのだ。雫シユイデイは当時、まだ乳ち飲のみ子ご、すぐ上の兄・空コンは五つだった。

「かっ、関係なかろう、雫シユイデイは！」

　禽チンの声が裏返った。

「……そうだったな」

　崩ボンの、赤みの少ない薄うすい唇くちびるに、微かすかな笑えみが浮うかぶ。

　禽チンは排はい他た的てきな血統第一主義者だが、三つ違ちがいの美び貌ぼうの従妹いとこに密ひそかな好意を持っている。但ただし、歪ゆがんだ愛情だ。親の飼かい犬は、子の自分にも懐なつかねばならない──そのような態たい度どだから、当然、雫シユイデイには嫌きらわれている。本人はそれに気づいてはいないが。

「俺は、空コンとは違ちがうっ。あンたとも、鋼ガンや響シヤンともなあ！」

　猿顔が叫さけんで、引っ込んだ。

　天てん井じようがどんと鳴り、観覧車が左右に揺ゆれる。

　崩ボンは、唾つばの付いた窓へ目を戻もどした。

　黒い風が、観覧車と鉄骨の間を縫ぬっていくのが、辛かろうじて見えた。




　　　　◆




　奇き妙みような〈組合せカツプル〉だった。

　青い眼をした初老の紳しん士しと、風船の束たばを持った禿はげ頭の道どう化け師し。場所は、キサーズ・シーサイドランドのメインストリートを見下ろす、花時計前のベンチ。色とりどりの冬花が飾かざられた丸い花か壇だんの上を、巨きよ大だいなふたつの針がじりじりと回っている。

「すみません、ミスター〈ピエロ〉。あなたを信用してないわけじゃないんです」

　目の前の緩ゆるやかな階段を見つめ、初老の男が切り出した。

「しかし、私たちは皆みな、神に造つくられし者であり、決して完全な存在ではありません。完全に事を成なしえるのは主のみです」

　男の握にぎる小さなロザリオがかすかに震ふるえている。

「万ばん全ぜんを期すために、彼らを呼んだと？」

〈ピエロ〉は、赤く縁ふち取どられた目だけを動かし、周囲に散ちらばる同業者を数えた。

　目に入るだけでも、十二人。全員がこの遊園施し設せつの〈清掃人スイーパー〉に偽ぎ装そうしている。一いつ般ぱん人じんから見れば、愛あい想そうのあまりよくない従業員にしか映うつらないだろう。だが、〈ピエロ〉には彼らが発する陰いん鬱うつな殺さつ気きが色付きのオーラの如ごとく、よく視みえた。

「申もうし訳わけありません、ミスター。だが、どうしても──私は娘むすめと孫まごを殺した鬼き畜ちくどもの確実な死が見たいのです」

「あなたが呼よんだ連中は、手段を選ばぬ無法集団だ。執しつ行こうが始まれば、ここにいる大勢の客が巻まき添ぞえを食くうことになる。《復ふく讐しゆう法ほう》の執行巻き添えで死んだ者の遺い族ぞくには、あなたのように復讐を見届けるチャンスも与あたえられない。それをおわかりか？」

　丸く赤い付つけ鼻ばなをうな垂だれる依い頼らい人にんへ向け、〈ピエロ〉が訊きいた。

　依頼人の名は、ジョン・Ｇ・ハワード。キサーズで小さな雑貨屋を営いとなむ米国移民だ。先のターミナルステーション事件で、本国から呼び寄せた娘と孫を喪うしなっている。

「わかっています、ミスター。わかっています。だから、私はここへ来たのです」

　ハワードが顔を上げ、道化を装よそおう執行代理人を見み据すえた。

「私の財産は、あなたへの報ほう酬しゆうで使い果はたしてしまいました。あの方たちはそれでもいい、と」

「……死ぬつもりか」

〈ピエロ〉が呟つぶやいた。

　それでもいい、というのは、後あと払ばらいでいい、という意味だ。要するに、彼らはハワードの巻き添え死で入る保険金を当てにしているのだ。

「愚おろかな行こう為いだ。どうせ彼らは、他の遺族とも契けい約やくしている。今からでも──」

　背後から近づく気け配はいに、〈ピエロ〉は言葉を切った。

「グェ、グェ、他人の客を盗とるのは仁じん義ぎに反しますぜ、〈ピエロ〉の旦だん那な」

「──フロッグマン」

　声だけで、そうだとわかった。〈清掃人スイーパー〉たちを率ひきいる執行代理組そ織しきのリーダー。無論、本名ではない。元は、去年壊かい滅めつした米国系マフィア、ドン・ガンドックの部下で、その後残党を集めて職を替かえた男だ。

「旦那が凄すご腕うでだってのは、俺の耳にも入ってまさあ。機き動どう警けい察さつ隊たいの突とつ入にゆうチーム〈銀ギン狐ギツネ〉としてだけでなくプライベートでも悪党をぶち殺す、恐おそろしいお方だ。けど、蛇じやの道は蛇へび。テロリストの始し末まつは、ガンドックファミリーの殺さつ戮りく部隊として鳴ならした、あたしたちに任まかしてくださいよ、檜ひ山やま警けい視し殿どの」

　正面に回った〈清掃人スイーパー〉が、グェッ、グェッと笑った。背は高くないが、横よこ幅はばのある肥ひ満まん体たい。脂あぶらぎった顔は下しも膨ぶくれで、口が異様に大きい。蛙男フロツグマンとは、よく付けたあだ名だ。

「フロッグマン──いや、ベン・コナーズ」

〈ピエロ〉の声に唸うなりが生しようじた。

「今度、私の本名を口にしたら、〈銀ギン狐ギツネ〉がお前たちを喰くらうことになるぞ？」

　言って、〈ピエロ〉はベンチから立ち上がった。

　風船が道化の手を離はなれ、空へ散った。




　　　　◆




　正しよう午ごを報しらせるメロディが、園内各所に設置されたスピーカーから、一いつ斉せいに流れ始めた。

　インターネット上で展開された〈ピエロ〉の挑ちよう戦せん広告に応こたえ、テロリストたちが指定してきた戦せん闘とう開始時刻。

　場所はキサーズ・シーサイドランドというだけで、細こまかな指定はない。ただ、一ひと目めでわかる姿で現われるという。大だい胆たん不ふ敵てきともいえる返答だ。もしかしたら、部外者の悪ふざけかもしれない。本当だとしても、テロリストたちが正面からまともに来ることなどありえない──フロッグマンはそう考え、三十名の部下全員を園内の要所に配置していた。

　午後十二時二分。

　銃じゆう声せいが、園内の二か所で同時に湧わいた。メインストリートから東へ五十メートルのコースター乗り場と、西へ三十メートルほどの噴ふん水すい広場。

「まずは二人……楽勝だな」

　脂あぶらぎった顔を歪ゆがめ、フロッグマンは満まん足ぞく気げにうなずいた。




　　　　◆




　午後十二時十五分。

　東西で生じた殺さつ戮りくの波が、メインストリートへ迫せまっていた。東はコースター乗り場からメリーゴーランド、西は噴水広場からストリートの左手に広がる屋おく外がいスケートリンク──各所で目もく標ひようと接せつ触しよくした部下が次々と連れん絡らくを絶たち、その度たびに、パニックが遊園地内に広がっていく。

「全員、俺ン所へ急行しろ！　数じゃ、まだこっちが上のはずだ！」

　フロッグマンは無線に怒ど鳴なると、花時計前のベンチに座すわる依い頼らい人にんには目もくれず、近くにあった大型のダストボックスを押おし倒たおした。

　ゴミ屑くずと一いつ緒しよに出てきたのは、米国軍がこよなく愛するＭ６０Ｅ３。一昨年最新型のＥ４が制式採用となって以来、外部へ流出を続けている汎はん用よう機き関かん銃じゆうだ。一メートル余りの巨きよ体たいから発射される銃じゆう弾だんは毎分最大七百発。部下に持たせているＰ９０も、これに比くらべれば可愛かわいいものだ。

「グェ、グェ、モンキーどもが調子に乗りやがって──目にもの見せてやるぜ」

　巨大な得え物ものを軽かる々がると抱かかえ、フロッグマンが毒どくづいた。

「おい、狙そ撃げき隊たいっ。準備はいいか？」

　園内の高所に配置した選えりすぐりのスナイパーたちへ〈声〉を送る。

『……我已経殺了狙撃人狙撃手は、我らが殺した……』

「はあ？　何だって？　はっきり言いやがれ！」

　聞き慣なれぬ言葉に、フロッグマンが聞き返した。

『──狙撃手は、我々が全すべて始し末まつした。正々堂々、仕合うがよい』

　無線機の向こうで、淀よどみのない英語の声が響ひびいた。女だ。だが、フロッグマンの部下に女はいない。

　脂あぶら汗あせが蛙かえる顔がおに滲にじんだ。

　フロッグマンは機関銃を構えると、階段へ走った。

「早く集まれ！　奴やつらが──奴らが来るぞ！」

　回線を切り替かえ、残った部下へ呼び掛かける。

　応答はなかった。

　見下ろしたメインストリートにも、部下の姿はない。

「──ひっ！」

　短い悲ひ鳴めいが背はい後ごであがった。

　振ふり向いたフロッグマンの視界に長身の東洋人が映うつった。

　公開写真で見た顔。角かく刈がりに近い短たん髪ぱつは、中ちゆう華か連れん邦ぽう軍ぐん兵士によく見られるヘアスタイルだ。一ひと重えまぶたの目が鋭するどく切れ上がっている。

「それ以上振り返るな。銃を向けたら、同志がお前を狙撃する。この男も私が殺す」

　男が英語で言った。手しゆ刀とうが、依頼人ジョン・Ｇ・ハワードの首に当てられている。

「ど、どうしようってんだ？」

「約束通り、我らの一人と戦え。勝てば、この場を退しりぞこう」

「──グェグェ、差しでやろうってのか。で、相手はてめえか？」

　凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべて、フロッグマンが訊きいた。

「こっちだよ、アメ公」

　声がストリートから返った。

　男が二人、道の真ん中にたたずんでいる。一人はカーキ色の功夫クンフー服を着た猿さる顔がおの小男。もう一人は、頭の前半分を剃そりあげ、後ろ髪がみを結ゆった弁べん髪ぱつの男。功夫クンフー服は落ち着いた感じのする群ぐん青じよう色いろだ。

「雫シユイデイもきてるみたいだ……ここは俺に任まかせろ、響シヤン」

　猿顔の言葉にうなずき、弁髪の男が道の脇わきへ退いた。

「お前の仲間は、蛞蝓ナメクジ並みにノロマだったぜぇ」

　猿顔が一歩踏ふみ出し、手に提さげていた塊かたまりを放ほうる──顔の歪ゆがんだ部下の生なま首くび。

「グェグェ、上等だあ」

　仲間の無残な姿にひるむことなく、フロッグマンは階段を駆かけ下りた。抱かかえたＭ６０Ｅ３が咆ほう哮こうをあげ、７・６２ミリ徹てつ甲こう弾だんを前方へ吐はき出す。

　通常、汎はん用よう機き関かん銃じゆうは固定するか立ち止まって踏張ふんばるかしなければ、正確な射しや撃げきはできない。が、フロッグマンは別だった。重く巨きよ大だいな得え物ものを短機関銃の如ごとく操あやつる体力と射撃の腕うでがあった。猿顔の男を中心とした半径三メートルほどの空間を標的と定め、満まん遍べん無なく銃じゆう弾だんを見み舞まうことができた。

　着弾の噴ふん煙えんは、しかし、遥はるか後方にあがった。目標が、忽こつ然ぜんと消え失うせたのだ。少なくともフロッグマンにはそう見えた。

「蛞蝓ナメクジどもより、少しマシだったなあ」

　声が、フロッグマンの耳元に湧わいた。

「ま、ヒキガエル並みってとこか」

　侮ぶ蔑べつの言葉が、下方に遠ざかった。だが、実際に遠ざかっていたのは、胴どう体たいから切り離はなされたフロッグマンの頭の方だった。

「俺の言った通りだろ、崩ボン？」

　猿顔のテロリスト──牙禽ヤー・チンが階段上の同志を見上げ、血の滴したたる己おのれの武器をべろりと舐なめた。三み日か月づき状じようの刃はを背中合わせに交差、溶よう接せつした暗あん器き・子し母ぼ鴛えん鴦おう鉞えつ。交差部分を握にぎり、拳けん術じゆつと共に用いる四十センチほどの刃は、伝統的な鍛たん鉄てつ製ではなく、強化セラミクスをベースにした特とく殊しゆ合ごう金きんで造られてる。

「今回もハズレさ。あの男はここに来ちゃいない」

「どうかな」

　崩ボンが顎あご先さきを上げ、後ろを見るよう促うながした。

　道化師が、血ち柱ばしらを噴ふく死体の彼方かなたに立っていた。手には風船の代かわりに、拳銃らしきものが握にぎられている。

「まだ、残ってやが──」

「──臨別殷勤重寄詞ワカレニノゾンデ、インギンニ、カサネテ、コトバヲヨス」

　漢かん詩しの一節が、禽チンの言葉を遮さえぎった。中国唐とう代だいの皇こう帝てい・玄げん宗そうと絶世の美女・楊よう貴き妃ひの永遠の愛を歌った傑けつ作さく詩〈長ちよう恨ごん歌か〉。

「……詞中有誓両心知コトバノナカニ、チカイアリ、リヨウシンノミシル……」

　牙響ヤー・シユンが、悲歌を謡うたいつつ、道化師の方へ歩んでいく。

「本当に、一対一でいいのか？」

　近づいてくる弁べん髪ぱつのテロリストに、〈ピエロ〉が訊たずねた。

「……七月七日長生殿シチガツシチニチ、チヨウセイデン……」

　テロリストは謡うのみで、返答はない。

「そうか。じゃ、行くぞ？」

　言って、〈ピエロ〉は路面を蹴けった。

　同時に、テロリストの〈声〉が鋭するどい響ひびきを胎はらんで、空くうを疾はしった。

（《能力者パワーズ》！）

　迫せまり来る〈声〉を最小の動きで躱かわしながら、〈ピエロ〉は敵の正体を見破った。

《能力者パワーズ》──十五年前、地球とニアミスした流星群の閃せん光こうを浴あび、眠ねむれる《力》を覚かく醒せいさせた者たち。当時、全人類の半分が覚醒し、その異能力をもって世界を混乱と恐きよう慌こうに陥おとしいれた。いわゆる世界暴動である。混こん沌とん期きは数年間続き、流星の光を浴びなかった非《能力者》と一部の良りよう識しきある《能力者パワーズ》たちの手によって、世界秩ちつ序じよはようやく回復された。その後、《能力者パワーズ》の管理と抑よく制せいが世界新法として定められ、《能力者パワーズ》及およびその《力》を継つぐ次世代の人間は、原則として脳のう外げ科か手術により《力》をプロテクトすることとなった。だが、原則には例外がついて回る。各国家が政治的・軍事的思おも惑わくからノープロテクトの《能力者パワーズ》を認にん知ちしているのは公然の秘ひ密みつだし、民間の裏社会などでは、プロテクト除じよ去きよ手術も行なわれているという。絶対数は激げき減げんしたものの、異能を遣つかう者たちは今も確実に存在しているのだ。

「……夜半無人私語時ヤハン、ヒトナク、シゴノトキ……」

　新たな〈声〉が〈ピエロ〉の両りよう脇わきをかすめ、ストリートに植えられた桜さくらの樹きを薙なぎ倒たおす。

「なるほど──物ぶつ体たい賦ふ活かつの一種か」

　遠ざかる〈声〉をちらりと見やり、〈ピエロ〉は呟つぶやきを落とした。

　物ぶつ体たい賦ふ活かつとは、《能力者パワーズ》たちの持つ《力》のひとつで、いわゆる念動力に近い性質を有する。違ちがいは、念動力が生体にも作用するのに対し、物ぶつ体たい賦ふ活かつはあくまで無機類にしか作さ用ようしない点だ。つまり、物ぶつ体たい賦ふ活かつを攻こう撃げきに用もちいる際さいは、必ず何らかの無機類を媒ばい介かいしなければならないのだ。

　弁べん髪ぱつのテロリストが媒介とするのは、己おのれの〈声〉だった。特とく殊しゆな呼吸法によって練ねられた声こわ音ねに《力》を乗せ、攻こう防ぼうに用いているのだ。狙ねらわれたら最後、目に見えぬ《力》を避さける術すべもなく、その人物は死を迎むかえるだろう。

　しかし、〈ピエロ〉こと檜ひ山やま雄ゆう一いちは別だった。彼には、テロリストの発する〈声〉の刃はが、色付きの球体として視みえていた。

　対たい象しようの種類・性質に応じてそれらを色付けし、他の物体を透とう過かして目視できる能力──透とう視しが、檜山の《力》だった。

「……在地…願為…連理枝チニアツテハ、ネガワクハ、レンリノエダ、トナラン、ト……？」

　テロリストの〈声〉が乱れた。己れの攻撃がことごとく躱かわされたことに、明らかに動どう揺ようしていた。《力》を収おさめた球体の色が目まぐるしく変化していることからも、それがわかった。

　テロリストは歩あゆみを止め、両の手を胸の前で合わせた。朱しゆ色いろが群ぐん青じようの功夫クンフー服を覆おおっていくのが、檜山の〈眼〉に映うつった。恐おそらく、必殺の気を練っているに違いない。前進を続けながら、檜山は右手に提さげていた電子制御銃ブラスターを構かまえた。

「此恨綿綿無盡期コノウラミハ、メンメントシテ、ツクルトキナカラン！」

　絶ぜつ叫きように近い〈声〉が、テロリストから放たれた。

　直径二メートルはある巨きよ大だいな球体が七つ、燃えるような赤をまとって猛もう進しんしてくる。

　今度は、逃にげ場がなかった。この窮きゆう地ちを脱だつする方法はひとつ。檜山は前方を睨にらむように目を細めた。

〈恨ゴン〉、〈無ム〉、〈期キ〉──三角を成す球体のすき間に、檜山は活かつ路ろを見いだした。その先に立つ弁髪の男を青く色付けし、さらに頭の一点を黒く塗ぬった。

「〈捕捉ロツクオン〉」

　切り札ともいうべき、もうひとつの《力》の名を呟つぶやき、檜山は引き金を絞しぼった。

　剃そりあげられたテロリストの頭部が、びちりと鳴った。

　瞬しゆん間かん、七つの球体は色を失なくし、檜山の身体からだを通り抜ぬけた。

「響シヤンっ！」

　仰あお向むけに転てん倒とうしたテロリストの後方で、猿さる顔がおの仲間が叫さけび、姿を搔かき消した。

　だが、檜山には、それも視みえていた。

　猿顔のテロリストが有する《力》は、念動力。己おのれ自身に《力》を乗せることで、常人の目には捉とらえることができないほどの高速移動を行なっているのだ。例え同じ《力》を持っていたとしても、容よう易いに真ま似ねできる技わざではない。高速で動けば、肉体の消費エネルギーも比ひ例れいして高くなる。常人に見えないほどのスピードなら、消費量も桁けた違ちがいだ。普ふ通つうの肉体なら、細さい胞ぼうが融ゆう解かいし、内部から崩ほう壊かいしてしまうだろう。そうはならないこのテロリストが、特別な体質と想像を絶する鍛たん練れんによって完成された肉体の持ち主であることは想像に難かたくない。

「──〈捕捉ロツクオン〉」

　呟きと同時に引き金が引かれた。透とう視しと肉体の動きを完全に一いつ致ちさせる、この能力は、《能力者パワーズ》のものではなく、遠い昔、檜山が授さずけられた人工の《力》。このふたつめの《力》ゆえに、檜山はただの一度も標的を外はずしたことはなかった。

「ぎゃんっ」

　悲鳴が宙ちゆうに湧わき、疾しつ風ぷうが路面へ激げき突とつした。

「我術叫彼奴破喝俺の術を破つただとッ？」

　姿をさらした猿顔が、肩かたを押おさえて喚わめき散ちらした。どうやら急所への着ちやく弾だんは免まぬがれたらしい。〈捕捉ロツクオン〉から生せい還かんするとは、恐おそるべき迅はやさといえる。が、負傷した以上、もう風になることはできまい。檜山は、よろよろと立ち上がったテロリストを無視し、さらに前進を続けた。

「待ちやがれ、クソピエロ！」

　スラング混まじりの英語で呼び止め、猿顔が暗器を振ふりかざす。

「止やめるんだ、禽チン」

　階段の上から、声が飛んだ。

「お前では、この男に勝てない」

「黙だまれ、崩ボン！　俺は敗やぶれちゃいねえ！」

　赤ら顔をさらに紅こう潮ちようさせ、禽チンが叫さけんだ。

「今まで、お前の術を破った者がいたか？」

　一ひと重えまぶたの目が、年若き同志へ冷ややかな視線を投げる。

「お前の順番は終わった。どうしてもやりたければ、私の後にしろ」

　言って、崩ボンは視線を引き戻もどした。階段下で足を止めた道化師を視界に捉とらえ、コートのボタンに手を掛かける。

「仕合う前に、聞いておきたいことがある──」

　崩ボンが言った。英語から日本語にしたのは、道化のメイクに隠かくされた暗殺者の顔つきが、東洋人のそれだとわかったからだ。中ちゆう華か連れん邦ぽう〈天てん帝てい院いん〉の密命を帯おび、崩ボンたちが捜さがす男も東洋人。米国の覆面軍隊アンダーカバーアーミーを一夜で壊かい滅めつさせたという、日本国こく籍せきの執しつ行こう代だい理り人にんだ。

「──お前は、〈統星天女ドミニオン〉を操くる者か？」

「ドミニオン、だと？」

　道化師の眉み間けんが、わずかに歪ゆがむ。

「……知らんな」

　弾丸は、言葉の途と中ちゆうで発射されていた。

　距きよ離り六メートル、左ひだり胸きよう部ぶ・雁がん下かへの二連射。

「──〈捕捉ロツクオン〉か」

　呟つぶやきを、崩ボンが返した。

　着弾は一発もなかった。外はずれたのではない。特とく殊しゆな《力》で禦ふせがれたわけでもない。〈捕捉ロツクオン〉による必中弾を避よけたのだ。しかも、その場を一歩も動かずに、だ。

「そんなことが……！」

　檜山は唸うなり、続つづけ様ざまにテロリストの急所を〈捕捉ロツクオン〉した。

　崩ボンが首を振ふり、仰のけ反ぞり、上体を捻ひねった。

　三発の超ちよう音おん速そく弾だんは空へ消えた。

「なぜ、〈捕捉ロツクオン〉を躱かわせるっ？」

　檜山の声が戦慄わなないた。

「お前がどの部位を〈捕捉ロツクオン〉したか、わかるからだ」

　上体を戻し、崩ボンが答えた。

「──精神感応っ？　馬ば鹿かなっ、探さぐられた感覚はなかったぞ？」

「お前が透とう視しと表ひよう裏り一体の《力》を持つように、私にも精神感応をベースにした別の《力》がある」

　言うや崩ボンは身を翻ひるがえし、エンジのコートを投げつけるように脱ぬぎ捨すてた。

　檜山は動くことなく、前方を見み据すえた。宙を舞まうコートの向こうに、赤い攻撃色に染そまった人ひと影かげが視みえた。

　電子制御銃ブラスターの咆ほう哮こう。

　四つの孔あなが穿うがたれたコートが、檜山に被かぶさる。三つは銃弾、あとのひとつは、手しゆ刀とうが開けた大孔だった。

「人じん中ちゆう、秘ひ中ちゆう、水すい月げつ……急所狙ねらいは、昔から変わらないな、檜山」

　無傷のテロリストが、コート越ごしに言った。

「俺の、名を……？　そう、か……！　貴様……俺と同じ、鵺ヌエの……？」

　コートがずり落ち、血の泡あわを噴ふく道化の顔が現われる。

「──思い出した、ぞ」

　込み上げた血ち反吐へどを吞のみ込こみ、檜山は目の前の男を睨にらんだ。

「顔……変え、やがった、な……この、裏切り、も──」

　と、胸むな板いたに突つき刺ささった手刀が背中を破り、檜山の言葉を中ちゆう途とで断たった。

「先に逝いっててくれ」

　くずおれる道化師の耳元で囁ささやき、崩ボンは血ち塗まみれの腕うでを引き抜ぬいた。

「あっ、阿あ呆ほうめ！　何で殺したっ？　生いけ捕どりのはずだぞ？」

　禽チンが喚わめきながら、走ってきた。

「……この男は違ちがう」

　死体にコートを掛かけ、崩ボンが答えた。

「なぜ、そんなことがいえるっ？　響シヤンを一発で仆たおしたんだぞ？　そんなことのできる日本野や郎ろうが他ほかにいるかよっ？」

　禽チンは引こうとしない。従兄いとこの響シヤンを殺され、自分も秘術を破られ無ぶ様ざまをさらした。その屈くつ辱じよくをもたらした相手が、他よ所そ者ものの崩ボンにあっさりと仆されてしまったのだ。怒いかりの矛ほこ先さきを崩ボンに向けるしかなかった。

「この男は、奴やつではない。私が保証する」

「ふざけるな！」

　禽チンが暗器を構えた。

「──お止やめなさい！」

　甲かん高だかい叱しつ責せきの声が、二人の間に落ちた。

　パンツルックの少女が、階段の上から二人を見下ろしている。牙雫ヤー・シユイデイだ。左右に並び立つのは、客に偽ぎ装そうした警けい護ご班はんのメンバー。五つの銃じゆう口こうを持つＭ１Ｌ１突とつ撃げき銃じゆうが、下方へ傾かたむけられている。

「何の真似まねだ、雫シユイデイィ？　俺を殺やるつもりじゃあるまいなぁ？」

　犬歯を剝むいて、禽チンが訊きいた。

「班長への反逆なら、止やむを得えません」

　雫シユイデイの口調くちようは落ち着いている。

「崩ボンは、作戦を無視したんだぞ？　〈統星天女ドミニオン〉を連れん邦ぼうのものにするために絶対必要な人間を殺しちまったんだ！」

「この男は違う」

　階段を振ふり返り、崩ボンが言った。

　見つめられた雫シユイデイの頰ほおがかすかに震ふるえる。

「本当ですか？」

　雫シユイデイの問いに、崩ボンは小さくうなずきを返した。

「あの男だったら、どうするっ？」

　禽チンがしつこく食い下がる。

「その時は──」

　稔うなりが、崩ボンの声に生しようじた。木々を揺ゆらさぬ〈風〉が、彼を中心に波は紋もん状じように広がり、触ふれた者を総毛立たせる。

「その時は喜んで、お前に殺されよう」

　言って、崩ボンは唇くちびるにうっすらと笑えみを浮うかべた。雫シユイデイに向けられたままの目は、しかし、彼女を見てはいなかった。ここにはない、或あるいはこの時空にはない光景を見つめているかのように、遠い眼差まなざしをしていた。

　雫シユイデイも、禽チンも、他の誰も、言葉を発する者はなかった。

　複数のサイレンが、メインストリートの彼方かなたから近づいてきた。

　無言で散っていくテロリストたちの後方で、既すでに首を折おられて絶命していた復ふく讐しゆうの依い頼らい人にんが、ベンチからどさりと落ちた。








五　恩おん讐しゆう









　二月八日。

　キサーズシティ郊こう外がい、再開発予定区。

「どこいじっても、ダメだぜ、坊ぼうや」

　ねむたげな目を擦こすりながら階段を下りてきたエイジが、アナログＴＶの背はい面めんを探さぐるタケルに声を掛かけた。

「そいつぁ、ケーブル放送の十四チャンネルしか映うつらないようにしてあるんだ」

「ど、どうしてっ？」

　振ふり返かえり、タケルが訊きいた。左ひだり腕うでを吊つるす包ほう帯たいが痛いた々いたしい。

「どうしてって……頼たのまれたからさ。くだらねえニュース観みて、馬ば鹿かな気起こさないようにって、な」

　言って、エイジはちらりとキッチンの方へ目をやった。ビッグママとリンコが、食事の支し度たくをしている。

「──くそっ！」

　タケルは悪あく態たいをつき、ＴＶを叩たたいた。

　画面の中で、カバに似た水色と黄緑のキャラクターがぶるっと震ふるえる。

「おや、アニメはお嫌きらい？」

　三階へ駆かけあがっていくタケルを見上げ、エイジはポリポリと頭を搔かいた。

「あっ、エイジ！　やあっと起きてきたのね」

　両手に皿さらを持ったリンコが、キッチンから出てきた。

「うう……朝っぱらから肉かよ？」

　テーブルに置かれた料理を見て、エイジが顔をしかめる。

「何寝ね呆ぼけてんのよ、馬ば鹿かエイジ！　もう、お昼過ぎなんだからね！」

　怒おこったようにリンコが返す。

「そうそう、お昼ご飯は、とっても重要なのよ」

　巨きよ大だいな人ひと影かげがリンコの背後から近づいてくる。

「たくさん食べて、精せいをつけてもらわないと……ねっ！」

　ビッグママのウインクに、エイジが思わず後退あとずさる。

「お、お、俺おれは別に精をつけなくても、十分元気だし、その、ベジタリアンだし……」

「あら、冷たいこと言ってくれるわね、エーちゃんは。私が来てから、ずっと帰ってきてくれなかったし。何だか、寂さびしい」

　大げさに溜ため息いきをつき、両手両りよう腕うでの四皿をテーブルに並べる。

「しゃーないでしょうが！　泊とまり込こみの交こう替たい勤きん務むだったんだから」

「まっ、じゃあ、食事もろくなもんじゃなかったでしょ？　その分、たくさん食べてね。私、料理にはちょっと自信があるの。夕食も期き待たいしていいわよ」

「そうだよ、エイジ。ママって、すっごい料理が上手うまいんだから。アタシ、色々教えてもらってるんだ」

　嬉うれしそうに、リンコが言った。

「そういえば、確たしかに……」

　エイジはきれいに盛もり付つけられた皿をまじまじと見回した。

「……全然、焦こげてねえじゃん！　こうゆう、まともな料理を見るのは、リンコが来て以来、初めて──わわっ」

　エイジは慌あわてて口を噤つぐんだ。

　リンコが湯ゆ気げの立つスープ皿を持って、睨にらんでいる。

「エイジィ～～」

　皿を手にした右腕が空くうを切った。

「こらっ！」

　ビッグママが雷かみなりを落とした。その時にはもう、リンコの手から熱い凶きよう器きはなくなっていた。エイジへの被ひ害がいもゼロ。スープ皿は中身を一いつ滴てきもこぼすことなくビッグママの手に載のっていた。

（やっぱ、ただモンじゃねえ、この女）

　自分の手から一いつ瞬しゆんにして拳けん銃じゆうを奪うばい去さった四日前の出で来き事ごとを思い出し、エイジは唾つばを吞のみ込んだ。

「ダメでしょ、食べ物を粗そ末まつにしちゃ。それにすぐ暴ぼう力りよくに訴うつたえるのも、レディとして恥はずかしい行こう為いよ？　せっかく女に生まれたんだから、もっと自分の性を磨みがくようにしなきゃダメ！」

「ご、ごめんなさい、ママ」

　しゅんとして、リンコが謝あやまる。

（げげっ、リンコが素す直なおだっ？）

　エイジが更さらに二、三歩後退あとずさる。

（ばかでかいママに、素直なリンコ……これは現実の世界か？）

　クラクラする頭を押おさえ、エイジはテーブルいっぱいの肉料理に目を落とした。

　げっぷが、食べてもいないのに込み上げてきた。




　　　　◆




　トタンを踏ふみつける足音が、寒かん風ぷうの流れる屋根上にグワン、グワンと鳴なり響ひびいた。

　長い桟さん橋ばしの両側に並ぶ元船ふな宿やどは、廃はい屋おくとなってから十年以上経たっており、かなりのガタがきている。屋根も、トタンの下があちこちで抜ぬけているから、歩くのにコツが要いる。あの音のたて方は、歩き方を知らないシロウトだ──きらきらと瞬またたく水平線を見つめながらショウゴはそう思った。

　グワワワン。隣となりの屋根から飛び移うつる音。足音はそこで止まった。

「やっと、見つけた」

　声が、屋根の縁へりに座すわるショウゴへ掛かけられた。

「君に頼たのみがあるんだ」

「君、か……こんなナリでも、お前さんより年上なんだけどな」

　手にした竿さおをかすかに揺ゆらし、ショウゴが言った。

「じゃあ、あんた、だ。〈あんた〉って、敬けい称しようだろ？」

　トタンが、再び鳴り響ひびく。

「──釣つり、してるのか？」

　すぐ後ろで立ち止まり、タケルが訊きいた。

「ああ。朝、昼と、肉だったからな。晩ばん飯めしくらい解放されたい」

　ショウゴが答えた。

「わかるよ、その気持ち。俺も、ほとんど毎日食わされてる。安モンのスジ肉だけどさ。何でも肉食ってると、ちょっとのことでブチ切れたりしなくなるんだと」

「なるほど……」

　妙みように感心した口くち振ぶりで呟つぶやき、ショウゴがうなずく。

「……で、頼みごとってのは何だ？　言っておくが、俺もエイジも法を破るような契けい約やくはできないぜ。お前さんの保ほ護ご者しやにも、きつく言われてるんでな」

「か、彼女は保護者なんかじゃない！　ただの、ボランティアさ。オンボロ教会にくっついた養よう護ご施し設せつの。シスターってのも、自分で言って、そういうカッコしてるだけだし、俺とは何の関係もねえよっ」

　タケルがむきになって否ひ定ていする。

「けど、なかなかできる行こう為いじゃない。彼女の献けん身しんぶりは、本物だ」

　たしなめるように、ショウゴが言った。

「……わかってるさ。五つの時から、彼女とはずっと一いつ緒しよだったし……孤こ児じになった姉ねえさんと俺を、慰なぐさめ、叱しかり、勇気づけてくれたんだ……姉さんが養女にいった後もずっと……何度もバカなことやって警察に捕つかまっても、必ず迎むかえにきて……感かん謝しやしてるよ、彼女に……マフィアとイザコザ起して死んじまったオヤジや、顔も知らねえオフクロなんかよりもずっと──」

「なら、彼女の言うことに従したがうんだな。自分で殺やろうだなんて、馬ば鹿かな考えは捨すてろ」

「だめだっ！」

　間かん髪はつ入れず、タケルが叫さけんだ。両足の踏ふん張ばりに、トタン屋根がグワワと呻うめく。

「それだけは──絶対に！　マイは、姉さんは俺を迎えに来て殺されたんだ。成人したら俺と一緒に暮くらせるようにするって……養女に行った先から、毎年、手紙をくれてたんだ。ガキだった俺はいつも、早く来てくれって返事を書いてた……その約やく束そくを果はたすために日本へ帰ってきたんだ。俺は、もう……どうでもよくなってたのに……！」

　寒風を摑つかんだタケルの右手が、小こ刻きざみに震ふるえる。

「──マイは、俺のために死んだ。俺がマイにしてやれるのは、復ふく讐しゆうだけだ。虫ケラを潰つぶすみたくマイを殺した連中に、一発でも多く弾だん丸がんを撃うち込んで地じ獄ごくに送ってやる……！　だから、教えてほしい。銃じゆうの扱あつかい方を！……リンコが言ってた。あんたはこの街で最高の執しつ行こう代だい理り人にんだと」

「銃の扱いなら、エイジに頼たのめ。軍にいたことがあるから、専門だ」

　にべもなく、ショウゴが入門を却きや下つかする。

「あの人はダメだ。ビッグママがいつもそばにいる」

「フフ……いやに懐なつかれてるんだな」

　笑いで、竿さおが振ふれた。無む論ろん、冗じよう談だんで言った台詞せりふだ。エイジは情にほだされやすい。特にタケルが姉の仇かたきを討うとうとしていることに内心同情しているのは、ショウゴも何となく気づいていた。恐おそらく、ビッグママもそんなところを勘かんづいて、タケルとエイジを接せつ触しよくさせないようにしているのだろう。

「頼むっ。あんたしかいないんだ。急がないと、奴やつらが無む罪ざい放ほう免めんになって街まちからいなくなっちまう。扱い方だけでいいんだ」

　タケルは左ひだり腕うでを吊つるす包帯を取り去り、風に流した。

「腕ももう平気だ。利きき腕を支ささえることくらいできる。お願いだ。俺に殺し方を教えてくれ。全員はムリだろうけど、一人くらいは、絶対に殺す自信がある！」

「自信、だと？」

　ショウゴが振り返った。

「殺しは、盗ぬすみとは違ちがうそ？」

　瞬まばたきしない鳶とび色いろの目が、タケルを見み据すえる。

　思わず視線を逸そらすタケル。だが、すぐに元へ戻もどし、自分と同世代の外見を持つ執行代理人を睨にらみ返した。

「そんなこと、わかってる！」

「──じゃあ、テストをしてやる」

　ショウゴはエナメルのパンツを探さぐり、小さな拳けん銃じゆうを取り出した。

「デリンジャーＳＳだ。二十二口こう径けいで、装そう弾だん六。女子供でも楽に射うてるほど、反動の弱い型だ。それだけに威い力りよくも低いが、当たりどころが悪ければ死ぬ」

　タケルへ銃を放ほうって、立ち上がる。

「お前さんは素しろう人とだから、特別に甘あまくしてやろう──一発だ。どこでも構かまわないから、俺に当ててみせろ。始めの一分は動き回らないでいてやる。その後は俺も攻こう撃げきする。但ただし、俺は丸まる腰ごしだ」

　啞あ然ぜんとするタケルを残し、屋根の反対側へ歩きだす。

「おい、これ……？」
















　タケルが振り返った。

「何で、あんたを射うたなきゃならないんだよ！　そんなことしたら──」

「安心しろ。当たっても、警察に突つき出したりはしない。たとえ、致ち命めい傷しようを負おってもな」

　ショウゴは屋根の端はしで立ち止まり、タケルと向き合った。距きよ離り五メートル。標ひよう的てきが動かなければ、訓くん練れんを受けていない者でも十分命中させられる間合いだ。

「何の意味があるんだ？　こんなこと！」

「重要な意味がある。テストを下りるなら、銃を捨てろ。そして、復ふく讐しゆうなんぞ諦あきらめて、ママと一いつ緒しよに家へ帰るんだな」

　嘲ちよう笑しようを交まじえて、ショウゴが言った。

　タケルはぐっと唇くちびるを嚙かみ、手のひらに乗せた拳銃を見つめた。

「──スタートだ。六十、五十九、五十八……」

　ショウゴが始めの一分のカウントを始める。

「……グリップだけはしっかり握にぎれ。それさえ守れば片手でも楽に射うてる……」

　カウント途と中ちゆうのアドバイスに従い、タケルは利き手で銃を握った。

「……四十二、四十一、四十……」

　残り四十秒を切ったところで、引き金に指を掛かける。

　それきり、タケルの動きは止まった。

　必中の距離で射しや撃げき体勢をとったまま、ただカウントを聞き続けている。

「……もう二十秒ないぞ？……」

　告つげながら、ショウゴはデリンジャーの銃じゆう口こうがかすかに震ふるえているのを見てとった。

「……十三、十二、十一……」

　テンカウントに入った。

「……間まもなく時間だ。言ってなかったが、もし射うたなければ、俺がお前さんの利きき腕うでをもらうことになるぜ。馬ば鹿かなことができないようにな……」

　言い終わるや、ショウゴはしゃがみこみ、左腕を振ふり下ろした。トタンが紙のように裂さけて捲めくれあがり、建材の一部が粉こな々ごなになって噴ふん出しゆつする。

「──いくぞ？」

　ショウゴが低く言った。

　驚おどろきと恐きよう怖ふで、タケルの瞳ひとみが縮ちぢまる。

　ダッシュの蹴けりに、トタンが喚わめいた。

　ほぼ同時に、タケルも喚き、引き金を引いた。

　散ざん切ぎりの黒くろ髪かみが左へ流れ、エナメルのブルーが後に続いた。

　タケルは蛇だ行こうしながら接近するブルーへ向け、立て続けに発はつ砲ぽうした。たちまち全ぜん弾だん射ち尽つくし、撃げき鉄てつがシリンダーを虚むなしく叩たたいた。

「……失格だ」

　胸むな元もとで声がした。見下ろしたタケルの目を、鳶とび色いろの瞳ひとみが睨ねめあげる。

　ショウゴがすぐ前でしゃがんでいた。手しゆ刀とうを作る左手の先が、タケルの利き腕の付け根に当てられている。

「お前は少なくとも三回は死んだ」

　目の前で立ったショウゴに気け圧おされ、タケルはよろめき尻しりもちをついた。

「……まっ、待てよ！」

　背を向けて歩きだしたショウゴを、タケルが呼び止める。

「こんなテストがあるもんか！　卑ひ怯きようじゃないか！　あんたは、仇かたきなんかじゃない。まともに射うてるわけがないだろう！」

「その通りだ」

　言って、ショウゴが向き直った。タケルの傍かたわらへ歩あゆみ、膝ひざを落として言葉を続ける。

「復讐に行って、お前さんがまず射つことになるのは、仇かたき本人じゃない。標的を仕し留とめる前にそれ以外も排はい除じよしなければならないんだ。つまり、復讐以外の殺し、だ。チャイナタウンでは一発射って怪け我がしちまったらしいが、もしあの時、単に射ち損そこなっただけだったとして、その後も戦せん闘とうを続けることができたか？　標的を護まもる見も知らぬ執しつ行こう代だい理り人にんを殺し、視界を邪じや魔まする一いつ般ぱん人じんを射ち仆たおせたか？」

　詰きつ問もんに答えられず、タケルの口がぱくぱくと空気を食はむ。

「ＮＯならば、復讐する前に殺される。そしたら無む駄だ死じにだ。標的を確実に仕留めるためには、それ以外も殺さなきゃならない。復讐、仇あだ討うち……呼び名は違ちがっても、所しよ詮せん、お前さんが憎にくんでる連中とやることは同じ──人殺しさ。奴やつらのような、ろくでなしになる自信があるのか？　今のテストを見た限りじゃ、怪あやしいな。一時の熱に浮うかされてるよ、お前さんは。例たとえ、銃じゆうの扱あつかいをマスターしても、確実に返り討ちだ。奇き跡せきは何度も起こらないんだぜ。チャイナタウンで拾ひろった命を粗そ末まつにするのはよせ。陳ちん腐ぷな言い方だが、お前が死んで姉さんが喜ぶかどうか、よく考えるんだな」

　ショウゴは立ち上がり、踵きびすを返した。

　デリンジャーを叩たたきつける音が背後で聞こえた。

「くそっ！」

　ショウゴを追い越こし、タケルが屋根を駆かけていく。

「……やれ、やれ」

　溜ため息いきをつき、ショウゴは小さく頭を振ふった。

　不意に寒風の向きが逆になり、ショウゴをかすめ、海へ抜ぬける。

「──ありがと」

　声が湧わき、大きな影かげ法ぼう師しがショウゴの背中を黒く染そめた。

「ビッグママ……！」

　修しゆう道どう衣いを振り仰あおぎ、ショウゴは息を吞のんだ。声がするまで、後ろをとられたことに全まつたく気づかなかったのだ。

「やっぱり、あなたに任まかせて正解だったわ。あれであの子も、復ふく讐しゆうなんて無理だってわかってくれたかも」

　ショウゴを見下ろし、ビッグママが微笑ほほえみかけた。頭ず巾きんは被かぶっていない。整ととのった顔を覆おおう金色の髪かみが、オレンジに色づいた陽光を受け輝かがやいている。

「さあ……どうだかな」

　ショウゴは、自分を見つめる女の美び貌ぼうに魅み入いられることなく、慎しん重ちように半歩退しりぞいた。

「あら、警けい戒かいさせちゃった？　でも、私に背後をとられたからって、気にすることはないわ。たぶん……いつものあなただったら、気づいてたハズよ。本調子じゃないんでしょ？」

「どうして、そんなことがわかる？」

　ショウゴは冷れい淡たんな口くち調ようで聞き返した。が、内心には動どう揺ようがあった。ビッグママの推すい測そくは図ず星ぼしだ。対〈黒船ブラツクボート〉戦で傷ついた身体からだは、外見こそ完かん治ちしてみえるが、内部組そ織しきは半分も回復していない。機械部分は交こう換かんがきくが、生体部分は肉体の持つ治ち癒ゆ力りよくに頼たよるしかないからだ。まだ当分の間は、ユラユイの元へ通い、治癒力を高める〈治ち療りよう〉を続ける必要があった。

「わかるわよぉ。だって、いきなり銃じゆうの的まとになるなんて、かなりの腕うでと自信がなければできないハズよ。でも、結果はいつもと違ちがった……そうじゃない？」

　胸むな元もとのロザリオが大きく揺ゆれた──時には既すでに、右手がショウゴの左腕を摑つかみあげていた。

「弾だん丸がんが前ぜん腕わんの外側を抉えぐってるわ。血はあまり出てないみたいだけど……」

　左手がスカートのポケットからハンカチを取り出し、ショウゴの前腕に巻き付ける。約五秒の早はや業わざ。

「……あまり必要なかったかしらね」

　左腕を解放し、ビッグママが意い味み深しんな眼差まなざしを向ける。

「一体、何者だ、あんた？」

　訊ききながら、ショウゴは左手の動きを確かめた。どうやら、ハンカチを巻いた以外は何もされていないようだ。

「そうね……同じ穴のムジナって思ってくれていいわよ」

「やけに、簡かん単たんに明かすんだな」

「だって、じきにバレそうだもの。エーちゃんが、私のこと訝いぶかってるし」

　ビッグママはパールピンクで彩いろどった指先で髪を梳すき、海の方角へ二、三歩進んだ。大きな身体からだにも拘かかわらず、トタンの呻うめきはほとんどなかった。

「けど、あんたの噂うわさは聞いたことがないな。身のこなしからみて、相当に腕が立つんだろうが……」

「あなたたち、この街へ来て、三、四年ってところでしょ？」

　唐とう突とつに、ビッグママが言った。

「私はそれよりずっと前に廃はい業ぎようしたのよ」

「廃業？」

「そ。この服を着るまで、私はたくさんの人を殺したわ。でも仕事は選んできたつもりよ。汚きたない仕事はしなかった。常に理り不ふ尽じんな犯はん罪ざいの犠ぎ牲せいになった人たちの仇かたきを討うってきた。けどね……私が殺した連中はろくでなしでも、彼らの家族は違うのよ……特に子こ供どもたちは、罪つみもなく、無力だわ」

　ショウゴへ向けた横顔が、憂うれいを帯おびる。

「執しつ行こう代だい理り人にんがそんなことを考えだしたら、終わりよ。所しよ詮せん、殺し屋だもの。割り切りができなきゃ、続けていけない。だから……私は廃やめたの。あの子の──タケルの父親を殺した後にね」

「……贖しよく罪ざい、か」

　ぽつりと、ショウゴが言った。

「タケルや園の他の子供たちのほとんどは、《復ふく讐しゆう法ほう》の執行で孤こ児じになった。私がしてやれることは、彼らを護まもること。もう二度と、狂くるった法律の犠牲にならないように──」

　ビッグママは目を閉じた。両手がいつのまにかロザリオを握にぎって祈いのりの形に組まれている。

「狂った法律……確たしかに、な。でも、人はそれを求める。愛する者を護ってやれなかった己おのれへの憎にくしみを癒いやすために──タケルは仇かたきよりも自分を憎んでいる。姉あねが殺されたのは自分のせいだと言っていた」

「そんな馬ば鹿かなこと！」

　ビッグママが声を荒あららげた。

「このままだと、復讐を実行しても、しなくても、タケルは自分を赦ゆるせず自じ滅めつするだろう。あんたなら、それを救すくえるんじゃないか？」

「……救う？　私が？」

　修道衣が翻ひるがえり、鳶とび色いろの瞳ひとみがショウゴを見み据すえた。

「あんたが代理執行するんだ。廃はい業ぎようって言っても、役所に届とどける制度はない。復帰は個人の自由だろ？」

「だめよ、私は……」

「なぜ？　ガタがきてる俺なんかより、成功率は遥はるかに高いと思うが」

「だめなのよっ、彼は──」

　言い掛かけ、ビッグママは唇くちびるを嚙かんだ。

「──彼らに勝てるハズがないわ。もう、何人もの腕うで利ききが殺やられてる。返かえり討うちがいいとこよ」

　じっと見上げるショウゴから顔を背そむけ、利き腕を抱だく。

「……そうか」

　見上げるのをやめ、ショウゴは元いた屋根の端はしへ歩んだ。

「なら、一連の執行騒さわぎが収おさまるまで居いるといい。ここは街から遠いし、あんたもタケルを見張りやすいだろう」

　置き去りにされていたスチール製の竿さおを拾い、ショウゴが言った。

「……ありがと──」

　現われた時と同じ台詞せりふが、風に巻かれて遠ざかる。

　振ふり返った視界に、ビッグママの姿はなかった。

「…《能力者パワーズ》ではない、か」

　ショウゴは独ひとりごち、紅あかく煌きらめく眼を閉じた。




　　　　◆




　──裏切り者は処しよ刑けいすべきだ！

　声が、崩くずれかけた地下道に響ひびき渡わたった。

　──始めからおかしかったんだ。他の連中は行方ゆくえ不ふ明めい、こいつだけが、奴やつらのところから還かえってきた。てめえの命惜おしさに、俺たちを売ったんだよ！

　血とカムフラージュペイントに染そまった男が、負傷し、うずくまる十数人の仲間たちの中をよろよろと歩いてくる。

　その男には見み覚おぼえがあった。そうだ。一昨日おととい、この手で胸むな板いたを貫つらぬいた、かつての戦友。なぜ、まだ生きている？──崩ボンは不ふ思し議ぎに思い、近づいてくる男をぼんやりと見つめた。

　と、拳こぶしが飛んできた。敢あえて受け入れ、仰あお向むけに倒たおれる。

　思い出した──切れた唇くちびるを拭ぬぐい、崩ボンは身体からだを起した。痛みはない。それは、これが過去の再現だからだ。遠い昔の一場面。もう幾いく度どとなく見てきた悪あく夢む。

　──止やめて！　彼に罪はないよ！

　別の声が、拳けん銃じゆうを構えた男を制止する。

　──彼は、《力》を利用されたんだ。彼を上回る《能力者パワーズ》がいたんだよっ。それで抗あらがうことができなくて──。

　壁かべに身体をもたせた長ちよう髪はつの男が、咳せき込こみ、血を吐はき出す。

　──そうなる前に死ぬことはできたはずだ！　だが、こいつはしなかった。おかげで〈鵺ヌエ童ワラシ〉大隊はほとんどやられちまった。夜明け前には、奴らの本隊がここを通過する。そしたら、俺たちも終わりだ。キョウトを守るどころじゃねえ。ただの犬死にさ！

　男が撃げき鉄てつを上げた。

　──貴き様さまは俺たちと一いつ緒しよには死なせねえ。今、処しよ刑けいしてやる。

　崩ボンは黙だまって銃口を見つめた。《力》を使えば、造ぞう作さもなく避さけられる。しかし、そのつもりはなかった。

　──止やめろ。

　後ろからの声に、崩ボンは振り返った。

　男が、地上へと続く階段の中ちゆう腹ふくに腰こし掛かけていた。両りよう肩かたに雪が降ふり積つもっている。

　──お前たちは犬死にさせない。私が、カタをつけてくる。

　言って、男が立ち上がった。巨おおきな身体だった。後ろで短く束たばねた髪かみがひらりと揺ゆれた。顔は陰かげになってみることができない。しかし、崩ボンには誰だれであるかわかった。無む意い識しきに、胸の懐かい中ちゆう時ど計けいに手を当てる。

　──夜明けまで、ここを出るな。

　背中を向け、男が言った。粉こな雪ゆきの舞まう地上へ、ゆっくりと歩いていく。

　──まっ、待って！

　崩ボンは四つん這ばいで階段を駆かけ上がった。

　──隊長……隊長……！

　何度も何度も呼び止めた。

　百メートルは追い掛けただろうか。足がもつれ、崩ボンは雪の中に突つっ伏ぷした。

　──隊長っ！

　顔を上げ、叫さけんだ。

　男が立ち止まった。

　──行かないでくれ……あんたが行く必要はないんだ。みんな、俺が──！

　──お前を潜せん入にゆう部隊に加くわえたのは私だ。連中のリーダーがあの男であることを考えれば、行かせるべきではなかった。これは私のミスだ。責任はとらねばならない。

　──行ったら、死ぬ！　俺は確かに、あの男──〈ナイトヘッド〉に屈くつした。だけど、決して、命が惜おしかったからじゃない！　クーデター軍の戦力は圧あつ倒とう的てきだ……まともに戦って勝てる見込みなんかない。だから、俺は奴やつとの取り引きに応じたんだ。奴は約束した。俺たちの部隊は見み逃のがす、と。馬ば鹿かだったよ……俺はただ、隊長に無む駄だ死じにしてほしくなかったんだ。純じゆん粋すいの《能力者パワーズ》である俺を〈収容所〉から拾ってくれた、あんただけは死なせたくなかった……それで……。

　──私は、無駄死にするつもりはない。

　男が言った。

　──それに、私が行くのは、お前たちのためだけではないんだ。奴らの目め指ざすキョウトには、護まもるべき者がいる。命を賭としてでも、護らねばならない者が……。

　後ろ髪が揺れた。男の巨おおきな背中が、風雪と闇やみに溶とけていく。

　──待ってくれ、行かないでくれ！　俺は、俺は、あんたが──。

　己おのれの叫さけびが幾いく重えにも重かさなり、頭の中で木こ霊だました。

　──……どうした、崩ボン？　勇いさましく登場した割りには手も足もでねえじゃないか！

　木こ霊だまが、新たな声に変わった。

　これは、自分の夢ではない──崩ボンがそうと確信したのは、声の成す言葉が、中国語であったからだ。無意識のうちに、誰だれかの想そう念ねんを捉とらえてしまったらしい。

　崩ボンはうつぶせた身体からだをのろのろと返し、両りよう肘ひじを突ついて上体を起した。

　視界の片かた隅すみで、四人の子供が寄より添そい合っていた。上は十二くらいの男の子、一番下は五つくらいの幼よう女じよだ。皆みな、服が汚よごれ、顔には青あざが浮うかんでいる。

　──けっ、修しゆ業ぎよう熱心だけが取とり柄えの他よ所そ者ものがでしゃばりやがって！

　横腹に蹴けりが入った。視界を塞ふさぐ、人ひと影かげ。〈牙ヤー〉の文字を染そめ抜ぬいた功夫クンフー服の青年たち。全部で五、六人はいるだろうか。

　──このガキどもはなあ、お前と同じ素す性じようの知れねえ他よ所そ者ものよ。だから教育してやってるんだ。ガキは自分の身分がわからねえからな。身体で覚おぼえさすしかねえんだ。

　一人の言葉に、全員が賛同と嘲あざけりの声をあげる。

　──そうだな。

　うなずき、崩ボンは立ち上がった。

　青年たちが息を吞のみ、わずかに退く。

　──ガキは、身体で覚えさせるしかない。

　崩ボンはにやりと笑った。

　青年たちの顔色が変わった。怒いかりと憎にくしみの赤を浮うかべ、襲おそいかかってきた。

　拳けんも、蹴けりも、彼らの攻こう撃げきは一度として崩ボンに当たらず、逆に、崩ボンの拳はことごとく青年らの急所を捉えた。

　数秒後、青年たちは全員、地べたに伏ふしていた。そして、口々に悪あく態たいをつきながら、芋いも虫むしの如ごとく這はい、逃にげていった。

　──畜ちく生しよう、あいつら、絶対殺してやる！

　子供たちの一人が声をあげて、青年たちとは逆方向へ走っていく。

　牙空ヤー・コンだ。彼は数年後、今の言葉を実行して逃とう亡ぼう、破門されることになる。

　──崩ボン、兄ゴーゴ。

　片言の言葉に、崩ボンは視線を足元へ向けた。いつの間にか、幼女が傍かたわらに立ち袖そでを引いている。

　崩ボンは膝ひざを折り、目線の高さを合わせた。泥どろに塗まみれた幼おさない顔がはにかんだ笑えみを浮かべ、小さな手のひらが血を流す崩ボンの唇くちびるに当てられた。

　夢にも拘かかわらず、感覚が生しようじた。春の陽ひ射ざしにも似た心地ここちよい温ぬくもり。

　流血が引き、裂さけた唇がみるみるうちに、閉じていく。《力》だ。液体を自在に操あやつる、念動力の一種、〈水撃シユイジー〉。

　雫シユイデイ、か。

　崩ボンは、この夢の主ぬしを悟さとった。

　目の前で、五歳さいの雫シユイデイが、眩まばゆい光に吞のまれて消えた。




　目め覚ざめても、温ぬくもりがまだ口元に留とどまっていた。

　崩ボンは、天てん井じようで回転する暖だん房ぼうファンから温もりの源みなもとへ視線を振ふり下ろした。

　牙雫ヤー・シユイデイが、自分のすぐ横で静かな寝ね息いきをたてていた。毛布から伸のびた白い腕うでが、崩ボンの胸に掛かかり、手のひらの先が唇に触ふれている。

　崩ボンは、微び熱ねつを帯おびた少女の右手をそっと払はらうと、ベッドの脇わきへ降おり立った。

「……崩ボン……？」

　背後で少女が名を呼んだ。

　崩ボンは裸はだかの背中を向けたまま、暗い窓まど際ぎわへ歩あゆんだ。

「──なぜ、ここへ来た」

　闇やみ色いろのガラスに映うつる雫シユイデイを見やり、崩ボンが言った。この部屋へ来た理由を訊きいたわけではなかった。胸だけを毛布で覆おおい上体を起こした彼女は、何もまとっていない。その理由は訊かずとも明白だ。

「……子供の頃ころから夜になると、寂さびしくて、怖こわくて……よく、こうしてあなたの所へ──」

「なぜ、この作戦に参加したのか、と訊いている」

　言いい訳わけを、崩ボンがぴしゃりと遮さえぎった。

「……なぜ」

　雫シユイデイは浴あびせられた言葉の一部を反復し、崩ボンの後ろ姿を見み据すえた。逆さかさの二等辺三角を成す、引き締しまった広い背中。背骨に沿そう裂れつ傷しようの痕あとを中心に、無数の傷きず跡あとが刻きざまれている。それらは厳きびしい修業や鍛たん練れんによるものではなく、崩ボンが牙ヤー一族に身を寄せる以前の戦傷であると養よう父ふから教えられていた。但ただし、それ以上のことは養父も知らなかった。雫シユイデイも知りたいとは思わなかった。幼い頃よりただひたすら、巨おおきな背中を見つめ、追おい掛かけてきた。そして、いつの日にか追いつき、背中ではなく胸に身を寄せたいと願ねがってきた。だが、その想おもいは未いまだ遂とげられずにいる。

「なぜ、あなたは、私を抱だいて下さらないのですか？」

　想おもいを口にし、崩ボンの背中へ投げつける。

「前にも言ったはずだ……私は、一族の人間ではない」

「そんなこと……！　私だって同じです！」

「違ちがう。お前は母親として一族の血統を残すことができる。長老たちも、それを期待している。だが、もしお前が外部の人間を相手に選べば、存そん在ざい価か値ちはなくなる。お前の兄たちも裏切り者の血けつ縁えんとして排はい除じよされるだろう」

　言って、崩ボンは窓に手を掛けた。雫シユイデイの映るガラスをゆっくりと遠ざけ、窓を開く。

　冷たい夜よ風かぜが、暖あたたかな空気を裂さいて室内に広がる。

　雫シユイデイは、崩ボンの背から視線を外し、毛布を摑つかむ手を堅かたく握にぎり締しめた。

「……それでも構かまいません」

　小さな唇くちびるから、呟つぶやきが落ちた。

「あなたが、日本へ渡わたると聞いた時、言い知れぬ胸むな騒さわぎを感じました。空コン兄にいさんが殺された国……アジアの裏切り者が住まう国……行ったら、二度と帰ってこない──そんな気がして……私が作戦に参加したのは、あなたの傍そばを離はなれたくなかったから……あなたと一いつ緒しよなら、例たとえ異い郷きようで果はてたとしても悔くいはない……」

「私にとって、この作戦は全すべてだ」

　暗くら闇やみにひしめくチャイナタウンの街まち並なみを見下ろし、崩ボンが言った。

「〈天てん帝てい院いん〉の曹海嘯ツアオ・ハイシヤオに拾われてから、十五年間、私はこの作戦のために生かされてきたといってもいい……だが、私が作戦に参加したのは、曹ツアオの恩おん義ぎに報むくいるためなどではない。自らの意志だ。私は何としてでも、あの男に会わねばならない……永ながきに亘わたり、私を責め苛さいなむ想おもいに決着をつけるために。障しよう害がいとなりうる者は誰であろうと許ゆるさん。浮うわついた理由でここにいるのなら、今のうちに還かえることだ」

「──いやです」

　遠ざけたガラス窓の中で、雫シユイデイが顔を上げる。

「ずっと私は……あなたの背中ばかり見てきたような気がする。この先も、そうかもしれない……けれど、私は諦あきらめない。あなた同様、自らの想いに決着がつくまでは」

　雫シユイデイは毛布を落とし、ベッドを降おりた。長い黒くろ髪かみが、夜風に梳すかれふわりと流れた。

「……着き替がえて──何か、暖かい飲み物をお持ちします」

　裸はだかの後ろ姿が、ガラス窓の闇やみに溶とけた。

　──あなたの背中ばかり見てきたような気がする。

　雫シユイデイの言葉が、崩ボンの内を漂ただよっていた。

「……私もさ、雫シユイデイ」

　独ひとりごち、崩ボンは全ての窓を開あけ放はなった。

　冷気がたちまち部屋を満みたし、夢の中の〈あの日〉の寒さを再現する。

「身体からだを壊こわす気？」

　背後に、声が湧わいた。

　雫シユイデイではない。別の気け配はい。ベッドのスプリングがぎしりと呻うめく。

「お前、か」

　崩ボンは振ふり返かえらなかった。

「窓まど際ぎわは危あぶないわ。いくらあなたでも、《領域テリトリー》の外から狙そ撃げきされたら避よけられないでしょう？」

　鼻はなにかかった甘あまい声で、訪ほう問もん者しやが言った。

「一応、ライフルを持ってる奴やつは仆たおしておいたわ。あと一人いるけど、帰る時に役に立ってくれそうだから、放ってある」

「ここへは来るなと言ったはずだが？」

「ご心配なく。〈深走査デイープスキヤン〉ができるあなた以外、私を捉とらえることなどできやしないんだから」

「……お前からこちら側の情報を得ていることは、誰だれも知らないことだ。万が一、他のメンバーに見つかったら、私は躊ちゆう躇ちよなくお前を殺す」

「ひどい男ひ性とねえ」

　訪問者が嘆たん息そくする。

「用件は何だ？」

　事務的な口く調ちようで、崩ボンが訊きいた。

「別に。ただ、会いたくなったの……シーサイドランドでは、大変だったそうね」

「ああ。情報不足のせいで、一人死んだ」

「私のせいだとでも？」

　訪問者の問いに、崩ボンが無言で返す。

「私だって驚おどろいてるのよ。この街に、私たち以外の〈鵺ヌエ童ワラシ〉がいたなんて──」

「まあ、いい。お前に頼たのんだのは、あくまで、あの男の情報だ」

　闇を見つめる崩ボンの眉み間けんがぴくりと震ふるえた。

　黒々とした街並の一角より、強きよう烈れつな殺意が放たれている。崩ボンの《力》が、夜や陰いんに紛まぎれて接近する執しつ行こう代だい理り人にんを捉えたのだ。

「あなたは……本当に彼が生きていると思ってるの？」

　スプリングを弾はずませ、訪問者が立ち上がる。

「米国の覆面軍隊アンダーカバーアーミー〈黒船ブラツクボート〉は最新の電子兵装を備そなえていながら、制せい御ぎよ装そう置ちの暴ぼう走そうで自じ滅めつしたという。これが事故ではなく、故こ意いに引き起こされたものだとしたら──それを可能とするのは軍ぐん事じ掌しよう握あく衛えい星せい〈主天使ドミニオン〉をおいて他ほかにない。また、未み確かく認にん情報ではあるが、〈黒船ブラツクボート〉壊かい滅めつ後ごに事故死した関係者の一人は、〈主天使ドミニオン・マスター〉使いの存在を証言していたともいう……そいつは《能力者パワーズ》の《力》を無む効こう化かする《宇そ宙ら還がえり》の執行代理人だったそうだ」

「でも、彼とは限らない。情報の誤あやまりとも考えられる。それに……あの人の場合、〈主天使ドミニオン〉の起動は自らの死をもってしか実現できなかった。〈鵺ヌエ童ワラシ〉が全ぜん滅めつする時、もろともに敵を滅ほろぼすように……けれど、彼は一人で戦場へ向かった。そして、夜明け前に、クーデター軍は壊かい滅めつした──」

　訪問者の声が、崩ボンの背後へ近づく。

「──もしも、彼が生きていたら、どうするつもり？」

　息が首くび筋すじにかかり、しなやかな白い腕うでが、崩ボンの利き腕に絡からまった。

「使命を果たす。但ただし……〈主天使ドミニオン〉を欲ほしがる連れん邦ぽうが課かしたものでなく、私が自身に課した使命を」

　念を押おすように、崩ボンが答えた。

「彼に……勝てるの？」

　拳けん銃じゆうを手て渡わたし、訪問者が腕を解とく。

「問題ない」

　言って、崩ボンは拳銃を握にぎった。

　夜風が、びゅうと鳴った。

　銃声が、その後に続いた。

「崩ボンっ、今の──？」

　背後で、雫シユイデイの声がした。

「外に、復仇承包人執行代理人が潜ひそんでいた」

　崩ボンは、トレイを持って立つ雫シユイデイを振ふり返かえった。顔がやや青ざめている。しかし、訪問者の姿を見てはいないようだ。

「案ずるな。もう仕し留とめた」

　硝しよう煙えんをあげる拳銃を振り、窓の外へ横顔を向ける。

　──いずれ、また。

　思考が、闇やみの中から届とどいた。

「……ハーブ茶か。いただこう」

　気配が遠くなったのを確認し、崩ボンが言った。

　強こわばった雫シユイデイの頰ほおに、血の気が戻もどった。








六　凶きよう宴えん









　二月十日。

　キサーズシティ郊こう外がい、再開発予定区。

「へぷしゅん！」

　自分のくしゃみで、エイジは目を覚さました。

　薄うす暗くらやみに光るデジタル時計の示す時じ刻こくは、午前四時十分。この時季、最もつとも冷ひえ込む時間帯だ。

　ヒーターはタイマー切れで止まっている。リモコンを探さがすのも面めん倒どう臭くさい。エイジは、寝ねている間にのけてしまった毛布を手て探さぐりで見つけ、引き寄せた──動かない。何かに引っ掛かかっているようだ。

「へぷしっ！」

　二回目のくしゃみが出た。エイジは横向きになると、毛布の端はしを肩かたに掛け、強ごう引いんに引っ張った。

　毛布があっけなく動き、身体からだを覆おおった。同時に、何かが背中に押おしつけられた。柔やわらかく暖あたたかな感かん触しよくに、エイジはうっとりと目を閉じた。

「ふうん……」

　寝ね言ごとが耳元で聞こえた。

　エイジはまぶたを跳はね上げ、首を捻ねじった。

「はあん、むにゃ、むにゃ……」

　唇くちびるが目の前で艶なまめかしく蠢うごめいた。

「わわわわっ？」

　エイジは身体を反転させ、上体を起こした。

　右手を振ふり回し、電でん灯とうのコードを摑つかんだ。

　灯あかりが点つくや眠ねむ気けが吹ふっ飛び、代かわりにめまいに襲おそわれた。

　パジャマ姿のビッグママが、自分のベッドに横たわっている。

「お、おお、おい！」

「はう……何……もう朝？」

　目を瞬しばたたき、ビッグママがエイジを見上げた。

「な、何……してんだ、あんた？」

　頰ほおを引きつらせ、エイジが訊たずねる。

「んふ……添そい寝ね」

　剝むき出しの長い脚あしが毛布の下からにゅっと伸のび、エイジの脚を挟はさみこむ。どうやら、パジャマは上だけらしい。

「よ、よせっての！」

　エイジは思わず、脚を振った。

　ムニュ。

　薄うすい布ぬの越ごしに柔らかな感かん触しよくを感じ、動きを止める。さっき背中に触ふれたものとは、異質の柔らかさ。

「お、お、お、お──」

　エイジは太ふと股ももに挟まれた自分の脛すねを見下ろし、ゆっくりと首を振った。

「……エッチ」

　ビッグママが頰を赤らめた。

「おとこぉおおおおおおおおおおお！」

　叫さけび声が、廃はい宿やどに轟とどろいた。




　　　　◆




　勢いきおいよく開かれた扉とびらが、内ない壁へきに激げき突とつして跳はね返かえった。

「ショ、ショ、ショウゴっ！」

　戻もどってきた扉に張はり手てをくらわせ、エイジは室内灯のスイッチを探さぐった。

「……どうした？　こんな朝早く……」

　パチパチと瞬またたく蛍けい光こう灯とうに目を細め、ショウゴが寝ね床どこから起き上がった。

「いっ、今、俺おれんところへ、マママ、ママが来て、それで、それで、おと──おおっ？」

　言い掛かけたエイジの目がまんまるく見開かれる。ショウゴの向こうで、毛布がもそもそと動き、リンコが顔を出したからだ。

「──って、何でおめえがココにいんだよ、リンコ！」

「……ん？　添い寝よぉ」

　聞いた台詞せりふを口にし、リンコはあくびをした。

「ア、アホかああ！」

「何か問題でもあるのか？」

　エイジの興こう奮ふんぶりに、ショウゴが訝いぶかしげな表情を浮うかべる。

「大問題だろーが！　色いろ気けづいた娘むすめっこと、仮かりにも年とし頃ごろの少年のお前が、ひとつ屋根の、ひとつ部屋の、ひとつベッドの中に──」

「あらぁ、リンコちゃん積せつ極きよく的てきねえ」

　ハスキーボイスがエイジの言葉に被かぶさった。

「──で、出た！」

　真横に現われたビッグママを見上げ、エイジが後退あとずさる。

「うふふ、若い人は若い人どうし、私たちは私たち、ねっ」

　大きな手がエイジの肩かたをむんずと摑つかむ。

「ね、の後にハートマークが付くような喋しやべり方すんなよ、おっさん！」

「おっさん……？」

「そっ、そーなんだよ、ショウゴ！　こいつの、ここ、ここ──」

　エイジは、ピンクのパジャマの裾すそからちらちらと覗のぞくビッグママの下着を指差した。

「……白、か。意外にまともな趣しゆ味みだな」

　真顔で、ショウゴが呟つぶやく。

「冷静に分ぶん析せきすんなよ！」

　エイジが喚わめいた。

「まっ、恥はずかしいっ」

「ショーくん、見ちゃダメだってば！」

　ビッグママがパジャマの裾を引っ張り、リンコがショウゴの目を手のひらで覆おおい隠かくす。

「話を逸そらすなあ！　こいつは、こいつはなあ──」

「男、なんだろ？」

　リンコに目め隠かくしされたまま、ショウゴが言った。

「──へ？　何で知ってんの？」

「お前、言ってたじゃないか。自分と同じ匂においがするって」

「んま、やっぱりい？　そんな感じしてたのよぉ、類るい友ともっていうかぁ」

　ショウゴの言葉に、ビッグママが声を弾はずます。

「エイジって、そっちの方のヒトだったんだ……」

　リンコが遠い眼差まなざしでエイジを見つめる。

「ちっ、違ちがうっ！　俺はおっさんなんかじゃなく、もっと──むぎっ」

「おっさん、おっさんって失礼ね。身体からだも気持ちも二十代なんだからあ！」

　エイジの顔を胸むねに抱だき、ビッグママが身み悶もだえする。

「ショーくん、何だか、ママって──」

「ああ、キャラクターが少し変わったな。ま、開き直って地が出たってとこか」

　ショウゴはリンコの手のひらを外し、再び横になった。先の執しつ行こうで受けたダメージの回復が遅おくれているせいか、身体が妙みようにだるい。あと二、三時間は睡すい眠みんが必要だ。

「ぷはっ……ショウゴっ！　寝ねる前に、こいつをどうにか──むぐっ！」

「そうね、私たちも、もう一ひと眠ねむりしましょうか」

　エイジを抱き直し、ビッグママはドアノブに手を掛かけた。

「──あら？」

　閉じかけた扉とびらを開き、部屋を見回す。

「タケルはここじゃなかったの？」

「あいつは右みぎ隣どなり、リンコの部屋の向かいだ」

　ショウゴが答えた。

「変ねえ。この騒さわぎに顔も出さないなんて」

　胸むな元もとからエイジを解放し、ビッグママは廊ろう下かへ消えた。

「──大変っ！」

　モルタル壁かべを突つき抜ぬける、大音量のハスキーボイス。

　ドタドタと床ゆかを鳴らし、ビッグママが隣りん室しつから戻もどってくる。

「あの子──また家出しちゃったみたい」




　　　　◆




「はっあーい！　ＫＣＴＶの長谷はせ奈な緒お奈なでーす！」

　ＴＶ画面に映うつる若い女が、嬌きよう声せいをあげた。

　普ふ段だんはアニメしか放送していない十四チャンネルである。だが、今は〈特別報道番組〉と銘めい打うった中ちゆう継けいを流している。副題は〈シティ震しん撼かん！　恐きよう怖ふのテロリストグループに独どく占せんインタビュー〉。

「私は今、市内某ぼう所しよにあるビルの一室に来ておりまーす！　ここには何と、あのキサーズターミナルステーション占せん拠きよ事件で四十四名の人質と七名の施し設せつ関係者を殺害、《復ふく讐しゆう法ほう》を適用されて仮かり釈しやく放ほう中ちゆうのテロリストさんたちがいるんですねー。現在、彼らは五十一名中四十二名の遺い族ぞくから訴うつたえられ、三十組の執しつ行こう代だい理り人にんを全すべて撃げき退たい、巻まき添ぞえ死傷者八十三名のバッドな記録を打ちたてておきながら、自分たちは一人も殺されていな──」

「──違ちがうよ、お嬢じようさん」

　英語の台詞せりふが、インタビュアーの前まえ振ふりを遮さえぎった。

　同時にカメラが引き、長谷奈緒奈の後ろに座すわる三人の男が映うつし出される。功夫クンフー服に身を包つつんだ彼ら──テロリストたちの背はい景けいは、コンクリートの打ちっぱなし。内ない装そうや調ちよう度ど品ひんは皆かい無むだった。

「残ざん念ねんながら、一人殺やられちまったんだ」

　煙た草ばこをくゆらせながら、右みぎ端はしのテロリストが言った。整せい髪はつ剤ざいで固かためられたオールバックのヘアスタイル。頰ほおこけた顔にレイバンのサングラスを掛かけている。功夫クンフー服は灰はい色いろ。

「要するに、俺おれたちは無敵の化け物じゃないってことさ」

　煙草を空中へ浮うかせ、ふうっと煙けむりを吐はき出す。

「……なのに、ここ二、三日、とんとお客が現われない。現在、執行活動中の十二組の皆みなさんは、このまんま、お仕事放ほう棄きするつもりなのかねえ？」

　サングラスが横の二人へ傾かたむく。

「けけッ、これじゃ、死んだ連中も浮かばれないぜ。特に、執しつ行こう申しん請せいも出されてねえ、奴やつらはよお」

　嘲あざ笑わらったのは、左端に陣じん取どるテロリスト。皺しわの目立つ赤ら顔、伸のび放題の長ちよう髪はつ。カーキ色の功夫クンフー服が大きめに見えるのは、この男の体格が標ひよう準じゆんよりも小さいせいだ。

「あ、あのお」

　長谷奈緒奈が恐おそる恐る声を掛ける。

「本日、皆さんはぁ、何か重大な発表があると聞いてるんですがぁ」

「その通り。だから、わざわざ来てもらったんじゃないか。ちなみに、あんたを指名したのは俺だよ。前にチャイナタウンでレポートしてたろ？　あのＶＴＲを観みて──」

「鋼ガン」

　真ん中に座すわる白い功夫クンフー服の男が、脱だつ線せんをたしなめた。

「おっと、悪わりい、悪ぃ。ま、重大な発表っていうかさ。お得な情報とでも言った方がいいのかな？」

「ああ。怖おじ気けづいてる腰こし抜ぬけどもに、大サービスの情報だぜぇ」

　猿さる顔がおが犬けん歯しを剝むいて、うなずく。

「と、いうと……もしかして挑ちよう戦せん状じようですかぁ？」

「おお、さすが！　ほとんど正解だ。おい、カメラマン。こっから重要なんだ。きちんと撮とって放送しろよ？」

　サングラスの男が脚あしを組み替かえ、軽く咳せき払ばらいをした。

「臆おく病びような執行代理人どもに、ビッグチャンスをやる。俺たちは、これから二十四時間、別々に行動する。その間、各種通信手段の特定の連れん絡らく先さきにアクセスしてきた奴やつらには、特別に居い場ば所しよを教えてやろう。つまり、挑戦受け付けだ。俺たちは必ず、指定の場所で待っている。人数を繰くり出すなり、戦車で来るなり、好きにしろ。但ただし、ひとつ警けい告こくしておく。部外者が物もの見み遊ゆ山さんで来るような真ま似ねはしないことだ。我われ々われは現われた連中を全すべて敵とみなす。ＴＶカメラを持っていようと容よう赦しやはしない……だから、君も来ちゃいけないぜ？」

　テロリストがサングラスをずらし、長谷奈緒奈に片目をつむってみせる。

「ええっと……連絡先は、画面下のテロップでご確かく認にん下さい。あっ、ところで二十四時間と決めた根こん拠きよは何なのですかぁ？」

「申しん請せい済ずみの執しつ行こうが、あと二十四時間で全て終しゆう了りようする」

　真ん中のテロリストが答えた。屈くつ強きよう、武ぶ骨こつといった表現がぴったりの容よう姿し。一ひと重えまぶたの目が鋭するどい眼光を湛たたえている。

「ま、俺たちが無む罪ざい放ほう免めんになるのは、それから二日後だけどな」

　サングラスの男が言って、宙ちゆうに浮うく煙草たばこをくわえた。

「もう、無罪放免は決まったようなモンだぜぇ。執行申請さえできねえ奴らは、腰抜け以下のウジ虫さ。殺された連中も、地じ獄ごくで歯は嚙がみしてるだろうぜぇ」

　猿顔が上体を乗り出し、中指を立てる。

「……親しい者の、不ふ慮りよの死を受け入れられないということは、よくあることだ」

　一重まぶたを閉じ、テロリストが言った。

「しかし、現実を見つめることは生者の義務だ。それを思い出してもらうために、今から《復ふく讐しゆう法ほう》申請の出されていない不幸な犠ぎ牲せい者しやたちを、その最さい期ごの姿と併あわせて紹しよう介かいしよう」

　ＴＶ画像が一時停止し、警けい告こくの文字が入る。

（これより放送する内容は、映像倫りん理り規き定ていＸＡに触ふれるものです。十七歳さい以下の方の視し聴ちようは、好ましくないものであり──〉

　三十秒後、画像が再び動きだした。

「ミリア・サランドン、四十歳」

　声と共に、映像が切り替かわる。

　頭の半分を失なくした、白人の中年女性。キサーズターミナルステーションで惨ざん殺さつされた被ひ害がい者しやのデジタル写真だ。恐おそらく、市し警けい察さつのデータバンクをハッキングして得えられたものだろう。

「タイチ・Ｆ・クボタ、三十一歳」

　二枚目の電子画像。両目が撃うち抜ぬかれ、真っ黒な空くう洞どうと化している。

「マイ・ルステンバーク、十九歳──」




「もう、いいわ！」

　ビッグママが声をあげ、ショウゴからリモコンを引ったくった。

　画面に映うつし出された少女の死に顔が一いつ瞬しゆんで点となり、アナログＴＶが沈ちん黙もくする。

「今の特別番組は、各チャンネルで三十分ごとに流されてるらしい。放送は昨日きのうの夕方からだと」

　ＴＶ局に問い合せた結果を、エイジが告つげる。

「じゃあ、タケルは間ま違ちがいなく……」

「観みてるだろうな。それで出ていっちまった」

　ショウゴの言葉を、エイジが継ついだ。

「──私、行ってくる」

　ビッグママはソファーから立ち上がった。

「行くって、どこへ？　三人のうち、タケルがどこにアクセスしたかわからないんだぜ？　なあ、ショウゴ？」

「……寝ねるまではいたんだから、二、三時間といったところか。運が良ければ、まだ救すくうチャンスはある」

　ショウゴの言葉に、エイジが満まん足ぞくげな笑いを浮うかべる。

「んじゃ、ちょっと視みてみますか」

　言って、エイジは天てん井じようの一角を見上げた。

「──視みる？」

「ああ、こいつは予知能力者なんだ。今、俺たちが進むべき道を検けん索さくしてる」

　ビッグママの質問に、ショウゴが答える。

　小こ刻きざみに動きだしたエイジの瞳ひとみが捉とらえているのは、天井に張った蜘く蛛もの巣すなどではなく、まだ存在しない別の光景。予知能力者は、現在の状じよう況きようから起こり得うる全すべての可能性を映像として捉え、特定の未来を選せん択たくすることができるのだ。

「……その男が待つ場所へ行けば、戦いに怖おそれ慄おののく者と出会うことになる……」

　エイジが予知を告げた。瞳の動きが、徐じよ々じよに収おさまっていく。

「その男とは？」

「──左……右……真ん中」

　答えを聞いて、ショウゴは溜ため息いきをついた。

「どういうこと？」

　ビッグママが訊たずねた。

「怖れ慄く者がタケルとは限かぎらない。巻まき添ぞえになる一いつ般ぱん人じんはみんな同じだ。要するに、どこを選んでも一いつ緒しよということさ……お前も、前回の執しつ行こうのダメージが抜ぬけ切っていないみたいだな、エイジ？」

「うう……すまねえ。ごく近い未来なら鮮せん明めいに視みえるんだが、少し離はなれるともう……」

　エイジがうな垂だれる。

「……ねえ、ショーくん」

　一人離はなれて立っていたリンコが、声を掛かけてきた。

「アタシ……たぶん、知ってるよ。タケルが……その、アクセスした相手」

「どういうことだ？」

「チャイナタウンのレストランで、タケルが射うった奴やつ──右みぎ端はしのサングラスを掛けた男なんだ。だから、タケルはきっと……」

　そこまで言って、リンコは強こわばった顔をうつむかせた。

「そっ、そいつは有力情報だぜ！」

　エイジが顔を上げ、声を弾はずませた。

「奴やつらだって、各おの々おの準備して待ち構えてるんだ。このままバラバラに当たるよか、確率高いとこへみんなで行った方が安全確実ってもんだ」

「正論だ」

　ショウゴが賛さん同どうし、ビッグママがうなずいた。

「よし、それじゃ、俺はさっそくアクセスして場所を突つき止める」

　言うや、エイジは階下の電算室へ向かった。

「あ、アタシは──」

「お前は留る守す番ばんだ。もしかして、タケルが引き返してくるかもしれない。そしたら、二度と心変わりしないよう、特製アイスクリームで眠ねむらせておけ」

「──うん。わかった」

　ビッグママと共に三階へ駆かけあがっていくショウゴへ答えながら、リンコは小さく手を合わせた。




　　　　◆




「タケル、タケル」

　バスルームに、声が響ひびいた。

「出てきて大だい丈じよう夫ぶ。もう、みんな行ったよ」

　リンコはライトのスイッチを入れた。

　バスタブを隠かくすビニールカーテンの向こうに人ひと影かげが立った。

　カラカラとカーテンが引かれ、浅黒い顔が外を窺うかがう。タケルだ。

「すまなかったな」

　バスタブをまたぎ、タケルが言った。

　タケルは廃はい宿やどから出ていなかった。バスルームにいてバレなかったのは、ここを確かく認にんしたのがリンコだったからだ。さらに一ひと芝しば居いうってもらい、ビッグママらの保ほ護ご下かより完全に解放されたのだ。

「で、ママたちはどこに？」

「サングラスのテロリストのとこよ。三人で行ったから、危険はないと思う」

「そうか」

　リンコの横を擦すり抜ぬけ、バスルームを出る。

「これからどうするの？」

　タケルを追い掛け、リンコが訊きいた。

「あいつの所へ行く」

「あいつ？」

「武器はとっておいてくれた？」

　タケルがリンコを振ふり返かえる。

「三階のエイジの部屋にあるよ。ちゃんとケースに入れて分けておいた」

「サンキュー」

「ね、あいつって誰だれよ？」

　リンコが質問を繰くり返す。

「──崩ボン。真ん中にいたテロリストさ。あいつがリーダーなんだ。ホントは全員殺してやりたいけど、チャイナタウンで失敗して、とても無理だとわかったからね。だから、せめてリーダーだけでも……」

「リーダー？　どおして、あんたにそんなことがわかるのよ？」

「見たんだよ。ビッグママのパソコンのデータ。はじめに狙ねらったサングラスの奴やつは顔を変えてたけど、ママのデータにはちゃんと今の顔で入ってたんだ」

「ママが何で──」

「ビッグママは、昔、執しつ行こう代だい理り人にんをやってたらしい」

　タケルは背を向けた。廊ろう下かを抜ぬけ、階段を上っていく。

「うそ……？」

「俺たちの孤こ児じ院いんはお世せ辞じにも豊かとは言えない。たぶん、ママは食い扶ぶ持ちを稼かせぐために……もしかしたら、今でも……それで色々とデータを集めてたんだと思う。けど──」

　不意に、タケルの足が止まる。

「ママは、今回の執行に加わらなかった。別にそのことを責めちゃいない。あのテロリストは何人もの執行代理人を殺してるからね。無理をして死んだら、孤児院を支ささえる人間がいなくなっちまう。だから、自分で殺やるしかないんだ……！」

　タケルの拳こぶしが手て摺すりを叩たたいた。

「でも──」

　リンコは言い掛かけ、言葉を吞のんだ。今のタケルに説せつ得とくは不ふ可か能のうだ。自分が逆の立場でも聞く耳は持つまい。大切な人の仇かたきを討うつ、絶ぜつ好こうのチャンスなのだから。

「……ありがとう、リンコ。ホントに感かん謝しやしてる」

　振り向き、タケルは手を差し出した。

「何よ、それ」

　リンコは手を叩はたいた。

「アタシも行くに決まってるでしょ」

「ば、馬ば鹿か言うな！　この前とは状じよう況きようが違ちがうんだぞ？　絶対に来ちゃダメだ！」

「あ、そう。武器ケースのカギ、閉まってるのよ？　タケルじゃ開けるの無理だし、小さくても、ケースはとっても頑がん丈じようよ」

「ふっ、ふざけてる場合じゃ──」

「ふざけてない」

　どんぐり眼まなこがきっと睨にらんだ。

「アタシは見み届とどけ人よ。離はなれた場所に隠かくれてる。けど、タケルが前みたくケガしたら、ぶん殴なぐって気き絶ぜつさせてでも連れて帰るからね！」

　言って、リンコはフンと鼻はなを鳴らした。




　　　　◆




　二月十日。午前五時。

　中ちゆう華か連れん邦ぽう・新北京ペキン市、郊こう外がい。

　喧けん騒そうが、広大な敷しき地ちに建たてられた瀟しよう洒しやな邸てい宅たくを取り囲かこんでいた。

　始めのうち断続的に聞こえていた銃じゆう声せいや爆ばく発はつ音おんは、今はもう止やんでいる。どうやら、守しゆ備び隊たいは全面降こう伏ふくしたらしい。防ぼう弾だん仕し様ようの窓まどから差し込むサーチライトの光こう芒ぼうに目を細め、曹海嘯ツアオ・ハイシヤオはロングチェアーに腰こしを下おろした。

　突とつ入にゆうから、わずか十分。逃とう亡ぼうの暇ひますら与あたえぬとは、人民解放軍特務大隊の働きは素す晴ばらしいの一語に尽つきる。曹ツアオはオーク材の机つくえの引き出しを開け、拳けん銃じゆうを取り出した。無む造ぞう作さに構かまえ、壁かべに埋うめ込こまれた電算機の類たぐいへ向けて引き金を絞しぼる。

　全ぜん弾だん射うち尽くしたところで、元げん始し天てん尊そんの彫ちよう刻こくされた扉とびらが内側へ開かれた。

　入ってきたのは、物もの々ものしい装そう備びで身を固めた人民軍兵士ではなかった。見み覚おぼえのある、二人の青年。どちらも、金きん糸しで〈牙ヤー〉と刺し繡しゆうされた功夫クンフー服を着ている。

「裏切りは、全すべて露ろ見けんしました。副主席」

　縁ふちなし眼鏡めがねを掛けた右の青年が告げた。

「裏切り？」

　拳銃を置き、曹ツアオが聞き返した。

「あなたが立てた〈統星天女ドミニオン〉奪だつ取しゆ作戦は、茶ちや番ばんだった。我わが一族の手の者を偽ぎ装そうテロリストとして作戦実行に当たらせながら、本物のテロを画かく策さくしていた。米帝てい国こくと結けつ託たくして」

　左の青年が答えた。長身瘦そう軀く、細ほそ面おもてというより頰ほおこけた幽ゆう鬼きの如ごとき容よう貌ぼう。インテリ風の右の青年とは好対照だ。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　角かく刈がりの白はく髪はつを撫なで、曹海嘯ツアオ・ハイシヤオは鼻で笑った。猛もう禽きんの鋭するどさを持つ吊つり目を逸そらすことなく、青年たちを見み据すえる。

「あなたが米国と通じていた証しよう拠こは、既すでに内ない偵てい班はんが押おさえています。今さら、このようなことをされても無む駄だですよ」

　右の青年が逆ハの字の眉まゆをひそめ、火花を噴ふくコンピューター機器を見やった。

「それに、最もつとも詳くわしい情報は、あなたの頭の中だ」

　左の青年が言った。

「あなたには黙もく秘ひの権利があるが、我々にも精神感応者を使う権利がある。どのみち、全容は解明される……焦ジヤオ」

　左の青年が顎あごを振ふり、右の青年を促うながした。

「我々と共に来て頂いただけますか、副主席？　拒きよ否ひすれば、軍があなたを拘こう束そくし、裁さい判ばんにかけるでしょう。中央軍事委員会は、極きよつ刑けいを望のぞんでいます。だが、〈天てん帝てい院いん〉の裁定に身を委ゆだねるなら、極刑は回かい避ひできます。あなたの協力者を引き渡わたせば、軍の面めん目もくは保たもてますから」

　右の青年──牙焦ヤー・ジヤオが前へ出た。

「ふたつにひとつということか……」

　呟つぶやき、曹海嘯ツアオ・ハイシヤオは目を伏ふせた。

「しかし、三つめがあることを忘わすれているぞ？」

　曹ツアオの右手が手しゆ刀とうを成した。歪ゆがみがその回りに生じ、机き上じようの拳けん銃じゆうを弾はじき飛ばした。念動力だ。彼は、高級官かん僚りようでは珍めずらしい《能力者パワーズ》なのだ。

「我々二人を相手に勝てるとお思いか？」

　瘦そう軀くの青年が、ゆらゆらと髪かみを逆さか立だてる。

「勘かん違ちがいするな、荒フアン」

　伏ふせた目を上げ、曹ツアオが言った。

「三つめというのは、こういうことだ」

　揺ゆらめく手刀が、曹ツアオの首くび筋すじへ当てられた。

　制止する間もなかった。

　手刀が引かれ、噴ふき出した鮮せん血けつが背後の窓を赤く濡ぬらした。

「──誰だれか！」

　瘦軀の青年──牙荒ヤー・フアンが、廊ろう下かで待つ仲なか間まを呼んだ。

「すぐに病院へ搬はん送そうするんだ。何としても生かせ！」

　血ち塗まみれの曹ツアオを担かつぎあげた仲間たちへ命じ、牙荒ヤー・フアンは舌したを打った。

「彼が死ねば、我わが一族に加か担たん者しやがいたという疑ぎ惑わくを晴らすことが難むずかしくなる──焦ジヤオ、すぐに日本へ発たて」

「日本へ？」

「偽ぎ装そうテロ部隊をこれ以上行動させてはならん。軍より早く彼らと接せつ触しよくし、帰き還かんさせるのだ」

「わかりました、荒フアン兄にいさん」

　牙焦ヤー・ジヤオは踵きびすを返した。

「──待て、焦ジヤオ」

　荒フアンが、弟を呼び止める。

「雫シユイデイが気き掛がかりだ。あいつは、お前が直接連れ帰れ」

「心配ないよ、兄さん。雫シユイデイには、崩義兄ボンイーゴーゴがついてる」

　言って、焦ジヤオは部屋の外へと駆かけ出した。

（──それ故ゆえに、気掛かりなのだ）

　遠ざかる背中を見つめながら、荒フアンは陰いん鬱うつな表情を一いつ層そう暗くした。

　やがて、邸やしきを取り巻く喧けん騒そうを破り、航空部隊の羽音が頭上から近づいてきた。




　　　　◆




　二月十日。午前六時五分。

　キサーズシティ、西二区。チャイナタウン、地下下水道。

　前方の闇やみに火花が咲さいた。

　マズルフラッシュの形から推おして、敵の得え物ものは、亡ぼう国こくイギリスが遺のこしたＳＡ８０。かつて米国のＭ６０シリーズと並ならび称しようされた軍用ライフルだ。

　発射される５・５６ミリ弾だんは、短たん機き関かん銃じゆうや拳けん銃じゆうで使用される９ミリパラベラム弾と比べ遥はるかに強力で、命中すれば急所以外でも致ち命めい傷しようとなりかねない。だが、男はそんなことにはおかまいなしといった様よう子すで、弾丸が暴あばれ回る下水道を悠ゆう々ゆうと歩き始めた。

「何だ、何なんだ、こいつ──！」

　至し近きんになっても倒たおれない東洋人に、ヒスパニッシュの殺し屋は〈ジーザス〉と喚わめいた。

「お祈いのりするなら、サタンにしとけよ」

　サングラスの男が歯を剝むき出して、シシシと笑った。

「中国黒魔術チヤイニーズブラツクマジツク！」

　ライフル弾を射うち尽つくした殺し屋が腰こしの拳銃を抜ぬき、灰はい色いろの功夫クンフー服めがけて引き金を引いた。

　三発の拳銃弾は、しかし男の直前でことごとく弾はじかれ、石いし造づくりの壁かべに突つき刺ささった。

「ワ、ワイヤー…？」

　殺し屋の目に、ようやく魔まじ術ゆつの正体が映うつった。

　か細い針はり金がねが、功夫クンフー服の袖そで口ぐちや裾すそ、襟えり元もとから伸のび、男の身体からだを囲んでいる。信じがたいことではあるが、弾丸を禦ふせいだのがそれらであるのは間ま違ちがいなかった。

「ワイヤーじゃなく、極きよく仙せん鋼こうっていうんだよ」

　針金が取り出した煙草たばこをくわえ、男──牙鋼ヤー・ガンが言った。

「ところで、火ある？」

　鋼ガンが訊たずねるや、殺し屋は悲ひ鳴めいをあげて踵きびすを返した。

　裾から伸びた針金が、足元を流れる汚お水すいをかすめ、殺し屋の両足に絡からみ付つく。

「た、助けて！　殺さないで！」

　汚水へ倒たおれた殺し屋が、近づいてくる鋼ガンを見上げて泣なきべそをかいた。

「人聞きの悪いこと言うなよ」

　殺し屋の脇わきにしゃがみこみ、鋼ガンは手しゆ刀とうを作った。

「俺は仲間と違って、無む益えきな殺しはしない主義だ。そこらに転ころがってるご同業の方かた々がたもいい夢見てるだろうぜ？」

　言って、鋼ガンは手刀を殺し屋の首筋へ打ち込んだ。これで半日は目を覚さまさないだろう。

「さて、と。早いとこ、残りの客を片付けてシャワーでも浴あびにいくか」

　鋼ガンは立ち上がると、照明の光が集まる下水道の分ぶん岐き点てんへと向かった。

　ドーム型の空間へ出るなり、複数の気け配はいが頭上で蠢うごめいた。

　鋼ガンは振ふり仰あおがず、己おのれを囲む極きよく仙せん鋼こうの一部をふたつの目もく標ひようへ放った。

「きゃうっ」

　短い悲鳴と共に、上部通路を揺ゆるがす尻しりもちの音が分岐点に響ひびき渡わたった。

　女だ。それとかすかだが、男の呻うめき声も聞こえる。

　鋼ガンはサングラスをずらし、気配を見上げた。

「あんた、たち──」

　鋼ガンの口から、煙草が落ちた。

「ご、ご、ごめんなさいっ──」

　派は手でなコートを着た若い女が、マイクを挟はさんで手を合わせる。その傍かたわらには、ハンディカメラを担かついだ小太りの中年男。

「お、お、お邪じや魔まをするつもりはなかったんですぅ。どうか、殺さないでくださいぃ」

　声を上うわ擦ずらせ、女──長は谷せ奈な緒お奈なが言った。恐きよう怖ふに震ふるえながらも、マイクはしっかりと口元へ持ってきている。

「おい、おい」

　鋼ガンは小さく手をあげ、頭を振った。無む意い識しきに顔がほころんだ。

「取材先に俺を選んでくれたのは光栄だけど、まだ終わっちゃいないんだ。早く、ここから──」

　警告の途と中ちゆうで、鋼ガンは迫せまり来る無機質の殺さつ気きを感じ取った。

　直後、白はく煙えんを引く魂かたまりが、北と東へ伸のびる下水道から現われた。

「──ロケット弾だん！」

　叫さけび、綱ガンは自分を囲む極きよく仙せん鋼こうの結けつ界かいを放ほう射しや状じように拡かく大だいした。

　北からのロケット弾が二度、三度と針金に弾はじかれ、東の下水道へ飛び込んだ。が、もう一発は斜ななめに向きを変え、ドームの天てん井じよう近くで爆ばく炎えんと化した。

「きゃあああ──」

　鉄骨製の上部通路が壁へき面めんから剝はがれ、悲鳴が宙ちゆうへ投げ出された。

「威イ阿ア阿ア阿ア阿ア阿ア阿ア──！」

　灰色の影かげが水みず飛沫しぶきをあげ、悲鳴の落下地点へ滑すべり込む。

　鋼ガンは長谷奈緒奈を受けとめると、降ふり注そそぐ瓦が礫れきと火ひの粉こを、結界と己おのれの背中で防いだ。

「俺の声が聞こえるか？」

　問い掛かけに、腕うでの中の奈緒奈がうなずきを返す。

　鋼ガンは奈緒奈を抱かかえて立ち上がった。すぐ先に、瓦礫に埋うもれたカメラマンの姿を認みとめ、背を向ける。無む残ざんな同どう僚りようの死体を彼女に見せるわけにはいかない。

「……後あと始し末まつがある。しばらくここで待っててくれ」

　鋼ガンは西の下水道で奈緒奈を下ろすと、すぐさま、分ぶん岐き点てんへ取って返した。

「──気に入らないねえ。素しろ人うとがいるとわかってて対戦車ミサイルなんてよ」

　立ち籠こめる煙けむりの中を進みながら、鋼ガンは北の下水道に潜ひそむ殺し屋たちに呼び掛けた。

　答えたのは、三種の銃じゆう声せい。

　無数の火花が鋼ガンを囲む針金を白く彩いろどり、跳ちよう弾だんのひとつがサングラスを弾はじき飛ばす。

　途と端たん、笑えんだように細い鋼ガンの目が、かっと見開かれた。灰色の影かげが飛来する銃弾へ向かって突とつ進しんし、下水道の両りよう脇わきに立つ殺し屋たちの間を疾は走しり抜ぬける。

　振ふり返かえり、ライフルを構かまえ直した二人の男が、目玉を裏返した。その額ひたいから極きよく仙せん鋼こうがするりと抜け、鋼ガンの袖そで口ぐちへ戻もどっていく。

　残りの殺し屋は、前ぜん衛えいの仲間が仆たおれたのを見て得え物ものを捨てた。しかし、それは降こう伏ふく行動ではなかった。殺さつ到とうする針金を低い体勢で躱かわし、腰こしに吊つるしていた別の得物を引き抜いた。

　敵ながら、見事な抜ばつ刀とう術じゆつ──と鋼ガンは思った。日本刀が鋼ガンの胴どう体たいを横よこ一いち文もん字じに切り裂さいている。

「……それだけに余計腹立たしいねえ。飛び道具に頼たよるたあ」

　日の丸を刺いれ青ずみしたスキンヘッドを、鋼ガンの両手が捕とらえた。

　なぜ──自問しかけて、殺し屋はその答えを目の前に見つけた。切り裂かれた功夫クンフー服の下から、幾いく重えにも巻かれた針金が覗のぞいている。

「──再見在地獄地獄で会おうや」

　鋼ガンの指先が、スキンヘッドに沈しずんだ。

　くずおれた殺し屋の日本刀が、落下の途と中ちゆうでぱきんと折おれた。




「……出てきな。もう一人いるのはわかってるんだ」

　再び分岐点へと姿を現わしたテロリストが、視線と一いつ緒しよに声を投げた。

「──ちぇっ、見過ごしてくれると思ったんだけどなあ」

　エイジはぼやきながら、山になった瓦が礫れきの陰かげから立ち上がった。

「ええっと、俺は市の清せい掃そう局きよく員いんで、恒こう例れいの定期点検に……」

　エイジは身にまとったカラシ色の作業着をつまんで、愛あい想そ笑わらいを浮うかべてみせた。

「ふん、卑ひ怯きよう者ものの片かた割われが──生きて還かえれると思うなよ？」

　テロリスト──牙鋼ヤー・ガンが身体からだを向けて身み構がまえた。彼を囲むか細い金きん属ぞくが、明めい滅めつする照明を反射して煌きらめいている。

「ちょっ、タンマ！　俺は人ひと捜さがしに来ただけなんだよ！　ガキんちょのカップルでさ、名前はリンコとタケル。知らない？」

「知らん」

　冷れい淡たんに返し、鋼ガンは水面へ踏ふみ出した。

「待てっての！　俺は最初ハナっから戦う気はねえんだって！　それに、あんた、さっき言ってたじゃん。無益な殺しはしねえってさ。今がまさにそれ！」

「……貴き様さまは、どうやら俺をあまり恐おそれていないな。雰ふん囲い気きも他の連中と違ちがう」

　歩あゆみを止め、鋼ガンが言った。

「そう、そう！　やあっと、わかってくれたか」

「ならば、例の質問をせねばなるまい」

「え？　質問？」

　エイジが惚ほうけた顔で聞き返した。

「貴様は……〈統星天女ドミニオン〉を操くる者か？」

「ド、ドミニオンだって？　何で、テロリストがそんなことを──」

　言い掛かけ、エイジは慌あわてて言葉を吞のんだ。

「当たり、か……よりによって、俺のところに当たりが来るとは」

　鋼ガンは小さく溜ため息いきをついた。

「お前……おとなしく中ちゆう華か連れん邦ぽうへ来てくれないか？　故国くにのお偉えら方がたが、あの軍ぐん事じ衛えい星せいにえらく御ご執しゆう心しんでね。応じてくれるなら、無益な戦いをせずに済すむんだが」

「アホっ、寝ね言ごとは寝て言えよ！」

　今度はエイジが身構えた。〈主天使ドミニオン〉を知っているとなれば、相手はただのテロリストではない。

「そうか……ならば、実力行使あるのみ」

　水面みなもを割り、鋼ガンは空中へ跳とび上がった。

「氣キエエエエエエエエ！」

　気合いが、針金を引いて降くだった。

　エイジは一いつ瞬しゆんしゃがみこみ、一気に両足を伸のばして後方へ跳とんだ。跳びながら、瓦が礫れきを砕くだいて着地するテロリストヘザウェルＰ２３２の照しよう準じゆんを合わせた。

　汚お水すいが背中を受けとめるまでに、エイジは五回引き金を絞しぼった。

　火花が五つ、鋼ガンの直前で咲さき、そして散ちった。

「くそっ、やっぱ、あの針金みたいなので禦ふせいでるのか！」

　舌を打ち、エイジは身体からだを返した。立ち上がり、一番近い東の下水道へ走った。

（奴やつが、物ぶつ体たい賦ふ活かつで針金を操あやつってるのは間ま違ちがいねえが、何で、マグナム弾だんのパワーに勝てるんだよ？）

　自問しつつ、後方へ銃じゆうを振ふり向け、乱射する。

　足止めの効こう果かはなかった。歪いびつな模も様ようを描えがく針金の防ぼう御ぎよ幕まくに護まもられながら、鋼ガンはエイジの背後へと迫せまった。

（チクショー、これじゃ予知映像で逃にげ道選んでるヒマもねえ！）

　エイジは身体を上下させ、ジグザグに通路を進んだ。

　先行して伸びてきた針金が、汚水を跳はね上げ、石造りの天てん井じようや壁かべをガツ、ガツと削けずる。

「何だ、もう弾た丸ま切れか？」

　逃げるだけとなったエイジに、鋼ガンが嘲ちよう笑しようを放った。

「るせえよ！」

　怒ど鳴なり返したエイジの頰ほおを針金がかすめる──鋭するどい痛み。

（やばっ──毒どく？）

　エイジは頰を拭ぬぐった。血と一いつ緒しよに、ぬらりとした半はん透とう明めいの液体が手の甲こうに付いた。

（これは……そうか！　カラクリがわかったぜ！）

　エイジはベルトのバックルに左手を掛かけた。身を翻ひるがえし、敵へ向かって疾しつ走そうした。

「捨すて身みでくるのかっ？」

　鋼ガンは立ち止まり、極きよく仙せん鋼こうを見み舞まった。

　バック転、跳ちよう躍やく、サイドステップ──巧たくみな動きで、針金を躱かわし、エイジは鋼ガンの横を擦すり抜ぬけた。

「どうした、鬼おにさん？」

　声に鋼ガンが振ふり返かえるや、再び真横を擦り抜け、後方に出る。

「ぬうっ、ちょこまかと！」

　振り向きざま、鋼ガンは気け配はいへ向けて極きよく仙せん鋼こうを放った。

　が、針金はエイジの直前で動きを止めた。

「そんなことが──」

「あるんだなあ、これが」

　言って、エイジは目の前の空間を指先で薙ないだ。垂すい直ちよくに生しようじた揺ゆらめきが、縦たて、横、斜ななめに広がり、下水道に張られた複数の鋼こう線せんを顕あらわにする。極きよく仙せん鋼こうは、これらに絡からまって動かなくなったのだ。

「こっ……こいつ、いつの間に！」

　周囲に視線を走らせ、鋼ガンは唸うなった。エイジの仕掛けた鋼線が、前だけでなく後ろも塞ふさいでいる。

「トラップワイヤーだ。本来、他のトラップの起動に使ったりするんだが、今日は特別にこいつが主役さ」

　エイジは拳こぶしを横へ振った。握にぎっていたバックル型のワイヤーボックスを壁に突つき刺さし、トラップを完成させる。

「ふん、くだらん。こんなもので、俺を仆たおすつもりか？」

「いいや、全然」

　エイジの右手が上がった。手の内には、ザウェルＰ２３２。

「実はまだ一発残してあるんだ」

「……舐なめられたもんだな」

　鋼ガンが冷ややかに笑った。袖そでや裾すそから新たな極きよく仙せん鋼こうが飛び出し、複雑な模も様ようを描えがいて鋼ガンを覆おおう。

「射うってみろ。至し近きん距きよ離りでも我わが結けつ界かいは破れぬ」

「確かに──潤じゆん滑かつ油ゆがたっぷり塗ぬってある上に、高速で回転されてちゃあ、弾だん丸がんも滑すべっちまうよなあ」

　エイジは鋼ガンに定めた銃じゆうの狙ねらいを、ゆっくりと外した。

「けど、俺が射つのは別のモンだぜ？」
















　目め配くばせし、銃の先を見るように促うながす。

　下水道を照てらす、水すい銀ぎん灯とう。その付つけ根ねに幾いくつかのワイヤーが伸のびている。

「油塗ってる分、伝でん導どう率りつ抜ばつ群ぐんだろ？　ちなみに、俺の作業着は絶ぜつ縁えん素そ材ざいだったりする」

「し、しまっ──」

　銃声が、鋼ガンの台詞せりふをさらった。

　銀色の光が弾はじけ、溢あふれ出たスパークが、空くうに張られた鋼線を青白く染そめた。同時に、結界を成していた極きよく仙せん鋼こうが、威い嚇かくする針はり鼠ねずみの毛のようにまっすぐとなり、淡あわい朱しゆの炎ほのおに包つつまれた。

「うがあ、あ、あ、あ、あ、あ、あ！」

　鋼ガンの身体からだから火花が散った。白はく煙えんを噴ふき上げながら、前のめりに倒たおれ、ワイヤーを引き千切って、汚お水すいの中へと突つっ込んだ。

　悲鳴がぷつりと途と切ぎれた。

　水の激はげしく焼ける音が、闇やみに吞のまれた下水道に木霊こだました。




「あーあ」

　下水道から分ぶん岐き点てんへと戻もどり、エイジは嘆たん息そくした。出口へ繫つながる上部通路とそこまで上る梯はし子ごが諸もろ共ともに、破は壊かいされている。ここから出るには、下水道を歩き回って他の出口を見つけるしかない。

「くそ、ハズレだった上に、ただ働きまでしちまった」

　エイジは瓦が礫れきに腰こし掛かけ、懐ふところから潰つぶれた煙草たばこの箱はこを取り出した。

「当たりは、ショウゴかビッグママか……ともかく三方に分かれて正解だったってことか」

　背後で水が跳はねた。

　エイジはヨレヨレの一本を口にくわえ、ゆっくりと振ふり返かえった。

「どうだい、お前さんも？」

　下水道より現われた男に笑い掛かけ、立ち上がる。

　テロリスト、牙鋼ヤー・ガン。軽い火傷やけどと焦こげに覆おおわれた裸はだかの上半身をさらしている。例の針金はもうまとっていない。ひどく瘦やせこけた肉体。しかし筋肉は引き締しまってみえる。

「おい、おい、まだやる気なの？　針金を脱ぬいじまったら、《力》も使えねんだろ？」

「舐なめるなっ……貴様ごとき、牙が流りゆう・硬こう気き功こう術じゆつで十分だ！」

　鋼ガンが凄すごんで、身構えた。

「拳けん法ぽうか。中国ってえと、必ずソレだな。けど、日本も負けちゃいねえぜ？」

　エイジが煙草を吐はき捨すてる。

「ほざけ──」

　語ご尾びをそのまま雄お叫たけびに変え、鋼ガンが仕掛けた。

　一いち撃げきめは頭ず蓋がい骨こつをも砕くだく貫ぬき手て。万が一、それを禦ふせいでも、脇わきに用意された掌しよう底ていが、それを躱かわしても、左右どちらからも出せる蹴けり技わざが悶もん絶ぜつ必ひつ至しの大ダメージを与あたえる。拳法を文化としない日本人がこの連続技から逃のがれる術すべはない──鋼ガンは、立ち尽つくす敵の胸きよう部ぶへ、気を溜ためた三さん指しを繰くり出した。

　指先がカラシ色を抉えぐった。手て応ごたえは、しかし、微び少しよう。千ち切ぎれた作業着の破は片へんを残し、敵は右へ体を躱かわしていた。すかさず、脇から掌底が飛び出し、まぐれ避よけに油断した敵の鳩みぞ尾おちへと伸のびる。

　命中。筋肉の軋きしみと肋あばらの折おれる音が、喉のど元もとに込み上げた。全身が一気に脱だつ力りよくし、視界が急きゆう降こう下かしていく。

「こ、これ、は……」

　敗者が呻うめき、勝者を見上げた。

「ジス、イズ、ザ、カラーテ、さ」

　鋼ガンを見下ろし、エイジが言った。

「拳法ってのは、連続で打ち合って勝機を摑つかむ。実じつ戦せん空から手ての要よう諦ていは、相手の攻こう撃げきを見切り、一撃必殺。だから集中力を分ぶん散さんさせずにすむ。拳法の達たつ人じん相手でも、勝ちが望のぞめるってわけだ」

「ふ、ふ……完敗、だ。殺せ……」

　弱々しく笑えみ、鋼ガンは目を閉じた。

「や、や、やめてくださーい！」

　間ま延のびした声が、分ぶん岐き点てんに響ひびいた。

　振り返ったエイジを突つき飛ばし、黄色づくしの服を着た女が鋼ガンの身体からだに覆おおい被かぶさる。

「あれ？　あんた、どっかで見たような……」

「こ、こ、この人は、私の命の恩人なんですぅ。ど、どうか、どうか殺さないであげてくださいぃぃ！」

　涙なみだ目めでエイジを仰あおぎ、長谷奈緒奈が慈じ悲ひを乞こうた。

「いいん、だ……」

　鋼ガンが言った。

「この任にん務むに就ついた時から、道はふたつ……生きて戻もどるか、死んで残されるか……承しよう知ちしていたことだ」

「全然、よくありませんよぉ」

　鋼ガンの頭を膝ひざに乗せ、奈緒奈が首を振った。

　こぼれ落ちた涙が、火傷やけどした鋼ガンの頰ほおに滲しみた。

「……そうだな。どうせ、残されるなら、生きて……あんたみたいな女性と──ふふ、けど、こうして……あんたに看み取とられて終わるのも、悪く、ない……ああ、だんだん気持ちよくなってきやがった……残念だが、お別れ、だ──」

「──って、なあに浸ひたってんだよ、ったく……空手初段の正せい拳けんで死ぬわけないだろ？」

　エイジが会話に割り込んだ。拳こぶしを開き、握にぎっていた小型注射器を落としてみせる。

「ま、肋あばらの一、二本はいってると思うけど、注射器の中身はただの麻ま酔すい薬やくさ」

「な、なぜ？」

　鋼ガンの声がかすれた。麻酔が効きいてきたようだ。

「俺も、無益な殺しはしない主義なんだよ」

　眉まゆを吊つり上げ、エイジが答えた。

「あ、あ、ありがとうございますぅう」

　奈緒奈は鋼ガンを抱だき抱かかえ、何度も頭を下げた。

「どーいたしまして」

　言って、エイジは取り出した煙草たばこの箱をポンポンと叩たたいた。

「──れ？　さっきのが最後の一本だったのかよ？」

　箱を握にぎり潰つぶして、足元へ叩きつける。

「かあっ！　何だか俺、今回、損な役ばかりじゃねえか？」

　甲か斐い甲が斐いしく鋼ガンを介かい抱ほうする奈緒奈をちらりと見やり、エイジは深い溜ため息いきをついた。




　　　　◆




　キサーズシティ、北二十三区。

　午前七時。

　通つう称しよう・異民街と呼ばれる二十二区に隣りん接せつする広大な土地に、鉄てつ屑くずの墓はか場ばがあった。

　前世紀から現在に至いたるまでの数百台のスクラップ車を中心に、医い療りよう器き具ぐ、建けん築ちく廃はい材ざい、各種電化製品の残ざん骸がいが山を成し、あちこちで染しみだした地下水のプールを有毒物質で汚お染せんしている。

　最初の一人が、汚お水すいプールに浮うかんだのは昨日きのうの午後十一時。今は、二十は下らないプールのほとんどに機能を止めた人のスクラップが漂ただよっている。

　死体はプールだけにとどまらなかった。執しつ行こうに失敗した殺し屋たちとこの土地に住み着く不法入国者たちの亡なき骸がらが、文明の残骸に塗まみれて散さん乱らんしていた。

　戦せん闘とうは、終しゆう息そくしつつあった。

　時とき折おり、銃じゆう声せいが聞こえるものの、すぐに倍以上の銃声に駆く逐ちくされ、長い応おう酬しゆうに発はつ展てんすることはなかった。

　勝利者は、黒ずくめのラバースーツをまとったテロリスト側の護ご衛えい部ぶ隊たい。まだ息のある敗北者たちを一人一人調べながら、〈墓場〉を前進している。しかし、彼らの中に、肝かん心じんのテロリストは見当らなかった。

　あの放送は、やはり噓うそだったのか──折おり重かさなる死体の下で、タケルはぎりりと奥歯を嚙かんだ。ネットでこの場所を知り、到とう着ちやくした時には、既すでに戦いは一方的なものとなっていた。主戦場から離はなれた所にリンコを残すと、慎しん重ちように死体の中を移動しつつ、目標を捜さがし続けた。だが、勝敗が決しつつある今も、テロリストのリーダー・崩ボンは姿を現わさない。焦しよう燥そうで熱くなった身体からだが、にわかに湧わいた失望感で冷ひやされていく。

「──那側在、我等未不調復仇承包人あそこに、まだ調べていない執行代理人がいるぞ！」

　突とつ然ぜん、声がこちらへ向けられた。音おん域いきの高さから、女性とわかった。三、四人の仲間を従したがえて、足あし早ばやに近づいてくる。心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち、冷えた身体に熱が戻もどった。

　タケルは胸に抱だいた得え物ものを両の手で握にぎり締しめた。リボルバー式の軍用ショットガン、ジャックハマー。リンコが持ち出した武器の中から敢あえてこれを選んだのは、多少腕うでが悪くても弾数でカバーできると考えたからだ。但ただし、確実なダメージを与あたえるには、少なくとも相手の顔が判別できる距きよ離りまで引き付ける必要がある。

「お前は〈統星天女ドミニオン〉を操くる者か？」

　そこかしこで英語や日本語の質問が聞こえた。まだ息のある者に訊たずねているようだ。

　直後、銃声。

　止とどめを刺さしてるのか──タケルは、覆おおい被かぶさる死体のすき間から辺あたりを窺うかがった。

「我対你不命殺喝誰が殺せと命じたッ？」

　叱しつ責せき口くち調ようの女の声が、真上で響ひびいた。

　続いて、局所的な圧あつ迫ぱく感かんが死体越ごしに伝わってきた。殺し屋の生死を足で踏ふんで確たしかめているらしい。タケルは引き金に指を掛かけ、息を止めた。

「此側不在こつちにはいない、捜他所他を捜せ！」

　声がして、屑くず鉄てつを踏む足音が遠ざかる。

　タケルは両りよう肘ひじに力を入れ、慎しん重ちように死体を持ち上げた。硬こう直ちよくし始めた殺し屋の脇わきから頭を出し、明けの光を反射する廃はい車しやの輝かがやきに目を細める。

　広くなった視界に、ラバースーツの姿はなかった。移動のチャンスだ。タケルは匍ほ匐ふく前進の要よう領りようで死体の下から這はい出した。

「──お早よう、イモムシさん」

　英語の声が、背中へ落ちた。

　身体を返して見上げた先に、京きよう劇げき風のメイクを施ほどこしたラバースーツの女が、手ぶらで立っていた。その後ろでは、同じくラバースーツに身を包つつんだ男たちが、複数の銃じゆう口こうを備えた黒くろ鉄がね色いろの凶きよう器きを構えている。

　距きよ離りは二メートルも離はなれていない。胸に抱いたショットガンなら、敵の半分を射うち倒たおせる間合いだった。しかし、タケルの両手は固かたまったまま動かなかった。目の前の女が、自分とあまり歳としの違ちがわぬ少女だったからだ。

　──仇かたきを護まもる、見も知らぬ連中を殺すことができるのか？

　ショウゴの言葉を思い出す。

　自分には、やはり、できない。殺したいのは、姉さんの仇かたきだけだ。

　──なら、犬死にだ。

　頭の片かた隅すみで、ショウゴが言った。

「お前は、〈統星天女ドミニオン〉を──」

　問い掛かけ、少女──牙雫ヤー・シユイデイは言葉を切った。軍ぐん事じ掌しよう握あく衛えい星せい〈統星天女ドミニオン〉を用もちい、米国の非公式機械化部隊を壊かい滅めつさせた《宇そ宙ら還がえり》の男──〈天てん帝てい院いん〉の副主席・曹海嘯ツアオ・ハイシヤオからもたらされた情報は曖あい昧まいなものだが、いくら何でも、こんな子供が該がい当とう人物であるはずがない。

「……子供にまで殺し屋をさせるとは、つくづく腐くさった国だ」

　雫シユイデイは吐はき捨すてるように言って、踵きびすを返した。

　ラバースーツの男たちが戸と惑まどいの表情を浮うかべ、そのうちの一人がタケルへ近づき、銃を突つきつけた。

「放っておけ！」

　振ふり向き、雫シユイデイが怒ど鳴なった。

「戦場での情なさけは、仇あだとなって返ってくる。班はん長ちようは、お若いからわからないのです」

　ひとまわりは年上であろう部下が、雫シユイデイに意見した。

「貴様──！」

「何をもめている？」

　男の声が、別方角から割って入った。

「──崩ボンっ」

　少女の視線を追い、タケルは右方に積み重なった廃はい車しやの山へ目を向けた。

　白い功夫クンフー服の男が、タイヤのないセダン車の上に立っている。長い手足、大きな上うわ背ぜい、そしてビッグママのパソコンデータで見た電子画像と同じ顔。

（あいつだ……！）

　捜さがし求もとめていた仇かたきの登場に、硬こう直ちよくが解とけた。ショットガンを持つ手が熱くなり、引き金に掛かる指先が震ふるえた。

（──いや、まだだ）

　タケルは逸はやる気持ちを抑おさえた。いくら攻こう撃げき範はん囲いの広いショットガンといえども、自分の腕うでで、命中させられる距きよ離りではない。

「もめていたわけではありません。この者たちが安あん易いに殺しすぎるので戒いましめようと」

「無理もなかろう」

　廃車の山を下りつつ、崩ボンが言った。

「警護班のほとんどは、お前が生まれる前から中印戦争に参加していた戦士なのだから」

　山の中腹に飛び出した４ＷＤのボンネットで足を止め、黒ずくめの男たちを見下ろす。

（よし……！）

　タケルは息を吸い込み、止めた。

「──その小こ僧ぞうを殺せ」

　言葉を英語に換かえ、崩ボンが命じた。

「えっ……？」

　一いつ斉せいに向けられた銃じゆう口こうに、タケルは戦意を挫くじかれた。

「なっ、なぜです？」

　雫シユイデイが訊きいた。

「その小僧は、復仇承包人執行代理人などではない。私を直接怨うらみ、殺意を抱いだく者……マイ・ルステンバーク……そうか、お前は彼女の弟、タケル……確かに、この距離でショットガンなら、素人しろうとでも的まとを狙ねらえる。的確な判断だ」

　テロリストの口をついてでる言葉に、タケルの目が大きく見開かれる。

「驚おどろいているようだな？……そう、今、お前が思った通りだ。私は人の心が覗のぞける。だが、ただの精神感応力とは違ちがう。〈深走査デイープスキヤン〉……相手に悟さとられることなく、その人物の脳のうに刻きざまれた全すべて──過去、現在、そして未来までも自在に選び、知ることができる」

　切れ上がった一ひと重えまぶたの目がタケルを見み据すえた。

「お、俺の……未来……？」

「深しん層そう心しん理り学がくでは解明されつつあることだが、人の思考というものは、まず無む意い識しき下かで先行して作られている。つまり、思考はリアルタイムではないのだよ。お前が射うつと考えた時、それは予あらかじめ用意されていたものが意識上に現われたに過ぎない。私は、それを探さぐることで、常に相手の先手を取ることができる……ふふ、信じられないか？　では、死ぬ前に体たい験けんさせてやろう。そのショットガンで私を射つがいい。こちらから攻こう撃げきはしない」

　言って、崩ボンは両手を後ろに組んだ。

「崩ボンっ」

「案ずるな、雫シユイデイ。座ざ興きようだ。それに殺意がある以上、情なさけは無用。小僧にとっても、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだろう──可能性はゼロ、だがね」

　薄うすい唇くちびるの両りよう端たんがきゅっと上がり、一重まぶたが半分に閉じた。

　シーサイドランドで見たのと同じ、乾かわいた笑い。鳥とり肌はだが、雫シユイデイの腕うでと腿ももを覆おおっていく。

「立て、小僧」

　崩ボンが命じた。

　雫シユイデイが無言で後退あとずさり、他の男たちもそれに従したがった。

「制限時間は、私がお前のところへ下りていくまでだ」

　立ち上がったタケルへ、崩ボンが一方的にルールを告つげた。音もなく４ＷＤのボンネットを蹴けり、廃はい車しやの山を下り始める。

　二人の距きよ離り、というより高低差は五、六メートル。一台分下るごとに、約一メートル近づいてくる。チャンスはあと四台分。それを生かせねば、たぶん自分は死ぬだろう──テロリストを見上げながら、タケルは漠ばく然ぜんと思った。

「……どうした、小僧？　まだ距離が遠いのか？」

　ショットガンを抱かかえたままのタケルに、崩ボンが問い掛かけた。

　タケルは無言のまま、立ちすくんでいる──ように見えた。

　崩ボンの膝ひざがわずかに下がり、廃車を蹴ける動作に入った。

　ショットガンがタケルの胸を離はなれたのは、ほぼ同時だった。

　歪いびつな閃せん光こうが斜ななめに切られた銃じゆう口こうを包つつみ、二十三発の高速ボール・ベアリングが至し近きんの目標へ襲おそいかかった。

　白はく煙えんと火花が、廃車の脇わき腹ばらに生しようじた──失敗。テロリストは、これまでより高く宙ちゆうへ跳とび上がっていた。タケルは発射の衝しよう撃げきに痺しびれながらも、銃身を引き上げ、空中へ次じ弾だんを放った。

　ベアリングの群むれは、しかし、仰のけ反ぞるように身を回転させたテロリストを擦さつ過かし、廃車の山の頂いただきへ散らばっていった。

　白い影かげが、タケルの目前に下った。姉あねを殺した死しに神がみが、今度は自分へ大おお鎌がまを振ふり下ろそうとしていた。

　ショットガンが、三度目の咆ほう哮こうをあげた。

「……外はずれだ。ショットガンは近すぎると弾丸が広がらない」

　水平に傾かたむけた頭を戻もどしながら、崩ボンが言った。

　両手は、もう後ろで組んではいなかった。手しゆ刀とうを成した右手が、タケルの鼻先へ近づいた。

「マイ──」

　タケルは、姉の名前を無意識に呟つぶやいた。

「──タケルっ！」

　応こたえが、後方から返った。

　タケルが振ふり向いた瞬しゆん間かん、爆ばく音おんが背後で轟とどろき、身体からだが宙に浮ういた。炎ほのおを胎はらむ黒煙と崩ほう壊かいする廃はい車しやの山が、逆さかさとなった視界に映うつった。




　細かな水すい滴てきが、立ち籠こめる粉ふん塵じんと煙けむりを散ちらしていた。雨ではなかった。爆発の衝しよう撃げきで破は裂れつした水道管が錆さび臭くさい水を噴ふき上げ、それが地上へと降ふり注そそいでいるのだ。

　リンコは半なかば呆ぼう然ぜんと、廃車の散乱する爆心地を歩いていた。

　自分以外に立っている者は見当らない。あちこちで黒ずくめの男たちが倒たおれ、悪態と呻うめきをあげている。

「な、何よ、これ……！　こんな小っちゃいのに、強すぎじゃないっ」

　リンコは抱かかえていた円えん筒とう型けいのポータブルランチャーを地面へ投げ捨てた。

　タケルの危機を救すくおうと、狙ねらいもつけずに射うったはずだった。だが、発射されたロケット弾だんは、ほぼ正確にタケルのいた場所を直撃したのだ。それが対人追つい尾びシステムを搭とう載さいした最新兵器であったことなど、リンコはもちろん知る由よしもなかった。

「タケル……タケル──タケル！」

　始め控ひかえめだった呼よび掛かけが、ヒステリックに大きくなる。

「タケル、いるなら返事してよぉ！」

　リンコは滲にじむ視界を手のひらで拭ぬぐった。

　突とつ然ぜん、熱い衝撃が右の頰ほおを襲おそった。耳鳴りと共に、平へい衡こう感かん覚かくが失なくなり、背中からスクラップへ倒れこんだ。

　痛みは、後からやってきた。焼けつくような激げき痛つう。鉄てつ錆さびのような味が口一いつ杯ぱいに広がり、唇くちびるの端はしからダラダラとこぼれ落ちる。立てなかった。少し動いただけで、廃車のバンパーに寄り掛かる背中に電気が走った。

「──餓鬼オーグイ」

　中国語の声がした。

　のろのろと見上げた先に、ラバースーツの女が立っていた。見覚えのある顔──そうだ、チャイナタウンで自分たちを見み逃のがしてくれたテロリストの仲間。しかし、今は、握にぎり締しめた拳こぶしを胸に、憎ぞう悪おの光が宿やどる目でこちらを睨にらみ付つけている。どうやら、この女の一いち撃げきを食くらったようだ。

「他は後回しだ！　まず、崩ボン班はん長ちようを捜さがせ！」

　爆ばく心しん地ちの外から集まってきた警護班の残りに告つげ、雫シユイデイは身動きのとれない少女へ歩んだ。

「ただの子供だと思ったのが間ま違ちがいだったよ。情を仇あだで返すとはね」

　拳こぶしを手のひらに戻もどし、雫シユイデイが言った。

「戦場で武器を手にしたら、子供とて戦士。覚かく悟ごがなかったとは言わせぬ」

　雫シユイデイは手のひらを頭上へ掲かかげ、ひらひらと振ふった。

　降ふり注そそぐ水すい滴てきが方向を変え、手のひらを中心に渦うずを巻まいていく。

「心配は要いらぬ。あの餓ガ鬼キも必ず見つけだし、止とどめを刺さす。黄泉ヨミのほとりで待っているがよかろう」

　雫シユイデイは手のひらを下ろした。頭上に渦巻く水滴の群れが、螺ら旋せんを描えがいて下降し、雫シユイデイの身体を取り囲む。

「──死ね」

　声と共に、螺ら旋せんの一部が外へ迫せり出し、高速で回転する水のドリルを形作った。

　銃じゆう声せいが響ひびいたのは、その直後だった。

　散さん弾だんに螺ら旋せんが弾はじけ、内の雫シユイデイがよろめいた。

　リンコの右方で鉄板が跳はね上がり、ショットガンを抱かかえたタケルが飛びだした。

　タケルは横に転がり、リンコを背に立ち上がった。ショットガンの銃口を、体勢を戻もどし掛けた雫シユイデイへ向けた。

　が、続く動作は、雫シユイデイの方が速はやかった。タケルが引き金を絞しぼったのは、雫シユイデイの手のひらが垂すい直ちよくに空くうを切った後だった。

　帯状の水流が、タケルの右側を抜ぬけ、ショットガンが彼の足元で吠ほえた。

「ぎゃあああああああ──」

　絶ぜつ叫きようがタケルの口から迸ほとばしり、中ちゆう途とで切れた。

　右側の肩かた口ぐちから先が、落ちていた。ショットガンを持ったまま地面に転がる右みぎ腕うでを拝おがむように、タケルはゆっくりと両りよう膝ひざを突ついた。噴ふん出しゆつした鮮せん血けつが、リンコの上斜ななめ半分を原色の赤に染そめた。

「……男の方は先に逝いったぞ」

　帯状の水流を巻き戻し、雫シユイデイが言った。タケルの不意打ちの成果は、右腕に穿うがたれた小さな弾だん痕こんのみ。他はことごとく《力》を胎はらむ水の障しよう壁へきに禦ふせがれていた。

「いや……いや……いや……」

　リンコは左右に首を振り、擦かすれた声で繰くり返かえした。雫シユイデイの姿は視界になかった。血を噴ふきながら、全く動かないタケルの横顔だけが、急速に縮ちぢまっていくリンコの瞳ひとみに映っていた。

「すぐに後を追えること、幸せに思え」

　雫シユイデイは水すい滴てきをまとう左手を、放心状態の少女へかざした。

「や……や……や、や、や、や」

　呟つぶやきが短くなり、血に塗まみれた頭が小こ刻きざみに震ふるえだした。

「地じ震しんっ？」

　警けい護ご班はんの誰だれかが異変を口にした。

　金属やガラスのぶつかり合う音が、スクラップの山々を覆おおっていく。

「や、や、ややや──」

　声の間かん隔かくがさらに縮まった。もはや、それは呟きではなかった。

「まさか──この、小こ娘むすめ？」

　雫シユイデイは螺ら旋せんの水流を従え、少女へ近づいた。

　一歩踏ふみ出すごとに、足に感じる振しん動どうが大きくなる。

　雫シユイデイは立ち止まり、畏い怖ふの眼差まなざしで少女を見み据すえた。

「お前……何者だ？」

　問い掛かけに、リンコの目が動いた。その目の中に、瞳ひとみはなかった。真っ黒な闇やみに、雫シユイデイの姿がぼんやりと浮うかんでいた。

「──ややぁあああああああああああああああああああ！」

　突とつ如じよ、声が繫つながり、絶ぜつ叫きようと化した。

　スクラップが共きよう鳴めいして波打ち、極ごく彩さい色しきの電流が空中をふらふらと泳ぎ回った。

「こ、こいつの《力》なの、か──？」

　雫シユイデイの手のひらから、水滴が弾はじけ飛んだ。同時に、螺ら旋せんの水流も崩くずれ、足元で水みず溜たまりとなった。

　雫シユイデイは手しゆ刀とうを作って、少女の頭へ振ふり下ろした。

　手て応ごたえはなかった。雫シユイデイは全くの逆を向き、何もない空間に手刀を打ち込んでいた。

「……熱い、熱い、よお」

　呟つぶやきが、雫シユイデイの口からこぼれた。日本語だった。無意識に出た台詞せりふに、雫シユイデイは戸と惑まどった。

「熱い、熱い、熱い」

　周囲から、同じ台詞が聞こえた。部下たちの声だとすぐにわかった。

　やがて、耳鳴りが外部の音を遮しや断だんした。めまいが意識に霧きりを掛かけ、目に映うつる景け色しきが白い炎ほのおに包まれた──実際のものとは異なる、幻げん覚かくのヴィジョン。

　火の海の只ただ中なかに、人間が二人、身を燃やして立っていた。男と女。彼らの足元で、幼おさない女の子が泣ないている。

「……熱い、熱い……殺さないで……パパ、ママ……」

　雫シユイデイは呻うめくように、言葉を発した。涙なみだがとめどなく溢あふれ、頰ほおを流れている。

（このヴィジョン、は……あの、少女の──？）

　雫シユイデイが、自我を保たもてたのは、そこまでだった。その場にしゃがみこみ、大声をあげて泣きだした。




　崩くずれたスクラップの下から這はい出し、崩ボンはよろよろと立ち上がった。

　ロケット弾だんと思われる攻こう撃げきは、崩ボンにとっては完全な不意打ちだった。タケルに《力》を集中していた上に、《領域テリトリー》外から射撃されたのだ。一対一や少数戦は別として、戦場においては、〈深走査デイープスキヤン〉も絶対無敵の《力》ではない──膝ひざに刺ささった金きん属ぞく片へんを指先で抉えぐり出し崩ボンは自じ戒かいした。

（……状じよう況きようは……どうなってる？）

　声と気け配はいがする方角を目め指ざし、逆さかさに重かさなる廃はい車しやの壁かべを乗り越こえる。

「これは──！」

　目の前に広がる異様な光景に、崩ボンは立ち尽つくした。

　警けい護ご班はんのメンバーが一人残らず、泣なき喚わめいている。まるで、集団ヒステリーを起こした子供のように。

（……くっ！）

　頭の中に霧が立ち籠こめてくるのを感じ、崩ボンは反射的に自らの《力》の出力を高めた。

（──精神波の類たぐいか）

　崩ボンは確信した。強力な精神波によって歴戦の工作員たち全すべてが、無力な子供と化したのだ。崩ボンが彼らのようにならなかったのは、恐おそらく、彼の《力》が同じく精神波を駆く使しする〈深走査デイープスキヤン〉であったためだろう。だが、それも抑よく止し効こう果かを失うしないつつあった。《力》を強めたにも拘かかわらず、霧が意識の中ちゆう枢すうへじわじわと侵しん入にゆうしてくる。

（この、感じ──まさか、奴やつと──〈ナイトヘッド〉と同じ──？」

　崩ボンの片かた膝ひざが落ちた。

（まずい、これが続いたら……全員、殺やられる）

　崩ボンは霧の発生源を探さぐるべく、《力》を弱めた。

　と、目の前に、押おし寄せる白い炎ほのおの幻げん覚かくが視みえた。その向こうに、廃車に身をもたせる血ち塗まみれの少女の姿があった。

　間ま違ちがいない。あの娘むすめが《能力者パワーズ》だ──崩ボンは功夫クンフー服の下から、自決用の短たん銃じゆうを取り出した。これ以上の接近は危険。銃じゆう弾だんで少女を仕し留とめる他ほかなかった。

　崩ボンは片手で銃を構えると、目標を照しよう準じゆん溝こうへ導みちびいた。

　不意に、巨きよ大だいな影かげが頭上から落ちてきた。

　一ひと重えまぶたの目が上がり、迫せまりくるコルベットの車体を捉とらえた。




　手しゆ刀とうが、リンコの首根を軽く叩たたいた。

　エナメルブルーに覆おおわれた左ひだり腕うでが、くずおれる少女を受けとめ、そっと抱だき寄よせる。

　大だい丈じよう夫ぶ。致ち命めいとなるような外傷はない──血塗れの身体からだを素す早ばやく調べ、ショウゴは正面へ目をやった。

　血の海に、少年が身を横たえている。

「──タケル」
















　ショウゴは少年へ近寄り、名を呼よび掛かけた。

　かすかな反応はんのう。うっすらとまぶたが開き、ショウゴを見上げる。

「リンコを護まもってくれたんだな。見直したぞ」

　ショウゴの言葉に、タケルの乾かわいた唇くちびるが笑えみを浮うかべた。

「代かわりに、お前の仇かたきは俺が討うってやる。法に則のつとる正式な代だい理り執しつ行こうとして」

「……え……？」

　タケルのまぶたが震ふるえ、唇が動いた。が、もはや言葉を紡つむぐことはできない。

「自分の誕たん生じよう日びを忘れたのか？」

　二月十日。タケルは今日で満十五歳さい。《復ふく讐しゆう法ほう》行使が認みとめられるのだ。

「心配するな。お前が生きてるうちにカタをつける」

　言い置いて、ショウゴはガラクタの中を歩きだした。

　啜すすり泣きを続ける黒ずくめの連中には目もくれず、前方の一点を見み据すえる。ショウゴが投げつけたシルバーボディのコルベット。

　瞬まばたきしない鳶とび色いろの眼が、さらに的まとを絞しぼり込こむ──屑くず山やまに突つき刺ささる車体の横に蠢うごめく、白い影。

　ショウゴの身体からだが前ぜん傾けいし、つま先がスクラップを砕くだいた。左腕が横へ伸のび、ゴミに沈しずむ中型車のバンパーを摑つかんだ。




　屋根の潰つぶれたフォルクスワーゲンのレプリカが、バックで宙を走っていた。進行方向はこちらへまっすぐ──崩ボンは迫せまりくる新たな投とう擲てき物ぶつを認みとめ、コルベットとスクラップの間に挟はさまれた脚あしを強ごう引いんに引き抜ぬいた。

　跳ちよう躍やくで回かい避ひする間はなかった。ひしゃげたカブト虫型の車体が、コルベットの腹を直ちよく撃げきし、トの字を成して傾かたむいた。

　敵は、傾いていく廃はい車しやの上から現われた。エナメルブルーのスーツをまとった少年。ただの子供でないことは明白だった。自らが投とう擲てきした廃車に飛び乗り、奇き襲しゆうをかけてきたのだ。人にん間げん業わざではなかった。

「──お前が、崩ボンか？」

　電子制御銃ブラスターを構かまえ、少年──ショウゴが問うた。

「いかにも」

　短たん銃じゆうを振ふり上げ、崩ボンが答えた。

　発はつ砲ぽうは、電子制御銃ブラスターが先だった。至近の超ちよう音おん速そく弾だんが、五連発で空くうを下った。

　功夫クンフー服が舞まい踊おどった。ショウゴにはそう見えた。直後、反撃の銃弾がエナメル服の胸を突ついた。

「躱かわした、のか？」

　ショウゴは思わず呟つぶやきを漏もらした。銃弾によるダメージはなかった。エナメル服の下に着込んだ抗こう弾だんベストが、パワーの弱い短銃弾を完全に食い止めていた。しかし、敵もそれを知ったはずだ。次は頭を狙ねらってくるに違ちがいない。ショウゴはワーゲンを蹴けり、宙へ跳とんだ。

　追撃の銃弾が二発、右みぎ頰ほおと脇わき腹ばらを擦さつ過かした。落下する標的は、最も狙ねらいをつけにくい。ショウゴは逆さかさまに降下しながら、照準の定まらぬ敵めがけ、必中弾を放った。

　功夫クンフー服が再び踊り、スクラップが着弾の火花を散らした。

（やはり──！）

　敵は自分の攻こう撃げきを完全に読み躱かわしている──ショウゴは確信し、着地と同時に目を閉じた。

「──消えたっ？」

　驚きよう愕がくに、崩ボンの眉み間けんが歪ゆがんだ。目の前の敵が姿を消したわけではない。消えたのは、敵の思考だった。もし、敵が無の境きよう地ちに入ることを会え得とくしていたなら、思考の代かわりに風景や宇宙といった映像が視みえる。それに無意識下の思考はコントロール不能だから、〈深走査デイープスキヤン〉から逃のがれるのは不可能だ。だが、敵の──少年の思考は、完全な無だった。

（私の《力》を打ち消したというのか──まさか、この小こ僧ぞう──）

　崩ボンは、目を閉じたまま走りだした少年へ向け、短たん銃じゆうの引き金を絞しぼった。

　発射された三発の弾だん丸がんが、少年の額ひたいへ届く直前、グローブに包つつまれた左手に禦ふせがれた。

　銃弾の刺ささった手のひらを握にぎり、少年がまぶたを上げた。

「そ、《宇宙そら還がえり》──！」

　崩ボンは絶ぜつ句くし、迫せまりくる紅あかい瞳ひとみを見つめ返した。

《災さい厄やく》の年、流星群撃げき破はの命めいを帯おびて宇宙そらへ上がり、そこで直接、星々の閃せん光こうを浴あびた、否《能力者》アンチ・パワーズ──彼らがその《力》を発はつ揮きする時、両の眼は深しん紅くに煌きらめく。

（──なぜ、こんな子供が？）

　自問しつつ、崩ボンは己おのれの死を覚かく悟ごした。

　風が吹ふいたのは、その時だった。

　繰くり出された少年の拳こぶしが崩ボンの鼻先で止まり、一いつ瞬しゆん後ご、後方で傾かたむく二台の廃はい車しやと共に遠ざかった。

「──逃にげて。ここは私が何とかする」

　目の前に立つ背の高い人影が、言葉を残して、再び風となった。








七　鵺ヌエ童ワラシ









　二月十日。午前七時四十五分。

　キサーズシティ、北二十三区。

　二台と一人が廃はい棄きパソコンの山を突つき崩くずし、汚お水すいの貯たまるプールへ飛び込こんだ。

（……肋あばらが二本、俠きよう骨こつにひび──右みぎ腕うでもイカレたか）

　受けたダメージを確かく認にんし、ショウゴは血の泡あわを吐はき出した。左ひだり肘ひじで銀色のドアを打ち、沈しずみゆく廃はい車しやに食くい込む身体からだを引き離はなした。

　右腕の先に、電子制御銃ブラスターはなかった。吹ふき飛ばされた際さいに落としたらしい。朝日を映うつす水みな面もへと泳ぎながら、ショウゴは腰こしに吊つるしたセラミクスナイフを抜ぬき取った。

　水すい泡ほうと共に浮ふ上じようしたエナメルブルーを、プールの縁ふちに立つ人ひと影かげが覗のぞき込んだ。

　直後、水柱が別方角で立ち上り、閃ひらめきがその内側から飛び出した。

「……流石さすがだわ」

　スクラップの岸へ降おり立ったショウゴに、向こう岸に立つ人影が声を掛かけてきた。

「ジャケットを囮おとりに敵の位置を探さぐり、離はなれた位置からナイフを投とう擲てき……私の攻こう撃げきをまともに受けて、まだそれだけ動けるなんて。やっぱり、その身体からだにも〈鵺ヌエの皮〉が使われてるみたいね？」

　鼻にかかったハスキーボイス。消えゆく水みず煙けむりの向こうに、ツートンカラーの衣い裳しようを身にまとった大きな身体が見えてくる。腕うで組ぐみした一方の手の先には、ショウゴが渾こん身しんの力で投げつけたセラミクスナイフが光っている。

「〈鵺ヌエの皮〉……？」

　ショウゴが聞き返す。

「あら、ごめんなさい。それって、隠いん語ごだったわね。正確には〈複合細胞キマイラシエル〉かしら？」

　腕組みが解かれ、胸むな元もとに下げられた銀のロザリオが左右に揺ゆれた。

「──ビッグママ」

　全ぜん貌ぼうを現わした執しつ行こう代だい理り人にんの名を、ショウゴは低く呟つぶやいた。

（いや、違ちがう。彼女は──彼は、ただの執行代理人などではない）

　ショウゴは思った。

　ビッグママが口にした二つの単語──〈鵺ヌエの皮〉と〈複合細胞キマイラシエル〉。これらは、国のいかなる公共機関でも検けん索さく不ふ可か能のうな国家最高機密なのだ。それを知る者は、〈上〉のメンバーと〈研究施し設せつ〉の古こ参さん、そして〈鵺ヌエの皮〉をまとう者たち。

〈鵺ヌエの皮〉。正式名めい称しよう〈複合細胞キマイラシエル〉。キマイラとは、ギリシャ神話において、ゼウスを始めとするオリュンポスの神々を窮きゆう地ちへ追いやった大だい魔ま獣じゆうテュポンとその妹エキドナから生じた合成魔獣。獅し子しの頭と山や羊ぎの胴どう、毒どく蛇じやの尾おを持つ伝説の化け物だ。その忌いまわしき名をいただく〈複合細胞キマイラシエル〉は、動物と植物、両方の性質を併あわせ持つ合成細さい胞ぼうとして前世紀のギリシャで開発され、人材と資金を提てい供きようしていた日本とインド、英国へ技術が渡わたった。暗号名は、各国に伝わるキマイラと同じ合成魔獣の名称、〈鵺ヌエ〉、〈マンティコア〉、〈グリフィン〉。

　当初は、皮ひ膚ふガンなどの細胞疾しつ病ぺいの治ち療りよう用ように開発された医学的技術だった。それが百八十度変わったのは、十五年前の《災さい厄やく》以い降こうである。流星の閃せん光こうによって覚かく醒せいした《力》をもってクーデターを起こした《能力者パワーズ》に対たい抗こうするため、〈複合細胞キマイラシエル〉技術を有する国々は、それを用いた強化兵士の開発を急いだ。しかし、〈複合細胞キマイラシエル〉誕たん生じようの地であるギリシャは、実用直前、核かくの閃光に消え、英国は生物兵器の使用によって死の島となった。インドは政府内の人道主義勢力によって研究施設の全すべてが焼やき払はらわれてしまった。結局、実用に漕ぎ着つけたのは、日本だけだった。しかも、当初の技術を大おお幅はばに改良、進歩させることに成功した。もちろん、軍事的にだ。

〈鵺ヌエの皮〉をまとう強化兵士が実戦投入されたのは、ただの一度だった。政府軍とクーデター勢せい力りよくの最終決戦、後に〈キョウト危機〉と呼ばれることになる戦いである。この戦せん闘とうで、強化兵士のほとんどはクーデター軍と運命を共にした。以後、彼らの存在は、国家最高機密の名の下もと、一いつ切さい否ひ定ていされ、今日に至いたっている。

「ホント、凄すごい技術よね？　意志の力で細胞の性質を変化させたり、個々で作られたエネルギーを任にん意いの部位へ集中できる。だから、ちょっとやそっとじゃ壊こわれない」

　ビッグママがセラミクスナイフの刃は先さきを指でつまみ、ゆっくりと押おし潰つぶした。

「痛つっ」

　ナイフを放ほうり、うっすらと血を浮うかべた親指を口にくわえる。

「──それに」

　親指を口から出し、ビッグママが微笑ほほえんだ。

「これ位の傷なら、魔ま法ほうみたいにすぐ治なおる」

　言葉通り、親指の傷は完全に塞ふさがっていた。これは〈鵺ヌエの皮〉が持つ植物の性質だ。植物は傷つくとカルスと呼ばれる半液状の細胞群を分ぶん泌ぴつし、驚きよう異い的てきな速はやさで損そん傷しよう箇か所しよを再生してしまう。動物には真ま似ねできない芸げい当とうだ。

「けど、今のあなたじゃ、こうはいかない。〈黒船ブラツクボート〉戦で疲ひ弊へいした〈鵺ヌエの皮〉が、回復のための休きゆう眠みん状態から覚さめるには、数週間から数か月を要する──覚かく醒せい率りつはまだ五、六十パーセントくらいかしらね、隊長さん？」

　胸むな元もとの十じゆう字じ架かを摑つかみ、ビッグママが言った。

「あんた──やはり、〈鵺ヌエ童ワラシ〉か」

　汚お水すいを滴したたらせ、ショウゴが返す。

　複数の獣けものが合わさった化け物・鵺ヌエより生しようじた人じん外がいの者──〈鵺ヌエ童ワラシ〉。対《能力者パワーズ》用として造つくられた強化兵士たちは、味方から畏い怖ふの念をこめてそう呼ばれた。但ただし、この呼こ称しようの由ゆ来らいは、彼らが〈鵺ヌエの皮〉をまとっていたということの他ほかに、もうひとつある。

「何番隊にいた？　見み覚おぼえのない顔だが……」

　訊ききながら、ショウゴは活動可能な〈複合細胞キマイラシエル〉を確かく認にんした。

（──約半分、か）

　全身より脳のうへ返ってきた電気信号から、即そく座ざに活動率を割り出す。

「まあ、ひどい。共に死線を潜くぐり抜ぬけた部下を忘わすれるなんて……でもムリもないわね。お互たがいあの頃ころとは、外見が全然変わってるんですもの」

　ビッグママは寂さびしそうに笑えみ、摑つかんだロザリオを真横へ振ふり下ろした。チェーンがバラバラに千ち切ぎれ、修しゆう道どう衣いの上を滑すべり落ちていく。

「なぜ、テロリスト側に付いた？　奴やつらはタケルの仇かたきなんだぞ？」

「勘かん違ちがいしないで。私が護まもるのは、一人だけ。〈鵺ヌエ童ワラシ〉となる前から、私はずっと、あの人を愛してきた。男ではなく、女として……けど、あの人が愛しているのは、あなた……あなたに会うために、あの人は帰ってきた」

　閃ひらめきが、ロザリオの先せん端たんから伸のびた。薄うすっぺらな刃はを包む鈍にぶい音──高周波ブレードだ。

「あの崩ボンという男も、〈鵺ヌエ童ワラシ〉なのか？」

「戦えば、全すべて思い出せるわ。私が誰だれか、彼が何者か……思い出しながら、あなたは死ぬ──！」

　風が湧わき、修道衣が搔かき消えた。

　プールの水面に生じる、波は紋もんの列。それらが交まじわり合う前に、ショウゴは両りよう膝ひざを落とし、風の流れる空中へ左ひだり腕うでを突つき上げていた。

「……その左腕は要注意のようね。私の攻こう撃げきを禦ふせぐなんて」

　声が真後ろで響ひびいた。

　ショウゴは落としていた両膝を伸ばし、横へ跳とんだ。

　追つい撃げきはなかった。

　体勢を整ととのえたショウゴの目に、ブレードを胸にたたずむビッグママが映うつった。

「けれど、二度目は通じなくてよ？　私は常に、一定のスピードを保って動くことができる。相手が目視不可能なくらいの迅はやさでね。もし差が縮ちぢまれば、即そく座ざに補ほ正せいされ、次に追いつかれることはないわ」

「〈倍速エクスムーブ〉──それが、お前の《力》か」

　左腕を構かまえ、ショウゴが言った。ブレードに切り落とされた薬指と小指の傷口から、赤と白の液体が滴したたり落ちている。

〈倍速エクスムーブ〉は、《能力者パワーズ》本来の《力》ではない。念動力をベースに人工的に造り出される〈擬似能力イミテクス〉だ。無む論ろん、〈鵺ヌエの皮〉をまとう者でなければ、細さい胞ぼうに絶大な負ふ荷かのかかる〈倍速エクスムーブ〉を使いこなすことなどできない。〈複合細胞キマイラシエル〉と〈擬似能力イミテクス〉を合わせ持つ者──これが〈鵺ヌエ童ワラシ〉という呼こ称しようの正式な由来なのだ。

「うーん、私の場合、ちょっと違ちがうのよねえ」

　声だけが、その場に残った。

　ショウゴは辛かろうじて、ビッグママが姿を消す直前に、地面を蹴けっていた。一いちか八ばちかの先読みだった。

「お見事」

　ビッグママがショウゴを誉ほめた。

　と、ショウゴの右膝がぱっくりと割れ、鮮せん血けつを噴ふき出した。

「フフ、せっかく身体からだを真っ二つにするとこだったのに」

　ショウゴは声のする方へ紅あかく色づく目を向けた。

「ンもう、忘れちゃったの、隊長さん。私は〈鵺ヌエ童ワラシ〉の中でも《力》を持たない変わり種。〈倍速エクスムーブ〉のベースにしてる能力だって、生れつきのものだし──だから、《宇宙そら還がえり》の《力》も意味ないのよ？」

　ビッグママの笑え顔がおだけが、宙ちゆうに浮うかんでいる──残像！

　ショウゴはとっさに左腕を頭上へ振ふり上げた。

「──ハズレよ」

　声と重みが、正面から押おし寄せた。

「ゲ、ハッ……」

　ショウゴの口から吐はき出された血が、修道衣の胸を濡ぬらした。

「命の恩おん人じんに、こんなヒドイ仕打ち……ごめんなさいね」

　散ざん切ぎり頭の上で囁ささやき、ビッグママはブレードの残りをショウゴの左胸へ押し込んだ。

「……う」

　顔を上げ、ショウゴが呻うめいた。

「苦しい？　今、一気に裂さいて、楽にしてあげる」

　ビッグママは、高速振しん動どうする合金の刃はに力を掛かけた。

「……うた、え、〈主天使ドミニオン〉──」

　呻きが、言葉に変わった。

「ドミニオン、ですって？」

　聞き返したビッグママの手の先で、高周波ブレードがぴたりと止まった。

　空を指すショウゴの左手が落ち、ロザリオを握にぎるビッグママの手に重かさなる。

「……振動が止やめば、ただの金きん属ぞく板ばんだ。あんたの馬ば鹿か力ぢからでも簡単には切り裂さけまい？」

　機械仕じ掛かけの掌てのひらが、生なま身みの手をぎしりと摑つかんだ。

「し、心しん臓ぞうを貫つらぬいてるのに、何で、こんな力……？」

「……悪いな」

　乾かわいた笑えみを、ショウゴが浮かべた。

「ここにあった本物のハートは、とっくの昔にブレイクされちまってる」

　凶きよう器きを捕とらえた左手をゆっくりと胸むな元もとから遠ざける。

「あ、あいつは、そんなこと一言も──」

「へえ……黒くろ幕まくは教えてくれなかったのか」
















　言って、ショウゴはブレードごとビッグママを突つき放した。

「たぶん、相あい討うちであんたにも死んで欲ほしかったんだろうよ」

「ふざけないで……！」

　よろめく身体からだを立て直し、ビッグママがロザリオを投げ捨てる。

「武器がなくても、あなたを仆たおすことはできる。創そう痍いの身体で、私の動きが躱かわせるかしら──」

　スカートを翻ひるがえし、ビッグママが風を起こした。

　宙疾走はしる、ふたつの拳けん。

　ひとつは虚むなしく空くうを切り、もうひとつは相手の急所に深く沈しずんだ。

「──う、うそ……」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが縮み、双ふたつの隆りゆう起きの間に打ち込まれた小さな拳こぶしを見下ろした。

「あんた……いや、お前の特製ハートはここでいいんだよな、イサミ？」

　打ち込んだ拳を捻ひねり、ショウゴはかつての部下を睨ねめ上げた。

「な、何でなの？　ドミニオンは、兵器にしか、干かん渉しようできないはずなのに……？」

　ビッグママが問うた。最後の最後で、彼は風になることを失敗しくじった。彼が生せい来らい持つ高速運動能力をさらに飛ひ躍やくさせるための原動力──超ちよう電でん導どう心しん肺ぱい装そう置ちの機能が停てい止ししたからだ。

「〈彼女〉は、お前を兵器と見做みなした。この身体を[image: 〓]ほふろうとする兵器モノを、〈彼女〉は決して赦ゆるさない」

　左腕をすっと引き、ショウゴは自分の胸を抱だき締しめた。

　仰のけ反ぞったビッグママから頭ず巾きんが落ち、溢あふれだした長い髪かみが倒たおれゆく背中を金色で覆おおった。




「……彼も、私も、あなたも、共に〈鵺ヌエ童ワラシ〉として戦った頃ころとは全まつたく変わってしまった……けれど、一ひと月つき前に現われたあいつは、昔見たままの姿だった」

　閉じていた目を開き、ビッグママは深く息を吸すい込んだ。

「……あいつは、ほとんど視み通していた……テロリストを装よそおった工作部隊がやってくること、その目的が何であるか……そして、リーダーを務つとめる男の正体……それらを話した上で私に仕事を依い頼らいしてきた。偽にせテロリストたちの手からあなたを──隊長を護まもってくれないか、と……フフ、私に恋こい敵がたきを護れだなんて、見けん当とう外はずれもいいとこだわ」

　冬晴れの空を流れるはぐれ雲を見つめ、弱々しい笑えみを浮うかべる。

「そうでもないさ。あいつは──ユラユイは、お前以上に俺おれを憎にくんでいる。殺したいほど憎んでいるのに、直接手を下せない。下せば、奴やつが心しん酔すいする〈あの女性ひと〉の信しん頼らいを失うことになる。だからこそ、お前に声を掛かけたんだ」

　傍かたわらにたたずむショウゴが言った。

「私は……ただ、隊長あなたと彼を会わせたくなかっただけ……気づいてなかったかもしれないけど、〈鵺ヌエ童ワラシ〉一番隊にいた頃から、彼は隊長あなたを慕したっていた……男として……そして私は女として密ひそかに彼を愛し、嫉しつ妬とに身を焦こがしていたわ。だから、隊長あなたが生きていたなんてことを知らないまま、彼をこの街まちから去さらせたかった……隊長あなたが生きていようと死んでいようと、彼は決して私の方へ振ふり向いてくれないとわかっていたから」

「なら、どうして俺と戦った？」

「彼に死んでほしくなかったの……彼は──カトリ・ヒロキはまだ、あの時のことを悔くいているわ。自分の裏切りで、隊長あなたを犠ぎ牲せいにしてしまったと──。ヒロキの目的は、中ちゆう華か連れん邦ぼうから託たくされた〈主天使ドミニオン〉の奪だつ取しゆなんかじゃない……テロリスト牙崩ヤー・ボンとして日本へ帰ってきた理由は、ただひとつ──愛する隊長あなたの手で過去の大たい罪ざいを裁さばいてもらうため……ヒロキの心は、死という出口を求めて、今もあの雪の夜を彷徨さまよっているのよ……」

　造つくられた美び貌ぼうがわずかに歪ゆがみ、鳶とび色いろの瞳ひとみがショウゴへと向けられた。

「……彼を見み逃のがしてあげて」

「俺は、タケルと約束した」

　拒きよ絶ぜつの眼差まなざしを、ショウゴが返す。

「彼はマイを手にかけてはいない。私が問とい質ただしたから、間ま違ちがいないわ。お願い──」

　ビッグママの唇くちびるが震ふるえる。

「……奴やつが──もし、それを望むのなら」

　答えて、ショウゴは右手を差し出した。

「な、何の真ま似ね？」

　喜き色しよくを浮うかべた美貌が、一変、怪け訝げんの表情になる。

「運ばなきゃならない怪け我が人にんが二人もいる。お前も手伝え」

「だって、私──」

「そのまま死ぬとでも思ったのか？　昔救たすけた部下の命を、今さら奪うばえるかよ」

「──後こう悔かいしても知らないわよ？」

　左手を、ビッグママが伸のばした。

「何度でも返かえり討うちにしてやるさ」

　眉まゆを吊つり上げ、ショウゴは大きな手のひらをパチンと摑つかんだ。








八　凶きよう鬼き









　二月十二日。午後三時。

　キサーズシティ、東五区。

　奇き妙みような空そら模も様ようだった。雲と晴れ間が半々に広がり、全体が黄色く染そまっていた。色の源みなもとであろう太陽は雲の上に隠かくれたまま、フリーザー並みに冷ひえきった地上を覗のぞこうともしない。そんな天気が朝から続いていた。

（不吉の前ぜん兆ちようか……）

　男は縁ふちなしの眼鏡めがね越ごしに空を眺ながめ、白い息いきを吐はいた。

　天に主あるじなく黄おう土どと化す時、之これすなわち凶きよう兆ちようなり──一族に古くから伝わる言葉を思い出し、逆ハの字の眉まゆ尻じりを下げる。

（……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。年寄りどもの戯言たわごとだ）

　小さく首を振ふり、男──牙焦ヤー・ジヤオは視線を下ろした。

〈御み国くに園えん〉。みすぼらしい玄げん関かんの横に、筆ふで書がきされた板が打ち付けられている。

　御国とは、キリスト教でいうところの神の国と、この孤こ児じ院いんを運営するミクニ神しん父ぶの名前をかけたもの──在ざい日にち華か僑きようのエージェントが作成した資料に、そんな注ちゆう釈しやくが記しるされていたことを、焦ジヤオはふと思い出した。

　──配置、完かん了りようです。

〈声〉に、焦ジヤオは背後へ横顔を向けた。グレーのトレンチコートに、ダークブラウンの帽ぼう子し。自分と同じ服ふく装そうをした部下が四人。そのうちの一人、精せい神しん感かん応のう力りよくを持つ男がうなずきを返かえしてくる。他の三人も、精神感応力者を通じて別行動する十七名も、皆みな《能力者パワーズ》だった。

　焦ジヤオは玄関へ向き直り、革かわ手て袋ぶくろに包つつまれた右手を呼よび鈴りんへ伸のばした。

　三度目のブザーで、擦すりガラスのサッシ戸の向こうに人ひと影かげが映うつった。

「──はい、はい」

　枯かれた声がしてすぐ、不ぶ用よう心じんにも戸が開かれた。

「どなたですかな？」

　白い杖つえを突つく司し祭さい服の老人が、目を瞑つむったまま焦ジヤオに訊たずねた。

「こんにちは、神父さま」

　日本語で答え、焦ジヤオは手袋を取った。

「私どもは、中ちゆう華か連れん邦ぽう大使館より参りました」

　差し出した焦ジヤオの手に、粉こ雪なゆきがふわりと乗った。




「──そうでしたか。盲めしいの私に代かわって、子供たちの面めん倒どうを見てくれているシスター・ヤギの知り合いという以外身分をお明かしにならず、色々と寄き付ふをしてくださいますので、よほど名のある慈じ善ぜん家かと思っておりましたが……外交官でございましたか」

　五人の訪ほう問もん者しやを先せん導どうしつつ、ミクニ神父は何度もうなずいた。

「あの方は、我われ々われの同どう胞ほうが多く世話になっているこの街まちで、何か役に立つことをしたいと常つね々づね……プライベートな時間を割さき、活動していらっしゃったのですが、急に仕事の都つ合ごうで帰国しなければならないことに──申もうし訳わけありません」

　作り話を続けながら、焦ジヤオは屋おく内ないに視線を走らせた。

　所々が剝はがれ掛かけたピータイルの廊ろう下か、粉こなを吹ふく天てん井じよう、左側は窓まどが連つらなり、廃はい品ひんを利用した遊具の置かれた裏庭が見える。右側には等とう間かん隔かくに並ぶ引き戸。子供たちが勉強する教室や寝しん室しつであることが、戸の上部に突つき出したプレートの文字からわかる。十年ほど前に永ながく廃はい屋おくとなっていた医院の一部を移い築ちくしたもの──資料ではそう記されていた。但ただし、古くガタがきているとはいえ、掃除そうじは行き届とどいている。

「お仕事の都合ならば、仕方ありません。どうか気になさらずに」

　言って、ミクニ神父が杖を止めた。

「ここです」

　廊下の突き当たり。引き戸ではなくドア。上部には〈遊ゆう戯ぎ室しつ〉と書かれた厚あつ紙がみが貼はってある。

「ホーさん」

　ミクニ神父はドアを開き、中にいる男へ声を掛けた。

「──崩義兄ボンイーゴーゴ」

　焦ジヤオが老人を押おし退のけ、男の本名を呼んだ。

「……焦ジヤオ、か」

　青いカーペットの敷しかれた十五畳じようほどの部屋の真ん中で、男が手にした本からゆっくりと顔を上げた。二十名余あまりの幼おさない子供たちが、寄より添そうように彼を囲かこんで座すわっている。東洋人を中心に、黒人、白人、ヒスパニッシュと人種は様さま々ざまだ。

「本を読んでやっていた。『伝奇チユアンチー』だ」

　男が赤茶に変色した古書の表紙を向けてみせる。『伝奇チユアンチー』は、中国唐とう代だいの奇きを伝つたえる書で、言うなれば昔話集のようなものだ。

「お前たち兄きよう妹だいにも、よく読んでやった……お前のお気に入りは〈崑崙奴クンルンヌー〉だったな？」

　男──牙崩ヤー・ボンは、一ひと重えまぶたの目を細め、焦ジヤオを見み据すえた。

　焦ジヤオは、雫シユイデイと七つ違ちがいの次じ兄けい。武に秀ひいでた長ちよう兄けいらとは対照的に、文を得意とするインテリ肌はだの青年である。故ゆえに、牙ヤー一族の請うけ負おう任にん務むのうち、数少ない表の仕事を任まかされていた。

「ほう……珍めずらしいな。お前が裏を任にんじられてくるとは──外は十七人か」

　質問に答えぬ顔見知りから視線を外し、崩ボンは窓へ目をやった。窓外に、怪あやしい人ひと影かげは見えない。彼は、自らの《力》で潜せん伏ぷくする工作員たちの思考を数えたのだ。

「副主席が──曹海嘯ツアオ・ハイシヤオが自決されました」

　焦ジヤオの言葉に、崩ボンのまぶたがぴくりと動いた。

「彼は、米帝てい国こくと通じていた裏切り者でした。〈統星天女ドミニオン〉に関する一いつ切さいの情報は、米国の情報機関がもたらしていたもの──今回の作戦は、アジア世界の団結を阻はばもうと目もく論ろむ米国によって仕組まれた陰いん謀ぼうだったのです」

「アジアの団結を阻む、だと？　我々のしてきたことが、そんな大おお仰ぎようなことになると？」

　崩ボンの目が、再び焦ジヤオを見み据すえる。

「いえ、してきたことではなく、これからしようとしていることが、そうなると……病院での、曹ツアオの最さい期ごの言葉です。私たちは彼に唆そそのかされ、〈統星天女ドミニオン〉奪だつ取しゆではなく、本物のテロをやらされようとしていた。連邦と日本が新友好条約締てい結けつを模も索さく中ちゆうであることを、この街が両国の懸かけ橋はしのひとつであることを知らされていなかった。米国にとって、日本が連邦に組みすることは、対アジアの軍ぐん事じ拠きよ点てんを失うしなうことに等ひとしい。奴やつらは、それをどうしても阻みたかったのです。だから──」

　焦ジヤオは息を継つぎ、義ぎ兄けいと慕したう男を見つめ返した。

「──作戦中止が決定されました。曹海嘯ツアオ・ハイシヤオとの繫つながりが否定されるまで、作戦参加した全すべての工作員を一時拘こう束そくの上、速すみやかに帰国するようにと」

「……なるほど」

　崩ボンは本を閉じ、ゆらりと立ち上がった。薄うす汚よごれた功夫クンフー服。膝ひざの部分に巻まかれた包ほう帯たいに朱しゆが滲にじんでいる。

「崩義兄ボンイーゴーゴ」

　声を穏おだやかにして、焦ジヤオが言った。

「あなたは、潔けつ白ぱくですよね？」

　懇こん願がんの眼差まなざしで、答えを待つ。

「焦ジヤオよ」

　崩ボンの口元に笑えみが宿やどった。

「そうだと言えば、お前は満まん足ぞくするのか？」

　嘲ちよう笑しようを含ふくんだ冷つめたい響ひびきが、語ご尾びを揺ゆらした。

「──あなたを国家反逆罪の容よう疑ぎで逮たい捕ほする」

　表情を強こわばらせ、焦ジヤオが宣せん告こくした。

　四人の部下がトレンチコートの下から短たん機き関かん銃じゆうを取り出し、崩ボンへ向ける。

　恐きよう怖ふした子こ供どもたちから、悲ひ鳴めいがあがった。

「な、何です。あなたたちは？　子供たちには手を──」

　ミクニ神父の抗こう議ぎは、銃じゆう尻じりの一いち撃げきで封ふう殺さつされた。

「抵てい抗こうは無む駄だとお知り下さい、崩ボン同志。あなたの《力》をもってしても、至し近きんと窓外より発はつ射しやされる銃じゆう弾だんの雨を読み躱かわすことは不可能なはず」

　焦ジヤオが言った。抑よく揚ようを消した事務的な口くち調よう。

「確たしかに……全員の思考を一度に読むのは、骨が折おれる。だが、焦ジヤオよ。部下を敷しき地ち内ないに集めたのは、失しつ策さくだな」

　崩ボンは、手にした『伝奇チユアンチー』の書を胸むねに抱だいた。閉とじられた本の背から、針はりのような金きん属ぞくが突つき出ている。

「──Ｃ４α！　起き爆ばくスイッチだっ！」

　崩ボンの思考を読んだ精神感応力者が、企たくらみを暴ばく露ろした。

　Ｃ４αは、高性能爆薬に可か塑そ剤ざいを加くわえ粘ねん土ど状じようにした、いわゆるプラスチック爆ばく弾だん。煉れん瓦がサイズで一いつ戸こ建だて住宅を木こっ端ぱ微塵みじんにできるほどの破は壊かい力りよくを持つアーミーボムだ。

「仕し掛かけた量は二十キロ弱といったところか。この本にあと少し力を加えれば、各起爆装置が連れん鎖さ式しきで作動する。誰だれ一人として、逃にげる暇ひまはない」

「ボ、崩ボンの言ってることは本当です──おい、絶対に撃うつんじゃない！」

　精神感応力者が喚わめきたてた。後半部分は、外にいる仲間たちへ送った警けい告こくだ。銃弾で爆破を止めるのは至し難なん。たとえ急所に命中させたとしても、筋肉の反射運動で起爆スイッチが押おされてしまう可能性が大だからだ。

「狼狽うろたえるな！」

　浮うき足あし立つ部下を、焦ジヤオが一いつ喝かつした。

「……私の《力》をお忘わすれか、崩ボン同志」

　空気が、焦ジヤオの周まわりでバチバチと爆はぜた。

「私なら、あなたを一いつ瞬しゆんで灰はいにできる。この狭せまい空間では、あなたに逃にげ場はない」

「〈焰撃ヤンジー〉か。私の反射神経とどちらが迅はやいか、勝負するのも一いつ興きよう……が、それ以前に、お前にはできんよ、焦ジヤオ」

　言って、崩ボンは自分を囲かこむ子供たちを見回した。

「この子らは、犯はん罪ざい絡がらみで親を喪うしなった孤こ児じ。戦争で両親を惨ざん殺さつされたお前たち兄妹と、いわば同じ存在だ。お前の〈焰撃ヤンジー〉は、高速で酸さん素そを燃ねん焼しようさせる念力発火能力。しかし、私を跡あと形かたもなく消すには、この子らの居いる空間も焼かねばならない……やれるのか？」

「や、やれるとも！」

　焦ジヤオが声を戦慄わななかせた。にわかに空気が震ふるえ、室内の温度が急速に上じよう昇しようしていく。

　何人かの幼よう児じが異変を感じ、泣きだした。

　焦ジヤオははっとなり、視線を下げた。寄より添そう幼おさな子ごらに、自分たち兄妹の過去の姿を重かさね見て、《力》を押おし止とどめる。

「やはり、お前には無理だ」

　首を振ふり、崩ボンが言った。

「弟の空コンなら、躊ちゆう躇ちよなく《力》を使っただろう。目的を果はたすためには、鬼おにとなるべし。鬼と化して果はたせねば、其そは己おのれが技わざの未み熟じゆくなり。空コン然しかり、響シヤン然り……だが、犬死にではない。熟した技を持ちながら、鬼となれず死をみることこそが、犬死に──お前がそうさ、焦ジヤオ」

　崩ボンは、起き爆ばくスイッチを仕込んだ本を高く掲かかげた。

「は、班はん長ちよう！　早く彼を──！」

　部下が叫さけんだ。

「崩ボン同志──いや義兄にいさんっ、あなたにだって、できないはずだ！　かつて、あなたは、他よ所そ者ものとして虐しいたげられた幼い私たちを事あるごとに庇かばってくれた！　そのあなたが、子供たちを巻まき添ぞえにできるはずがない！」

　焦ジヤオは一いち縷るの望のぞみを持って、説せつ得とくを試こころみた。

　崩ボンがうな垂だれ、本を持つ手が胸むな元もとへ戻もどった。

「……できるんだよ」

　くぐもった声が、下を向く崩ボンから湧わいた。両りよう肩かたが大きく震ふるえ、短たん髪ぱつの頭がゆっくりと上がる。

　崩ボンは笑っていた。口こう角かくをいっぱいに広げ、細くした目を吊つり上げ、しかし、声をあげることなく、笑っていた。

「……私の目的を阻はばもうとする者は、誰だれであろうと赦ゆるさない……彼と会うために必要であれば、私は──」

〈鬼〉の手が、『伝奇チユアンチー』の書を握にぎり潰つぶした。

　閃せん光こうと、その後に続く紅ぐ蓮れんを、その場にいた全員が目まのあたりにした。

　午後三時二十九分。

　老おいた神の僕しもべと二十四人の小こ羊ひつじ、そして大陸からの異教徒たちを吞のみ込こんだ爆ばく炎えんが、轟ごう音おんと共に地表を蹴けりつけ、凍こおりつく黄色い空へと立ち上った。




　　　　◆




　フロントガラスの向こうで、明めい滅めつを続ける赤せき色しよく灯とうの群むれが、夕ゆう闇やみに映はえていた。

　警察と消防、それを遠巻きにする報道関係車両が囲かこむ、百平へい米べい余りの土地には、数時間前まで古ぼけた教会と併へい設せつの孤こ児じ院いんが建たっていたという。だが、今は彼方かなたを見通せる空間しかなかった。強力な軍用爆ばく薬やくが、地上に在あったもの全すべてを消し飛ばしてしまったのだ。

　推すい定てい犠ぎ牲せい者しや数すう四十。内の二十五名、教会と孤児院の関係者の遺い体たいは形として残っていない。身体からだのごく一部から数が割わり出された、その他十数名の身元は未いまだ不明。但ただし、公式には、だ。

「うー、寒い、寒い。まぁた、降ふってきやがったぜえ」

　運転席側のドアが開き、声と冷気が乗り込んできた。

「──ほれ」

　粉雪を肩かたに乗せた青年が、ポケットから取り出した缶かんコーヒーをナビゲート席の少年へ放ほうる。

「……違ちがうぞ、エイジ」

　缶コーヒーに印いん刷さつされた〈無む糖とう〉の文字を見て、ショウゴが言った。

「え……っと、あ、悪わりい」

　運転席に座すわったエイジが、反対のポケットから〈シュガー×２〉と印いん刷さつされた缶を取り出し、交こう換かんする。

「──で、どうだった？」

「どうも、こうも……」

　答えつつ、エイジは缶コーヒーを開いた。一口飲んで、息をつく。

「……ビッグママの言う通り、崩ボンっていうテロリストのリーダーがあの孤児院に潜せん伏ぶくしてたのは確かだな。にしても、ひでえモンだぜ。子供たちの遺い体たいは、見つかっても炭すみ屑くずくらいだろうってよ」

「奴やつが、自爆したのか？」

「そいつは、まだわかっちゃいねえ。けど、身元不明の死体の欠片かけらは、中ちゆう華か連れん邦ぽうの工作員らしい。一時間くらい前、連邦から非公式に連れん絡らくがあったんだと。それで、警察を装よそおった公安の連中がうじゃうじゃいるってわけだ。今、連邦が寄よ越こしたＤＮＡデータと照しよう合ごうしてる最中だそうだが、九割方間ま違ちがいないってさ」

「やけに口が軽いな」

　ショウゴが公安職員からの情報を訝いぶかる。

「焦あせってるのさ。〈上〉は今回、大国に遠えん慮りよしてテロリスト絡がらみの執しつ行こうに介かい入にゆうしようとしなかった。ところが、今になって、中華連邦から協力要よう請せいだ。何でも、奴らは連邦の中ちゆう枢すうにいた米国のスパイとつるんで行動してたらしい。で、親玉は逮たい捕ほの直前、自殺。全容解明のためには、こっちにいる実行部隊の残ざん党とうを一人でも多く拘こう束そくする必要がある。八方美人の策略国家日本にとっちゃ、隣りん国ごくに貸かしを作る絶ぜつ好こうのチャンスだが、時間に余よ裕ゆうがねえ。グズグズしてると、米国が口くち封ふうじに動きだす。そこで──」

「──俺たちにも、か」

　苦にが笑わらいが、ショウゴの口元に浮うかぶ。

「連中、俺らにタダ働きさせるつもりなんだよ」

　エイジは缶コーヒーの残りを呷あおった。

「今回は、〈上〉からの正式な依い頼らいじゃない。それに、俺たちゃ、もう十分に協力してるんだ。無視してもいいんじゃねえか……？」

　キーに手を掛かけつつ、ショウゴをちらりと見やる。

　目に見える戦いの傷きず痕あとは、缶コーヒーを持つ左手。グローブの薬指と小指部分がだらりと下がっている。精せい巧こうを極きわめた義ぎ手しゆは一日程度で修しゆう復ふくできるものではない。しかし、それは、ダークブルーの革かわつなぎに包つつまれた肉体も同じ。傷口は塞ふさいであるものの、ビッグママとの戦せん闘とうで受けたダメージは左手以上だ。

「こいつは──」

　缶コーヒーへ目を落とし、ショウゴが言った。

「俺個人の問題でもある……すまんな、エイジ」

「だぁー、もう、しんみりすんなよ！　あんたが今回の件を無視するなんて、最初ハナから思ってねえって。タケルのこともあるしよ」

　エイジはキーを回すと、ギアを切り替かえた。

「ま、〈上〉に貸かし作っとくのも悪くねえしな」

　アクセルを踏ふみ、赤く色づく爆ばく破は現場を後にする。

　エイジの携けい帯たい無線が鳴ったのは、電動機関式エレキカローラが国道へ出てすぐだった。

「──ンだってぇ？　そんだけ雁がん首くび揃そろえて何やってたんだよ！」

　無線機をとって十秒もしないうちに、エイジが怒ど鳴なり声をあげた。

「ああ？　言いい訳わけすんなって！　こっちでも捜さがしてみるからよ！」

　エイジは無線を切り、ふんと鼻はなを鳴らした。

「どうした？」

「スクラップ置場で確かく保ほしたテロリストの仲間──公安が、一時的に移民局の収しゆう容よう施し設せつに入れて監かん視ししてたんだが、うち一人に逃にげられちまったそうだ。女っていうか、娘むすめっこがいただろ？　逃げたのはそいつ。手引きした奴やつがいたらしいが、面つらははっきり見てねえとさ」

「他の連中と合流するつもりかもしれない」

　雪を払はらうワイパーを見つめ、ショウゴが言った。

「だろうな」

「手て掛がかりは？」

「公安は何も摑つかんじゃいねえが、こっちには有力な情報源がある」

　得とく意い気げなエイジの顔がルームミラーに映うつる。

「例の色男か」

「ああ。下水道で倒たおした後、俺の伝つ手てで匿かくまってたんだが、意い識しきが回復するまであの女レポーターが付きっきりでよ」

　ルームミラーに映る顔がしかめ面つらになる。

「ンで、裏ワザで亡ぼう命めいさせてやるって言ったら、何でも聞いてくれって」

「わかったことは？」

「奴らは、〈主天使ドミニオン〉を操あやつる執しつ行こう代だい理り人にん──つまり、あんたのことだな──を拉ら致ちするために派は遣けんされたそうだ。少なくとも、あの色男はそういう作戦と聞かされていたらしい。それで、派は手でなデモンストレーションをやって誘おびき出そうとしてたわけだ。第一弾だんがターミナルステーション占せん拠きよ事件。これ絡がらみの執行で見つからなければ、さらに大きな事件を起こす予定だったそうだ」

　後続車のライトがルームミラーを白く染そめた。エイジがハンドルを左へ切り、法定速度を遵じゆん守しゆできないトラックに道を譲ゆずる。

「──具体的にどんなことをやるのかは、奴も知らなかった。ただ、使用するのはでかい乗り物で、広い場所をターゲットにすると聞かされていたそうだ」

「……でかい乗り物……広い場所……」

　ショウゴが呟つぶやきを落とす。

「……鉄道、空港、港──おおざっぱにしか、的まとを絞しぼれないな……エイジ？」

　近づいてくる交差点から視線を外はずし、相あい棒ぼうを窺うかがう。

「わあってるって。今度こそ、ばっちり視みてやるさ」

　ブレーキを踏ふみ、エイジは赤信号を見上げた。瞳ひとみが上下左右に動きだし、現在から派生する未来の光景をひとつひとつ検けん索さくしていく。

　短い、後続車のクラクション。

　エイジの瞳が止まった。青信号に反はん応のうし、右足がブレーキペダルから外される。

「──視みえたのか？」

　ショウゴの問い掛かけに、エイジははっと我われに返り、ハンドルを右へ切った。ブレーキ音とクラクション、数人分の罵ば声せいを知らんぷりで置き去りにし、国道と交差する旧県道へ車を進ませる。

「無む茶ちやするなよ」

　遠ざかる交差点を振ふり返り、ショウゴが言った。

「危あぶなく、道を踏ふみ外すトコだったぜ」

　エイジが意味不明の言葉を返す。

「いや、何……すんなり、こっちへ進んでねえと会えなくなるからよ」

「どういうことだ？」

「この道へ入れば、俺たちが行くべき先を知る人物に会える──予知映像ん中で一番まともそうなヤツを選んでみたんだ」

「ひょっとして……」

　ショウゴは首を左へ傾かしげ、バックミラーを覗のぞいた。

「……今のがそうじゃないか？」

「へ？」

「ヒッチハイカーがいたようだが」

「おい、おい！」

　エイジは急ブレーキを踏ふみ、ギアをバックに入れた。猛もうスピードで後退し、脇わき道みちへ去さりかけたヒッチハイカーをクラクションで呼び止める。

「あ、あんた！」

　後部ドアを開いた人物を見て、エイジが声をあげた。

　ビッグママだ。汚よごれ切った修しゆう道どう衣い姿で後部座席に乗り込んでくる。

「要入院の怪け我が人にんだってのに、あんたも脱だつ走そうしてきたのかよ？」

　ビッグママはうつむいたまま、何も答えない。大きな身体からだが小さく震ふるえている。

「孤こ児じ院いんのこと……知っちまったんだな？」

　ショウゴの問い掛けに、一いつ瞬しゆん、震えが止まる。

「……どこへ行きたい？」

　ショウゴは、質問を変えた。

　対向車のライトの光が車内へ飛び込み、涙なみだに濡ぬれる美び貌ぼうを照らしだす。

「……空港」

　色いろ褪あせた唇くちびるが、ぽつりと告つげた。

「だが、あいつは、もう──」

「生きてるわ」

　かすれ声で、ショウゴの台詞せりふを遮さえぎる。

「死んでるなら、必ずわかる」

　膝ひざに置かれた大きな手が、スカートを握にぎり締しめた。

　ショウゴは敢あえて問とい質たださなかった。同じ〈鵺ヌエの皮〉をまとう者ゆえか、ショウゴもまた、崩ボンが──カトリ・ヒロキが死んでいるとは思えなかったからだ。

「外は寒かったろ？」

　ショウゴはまだ開けていなかった缶かんコーヒーを、ビッグママの膝に置いた。

「だいぶ、温ぬるくなっちまったが、少しは暖あたたまる」

　言って、ショウゴは正面へ向き直った。

「出してくれ、エイジ。行き先は──キサーズ国際空港だ」

「オーケイ」

　シフトレバーを弾はじき、エイジが答えた。

　走りだしたエレキ・カローラの後部座席で、缶コーヒーのプルトップを開く音が小さく響ひびいた。








九　鎮ちん魂こん









　二月十三日。

　キサーズシティ、南一区。キサーズ国際空港。

　夜が明けつつあった。

　雲と晴れ間の同どう居きよする黄色い空そら模も様ようが、立ち籠こめる朝あさ靄もやの中を進む〈エレファント〉のコクピットからかすかに望のぞめる。

〈エレファント〉は、《災さい厄やく》以前に、米国のボーイング社が製造した民間用大型輸送機で、全長九十メートル、ジャンボ旅りよ客かつ機きが別のもう一機を丸まる吞のみしたようなユーモラスな形状をしている。機首は、象ぞうというよりバンドウイルカに似にており、貨物積つみ込こみの際には、それが蓋ふたの如ごとく持ち上がり、巨きよ大だいな腹の中を曝さらけ出す。

　フライト日び和よりとは言い難がたいコンディションだった。視界は不良、滑かつ走そう路ろには、未明まで断続的に降ふっていた雪がうっすらと積つもっている。通常なら、天候回復と滑走路整備のため、待たい機きさせられるところだ。しかし、離り陸りく準備に入った〈エレファント〉に対して、管かん制せい塔とうからの特別な指示はなかった。既すでに、空港の要職に就つく何人かと話がついているからだ。

『──こちら第二管制塔。貴機はそのまま前進し、第３３滑走路へ入られたし……ご心配なく。特別に除じよ雪せつを終わらせてあります』

「Ｅ－８０５便、了りよう解かいした」

　黒のラバースーツに身を包つつんだパイロットが、腕うで組ぐみしたまま応こたえた。離陸直前まではコンピューター任まかせでいいので操そう縦じゆう桿かんを握にぎる必要はない。

「……いよいよですね、崩ボンさん」

　コクピットへ現われた男が、パイロットへ声を掛かけた。横よこ幅はばの広い金きん髪ぱつの男。ミラーグラスを掛けた顔は、お世せ辞じにもスマートとは言えないモンゴル系。しかし、英語の喋しやべりは流りゆう暢ちようだ。

「クリス、か」

　操縦席のシートが下がり、百八十度向きを変えた。

「……何しに来た？」

　薄うすい唇くちびるが、低い声を紡つむぎだす。

「何しに、ですと？　そいつはお言葉ですな」

　男は大げさに首を振ふり、両手のひらを返してみせた。

　西洋かぶれのジェスチャー。米国へ寝ね返がえった中国人は、必ずといっていいほど自みずからの人種を否ひ定ていし、米国人になりきろうと努力する。外見、習しゆう慣かん、宗しゆう教きよう……。だが、いくら努力しても、米国人──その中心である白人にとっては、色の違ちがう連中──特に東洋人は異民族でしかない。政府や軍や諜ちよう報ほう機き関かんにおいて、一定以上の要職には決して就つけないのがいい例だ。それでも、彼らは白人になろうと努力する。盲もう目もくぶりに、崩ボンは哀あわれを感じた。

「作戦の手助けに参まいったのですよ。曹ツアオ氏の派は遣けんした工作隊はほとんど壊かい滅めつ状じよう態たいだ。実際、あなたも、あの爆ばく発はつで死んだものと……一体、どんな魔ま術じゆつを使ったのです？」

　クリス・チャンは口元に愛あい想そ笑わらいを浮うかべ、斑まだら模様の火傷やけど顔がおをグラス越ごしにまじまじと見つめた。火傷といっても表皮だけで、重度のものではない。髪かみもわずかに焼けて縮ちぢれている程てい度どだ。とても、建たて物ものを消し飛ばしたほどの爆発の只ただ中なかにいたとは思えない。

「魔術など、この世に存在しないさ。仕掛けた爆薬の位置と連れん鎖さの順番を知っていれば、焼かれる前に脱だつ出しゆつできる。もっとも、そんな芸当ができるのは、俺おれか禽チンの奴やつくらいだろうがな」

　崩ボンが言った。

「なるほど……いや、さすがは曹ツアオ氏の懐ふところ刀がたな、私などとは格が違う。大したお方だ」

　へり下った物言いをして、チャンがうなずく。

「だが──」

　一ひと重えまぶたの目が、ミラーグラスを見み据すえた。

「もしも、この機が作戦中に墜つい落らくするようなことになれば、私とて生せい還かんは不可能だ」

　崩ボンの言葉に、チャンの笑え顔がおが固かたまる。

　米国と通じていた〈天てん帝てい院いん〉副主席・曹海嘯ツアオ・ハイシヤオの目的は、新友好条約締てい結けつを模も索さくする中日の関係を悪化させることにあった。彼はまず、〈主天使ドミニオン〉の存在確かく認にんという形で日本へ工作員を送り込むことを〈天てん帝てい院いん〉に認みとめさせ、最終的に彼らを使って本物のテロを行なう計画をたてていた。それが、〈エレファント〉を使用したキサーズシティ西地区への空くう爆ばくだ。西地区には、面積の三分の一を占しめるチャイナタウンの他ほか、そこに住む中ちゆう華か連れん邦ぽう工作員と秘ひ密みつ裏りに接せつ触しよくを重かさねるシティの日本側管理政府が置かれている。ここを空爆で叩たたけば、中日の関係改善は十年は遅おくれる。そして、空爆を終えた〈エレファント〉は工作員もろとも不慮の事故でチャイナタウンへ墜落し、彼らは独どく断だんでテロに走った裏切り者として死し亡ぼうする──。

　くだらないシナリオだ。かつて曹海嘯ツアオ・ハイシヤオの真意を読み取った時、崩ボンは思った。〈キョウト危機〉後、大陸へ渡わたり流る浪ろうを続けていた彼を、〈鵺ヌエ童ワラシ〉の生き残りであると承しよう知ちの上で麾き下かに加えた曹海嘯ツアオ・ハイシヤオは、崩ボンの《力》をただの精神感応力であると誤ご解かいしていた。つまり、頭の中を触さわられるような独特の感覚がなければ、心を読み取られてはいないと勘かん違ちがいしていたのだ。曹ツアオは崩ボンとの接せつ触しよくの際には細さい心しんの注意を払はらっていたが、崩ボンにとって、曹海嘯ツアオ・ハイシヤオのの心は初めから丸まる裸はだかだった。

　崩ボンは偽ぎ装そうテロ作戦に参加はしたが、その真の目的には興きよう味みはなかったし、当然、空爆をする気などなかった。彼の目的は、〈主天使ドミニオン〉を操あやつる《宇宙そら還がえり》に会うこと。それが果たされた時、恐おそらく自分の生は終わる──そう考えていた。しかし、曹ツアオが死に、空爆を実行する意味がほとんどなくなった今になって、崩ボンは爆ばく撃げき機きのコクピットに座すわっている。

「ハハ、墜落などありえませんよ。作戦が終しゆう了りようしたら、機はキサーズ米軍基地に一時着陸。乗員脱だつ出しゆつ後ごすぐに爆発させ、あなた方は死し亡ぼうしたことにする。ほとぼりが覚めたら、米国での新しい人生が待っています」

　固まった笑え顔がおを懸けん命めいに崩くずし、チャンが噓うそを並べたてる。彼の任にん務むは、崩ボンら中華連邦工作員たちの監かん視しと誘ゆう導どう。全員を〈エレファント〉へ乗せ、離り陸りくさせたら完了だ。この任務には彼の今後の出しゆつ世せが懸かかっていた。

（くだらん）

　チャンの心中を垣かい間ま見、崩ボンは眉み間けんを歪ゆがめた。が、そのくだらない任務に協力しようとしているのも、また事実だ。

　崩ボンにとって、この空爆は目的を果はたすための最後の賭かけだった。偽ぎ装そうテロ部隊の逮たい捕ほに赴おもむいた牙焦ヤー・ジヤオらが返かえり討うちに遭あったことで、中華連邦政府は止やむなく日本政府に非公式の協力を要よう請せいしているだろう。と、なれば、あの男が出てくる可能性が高い。米国の覆面軍隊アンダーカバーアーミー〈黒船ブラツクボート〉を一夜にして壊かい滅めつさせた《宇そ宙ら還がえり》の執しつ行こう代だい理り人にん──彼が、崩ボンの捜さがし求もとめる人物であるという確かく証しようはない。別人なら、望みは絶たたれる。もしそうなれば、生きていることなど無意味だ。自決した曹海嘯ツアオ・ハイシヤオの目もく論ろみ通りに、〈エレファント〉と運命を共にするつもりだった。

『──こちら第二管かん制せい塔とう。第３３滑かつ走そう路ろ上に障しよう害がい、Ｅ－８０５便は一いつ旦たん、停てい止しして下さい』

　音声が、コクピット内に響ひびいた。

『──……おい、どうして〈ムカデ〉が侵しん入にゆうしてるんだ？』

　管制塔内の問答が、聞こえてくる。

〈ムカデ〉は、コンテナ輸送車の通つう称しようだ。離陸使用直前の滑走路を走ることなどありえない。

「……来たか」

　崩ボンは独ひとりごち、シートを回転させた。

「来た？　一体、誰だれが？」

「愚ぐ問もんだぞ、クリス」

　通信チャンネルを切り替かえ、崩ボンが言った。

「〈エレファント〉の進路を阻はばむ者は、敵でしかない──禽チン、聞こえるか？」

　百トン超ちようのＨＭＸ爆ばく弾だんと共に〈エレファント〉の腹の中で待たい機きしている同どう胞ほうへ呼よび掛かける。

　牙禽ヤー・チンと彼を護ご衛えいしていた数名の警けい護ご班はんメンバーは、まだ、曹海嘯ツアオ・ハイシヤオの裏切りと自決を知らない。作戦続行中と信じ、崩ボンと合流したのだ。

「最後の客が、外にいる。任まかせて、大だい丈じよう夫ぶだな？」

『──けけっ、当たり前だろうがよぉ』

　禽チンが答え、一方的に通信を切った。

「ならば、私も出よう。こういう事態に備そなえ、一チーム率ひきいてきている」

　チャンが援えん護ごを申し出る。

「ご自由に」

　崩ボンは素そっ気けなく答え、操そう縦じゆう桿かんに手を掛けた。

　禽チンら残存工作員七名に、チャン率いる十名。最後の客の正体を見み極きわめるには、ちょうどいい戦力だ──崩ボンは思った。彼らに仆たおされるようであれば、それは自分の待つ人物ではない。

　──パイロットシステム、オートからマニュアルへ移行。

　計けい器き盤ばんのディスプレイ上に、文字が打ち出された。

　操縦桿のロックが外れ、崩ボンの手の中に重みが生じる。

　崩ボンは、遥はるか下方に見えてきた矢や印じるしに従したがい、〈エレファント〉の鼻先を左へ振ふった。

『──Ｅ－８０５便、停止して下さい。障しよう害がい物ぶつが進路を塞ふさいでおり、危険です』

　緊きん急きゆう回線を使った通信が、第二管制塔から入った。

「こちら、Ｅ－８０５便。障害物はこちらで排はい除じよする……保身を望むなら、これから先は目と耳を塞いでいろ」

　買ばい収しゆう済ずみの管制官へ警告し、崩ボンは滑走路を見み据すえた。

　朝あさ靄もやに煙けぶる長く巨きよ大だいな３３のペイント。その上を、複数の人ひと影かげが駆かけていく。

（──雪？）

　フロントガラスに張りついた白い欠片かけらに気づき、崩ボンは黄色い空へ目を向けた。

　粉雪がちらちらと舞まい降おりている。

（……最さい期ごにふさわしい演出だ）

　火傷やけどで引きつれた顔に、ぎくしゃくとした笑えみが浮うかんだ。




　　　　◆




　四角い鉄の箱が、第３３滑かつ走そう路ろを横切るように並んでいた。キサーズ国際空港のシンボルマークである朱と鷺きをペイントしたコンテナ群。一番右みぎ端はしでフロントを向ける牽けん引いん車両の中に、ドライバーの姿は認められない。

　──散ちれ。

　猿さる顔がおの小男の〈命令〉で、抗こう弾だん素そ材ざいのラバースーツを着た男たちが左右へ展てん開かいした。彼らの手にする得え物ものは、Ｍ１Ｌ１突とつ撃げき銃じゆう。五つの銃口が特とく徴ちようの人民解放軍制式銃だ。しかし、片手に提さげただけで構えてはいない。

　相手が、もしも目的の男──〈統星天女ドミニオン〉を操くる執しつ行こう代だい理り人にんなら、殺さずに捕とらえる必要があるからだ。銃はあくまで威い嚇かくのため。もとより、彼らにはそれすら必要なかった。全員が、緩かん急きゆう自じ在ざいの《力》を持つ攻撃型オフエンサーの《能力者パワーズ》だった。

（けけけっ、今度こそ当たりを引いてやるぜぇ）

　猿顔を歪ゆがめ、牙禽ヤー・チンは腰こしに吊つるした暗あん器き・子し母ぼ鴛えん鴦おう鉞えつを両手に取った。

『──ストップだ』

　禽チン率いる《能力者パワーズ》たちの後方をＶ字隊形で進んでいた十人の耳に、指し揮き宮かんクリス・チャンの音声が流れた。

　物もの々ものしい防具に身を固める彼らの姿は、アメリカンフットボールのプレイヤーにも似ていた。二メートル近い身みの丈たけ、逆三角の巨きよ体たい、但ただし、ヘルメットのシールド越ごしに覗のぞく目はどれも精せい彩さいがなく、見る者に魯ろ鈍どんの印いん象しようを与あたえる。

　米軍の極ごく秘ひ研究施し設せつＧ－０アイランドで開発が進む強化兵士の失敗作──コードネーム〈灰色熊グリズリー〉。チャンはそう聞かされていた。彼らに、自分の意志はない。チャンと同じく、身体からだの五十パーセント以上を疑ぎ似じ生せい体たいと精せい密みつ機き械かいで補おぎなういわゆる半機械サイバーということだが、脳のう神しん経けいの一部に手が加えられている以上、その定義からも外はずれる。

　公おおやけには存在を許ゆるされず、廃はい棄きの運命にあった彼らをチャンが部下として引き取ったのは、決してセンチメンタルな感情によるものではない。裏切らず、死なせても上司の責任を問われない、使い捨ての利きく強力な持もち駒ごま──出世を急ぐチャンにとって、彼らは好こう都つ合ごうの部下なのだ。

『〈ボトル〉、チャージ』

　チャンの命令で、〈灰色熊グリズリー〉たちが一いつ斉せいに唸うなりをあげた。低い獣けもののそれではなく、甲かん高だかい金きん属ぞく音おん。発生源は、彼らの肩かたや腰などに直接装そう着ちやくされたブランデーボトルのような銀の物体。それらは、かつて〈黒船ブラツクボート〉部隊が使った指向性兵器〈ビール樽だる〉を小型、軽量化した高出力レーザー照しよう射しや砲ほうだった。

『わざわざ、撒まき[image: 餌]えどもを援えん護ごする必要はない。獲え物ものが[image: 餌]えさに食くいつくまで待機だ』

　戦場の最後方で立ち止まり、チャンは自らも、両脇わき腹ばらに取り付けた〈ボトル〉へエネルギーチャージを開始した。




　少年を初めに見つけたのは、左さ翼よくをいく《能力者パワーズ》の一人だった。

　滑かつ走そう路ろに横たわる〈ムカデ〉の背の真ん中に、少年は静かにたたずんでいた。光こう沢たくのあるダークグリーンのジャケットとパンツ。上着の下は黒いシャツで、抗こう弾だんベストの類たぐいは着ていない。武装は、右手に握にぎった拳けん銃じゆうのみだ。

（脅おどかしやがって、ただの餓ガ鬼キじゃないか）

　念動力者が《力りき場ば》をまとった。作戦目標が少年であるはずがない。となれば、手て加か減げんは無用だ。練ねり上げた《力》を投げつけ、コンテナごと押おし潰つぶすつもりだった。

　他の《能力者パワーズ》たちも、同じだった。物ぶつ体たい賦ふ活かつ能のう力りよく者しやが、念ねん力りき発はつ火か能力者が、帯たい電でん能力者が、次々と《力》を発現させて前進した。もしも、透とう視し能力者がこの場にいたら、内部に人を収おさめた巨大なシャボン玉が、さらに膨ふくれながら転がっていく光景を目にしただろう。

　やがて、互たがいの《力場》が干かん渉しようしあい、《能力者パワーズ》間の空気に静電気が生じた。

《力》を直接目標へ及およぼす場合、《力場》を拡かく張ちようし、相手を内に入れなければならない。別名《領域テリトリー》とも呼ばれるものだ。その範はん囲いは、精神感応力者や透視能力者など防御型デイフエンサーほど広く、攻撃型オフエンサーは狭せまい。つまり、後者は相手への接近が必要なのだ。少年へと近づく《能力者パワーズ》たちが火器を携けい帯たいしているのは、その欠点を補おぎなうためでもある。しかし、彼らは相あい変かわらず得え物ものを構かまえてはいなかった。武術家を自じ認にんする彼らは、元々火器に頼たよることを潔いさぎよしとしないからだ。状じよう況きようが許ゆるすのなら、己おのれの力で敵を仆たおす──それが牙ヤー一族の共通した考えだった。

「お前たちの首しゆ魁かいは死んだ」

　突とつ然ぜん、少年が言った。淀よどみのない英語。

「これ以上の戦いは無む益えき。おとなしく、故く国にへ帰れ」

「戯言たわごとを言うな！」

　帯電能力者が怒ど鳴なり、髪かみを逆さか立だてた。

　少年が哀かなしそうに目を伏ふせ、そして、上げた。

　妖あやしげに光る、深しん紅くの瞳ひとみ。

　紅あかい軌き跡せきを残して、少年の身体からだが宙ちゆうへ浮うく。が、それは錯さつ覚かくだった。少年は浮いたのではなく、下から担かつぎ上げられたのだ。少年を肩かた車ぐるまするのは、遠とお目めにも巨おおきな修道女シスター。しかし、ロザリオは提さげていない。代かわりに提げているのは、両手のＭ６０Ｅ３。重量八キロ超ちようの汎はん用よう機き関かん銃じゆうだ。

「ざっと見て、六、七人。半分以下になれば、私一人の手に負おえる」

　呟つぶやくように言って、修道女シスターは二に挺ちようの機関銃を軽かる々がると構えた。

「手に負えるだと？」

「笑わせやがるっ」

「銃など、我々の《力》の前には無力だ」

　口々に喚わめき、《能力者パワーズ》たちが練ねった《力》を投げつけた。

　空間に歪ゆがみが疾は走しり、朝あさ靄もやが焼け、粉雪が稲いな妻ずまに蹴け散ちらされた。

　それきり、何も起こらなかった。

「《力》が打ち消されたっ？　これは……《宇そ宙ら還がえり》の──？」

　念動力者の声がかすれた。

　無傷の〈ムカデ〉の上で、少年を肩車した修道女シスターが〈アーメン〉と唱となえた。

《能力者パワーズ》たちにとって、武術家の誇ほこりが仇あだとなった。銃を構えていなかった彼らは、ほとんど一方的に、Ｍ６０Ｅ３の放つ大だい口こう径けい弾だんを食らって地べたを跳はねた。

「前方に敵てき影えい──いいか？　イサミ」

　少年──ショウゴは、自分を担かつぐ修道女シスター姿の男を、紅あかい瞳ひとみで見下ろした。

「こっちは、あと二人……いいわ、向こうをお願い」

　左の機関銃を足元へ落とし、ビッグママはショウゴの左ひだり腕うでを把とった。

「イサミ、お前の心しん臓ぞうは俺おれが半分潰つぶしちまってる。例の力はセーブしろよ？」

「隊長だって、ボロボロじゃない。お互たがいさまよ」

　言って、ビッグママは大きく仰のけ反ぞった。次の瞬しゆん間かん、上体が残像を引いて前ぜん傾けいし、左腕が肩に乗せていたショウゴを前方の空へ投げ上げた。




『……生タイ・エネルギー、上空・ヨリ、高ソク、接キン・中……』

　Ｖ字隊形を保つ複数の〈灰色熊グリズリー〉から、ぎこちない通信が入った。

『──何っ？』

〈灰色熊グリズリー〉を束たばねるクリス・チャンは、顔を上げ目を凝こらした。両脇わき腹ばらの〈ボトル〉が瞳の動きと連動して、光を蓄ためる照しよう射しや鏡きようを朝あさ靄もやの掛かかる黄色い空へと傾かたむける。

〈灰色熊グリズリー〉たちに遅おくれること三秒、小さな影かげが、チャンの生なま身みの目に映うつった。

『攻こう撃げき──！』

　命令を返した時には、影ははっきりとした形を成して見えた──左腕を掲かかげ降こう下かしてくる、散ざん切ぎり髪がみの少年。

　パイプオルガンにも似にた高こう音おん域いきの発射音が、Ｖ字を成す〈灰色熊グリズリー〉たちから一いつ斉せいに打ち上がった。

「歌え──」

　中性的な声が、チャンの耳に届とどいた。

　正面。

　少年は、既すでに地上に降りていた。どうやってレーザーの網あみを搔かい潜くぐったのか、チャンは目視できていなかった。

『な、何をしてるっ、能なしども！』

　チャンが、立ち尽つくす〈灰色熊グリズリー〉たちに再攻撃を命じた。

　パイプオルガンが鳴り、可視ぎりぎりの白線が少年を囲かこむように交差した。

　悲ひ鳴めいの重じゆう奏そう。

　ハンターに仆たおされた大おお鹿じかの如ごとき嘶いななきをあげ、〈灰色熊グリズリー〉たちが強化コンクリートの路面へ突つっ伏ぷしていく。

　同士討うちだった。もちろん、チャンはそんなことを命じた覚おぼえはない。
















「くそっ！」

　舌した打うちし、チャンは少年を睨にらみ付つけた。〈ボトル〉の頭が下がり、照射鏡を前方の獲え物ものへロックする。

「電子の言葉を共有する、全すべての兵器モノ。〈主天使ドミニオン〉の前に沈ちん黙もくし、その歌声を拒こばむことはできない」

　左腕を高く掲げたまま、少年が近づいてくる。

「〈主天使ドミニオン〉だと？　ガキが、戯ざれ言ごとを！」

　チャンが喚わめいた。だが、彼自身、それが戯言などではないことを、身を持って感じていた。半機械サイバー化された四し肢しが、全く動かないのだ。脇腹のレーザー照しよう射しや砲ほうも同じく。

「──お前が、お前のようなガキが、〈黒船ブラツクボート〉を沈しずめた男だというのか？」

　目の前で立ち止まった少年に、チャンが問うた。

「悪いな、ご同類──」

　少年が掲げた左腕を振ふり下ろした。

　グローブに包まれた手しゆ刀とうが、チャンの右みぎ肩かたへ入った。

　火花と三色の体液が、斜ななめに噴ふいた。

「──先に逝いっててくれ」

　濁だく音おんの呻うめきをあげるチャンの胸から左手を引き抜ぬき、ショウゴが言った。




　受信機の拾ったクリス・チャンの断だん末まつ魔まの声が、〈エレファント〉のコクピット内に響ひびいた。

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎる崩ボンの肩が、かすかに震ふるえている。無残な仲間の死しに様ざまに慄おののいたわけではない。彼は笑いを堪こらえていた。

　最後の客は、崩ボンの期き待たい通り、《能力者パワーズ》を斥しりぞけ、半機械サイバーのモンスター兵士を一いつ掃そうした。紛まぎれもなく、《宇そ宙ら還がえり》の〈主天使〉使いドミニオン・マスター──しかし、それは、崩ボンが再会を待ち望んだ男とは似ても似つかぬ人物だった。顔は、もう見知っていた。スクラップ置場で自分を追い詰つめた、半機械サイバーの少年。恐おそらくは、〈上〉が新たに造つくりあげた〈主天使〉使いドミニオン・マスターなのだろう。

〈彼〉は、やはり死んでいたのだ。自分の裏切りで、ただ一人戦場へと向かったあの雪の夜に──乾かわいた笑いが、結むすんでいた崩ボンの唇くちびるを割わった。感情のない、自じ暴ぼう自じ棄きの哄こう笑しよう。

　最後の望みは潰ついえた。後は、生いき恥はじをさらし続けた十五年の幕まくを閉じるのみ。崩ボンはスロットルレバーに手を掛かけると、フットペダルをゆっくりと踏ふみ込んだ。




「奴やつめ、離り陸りくを強行するつもりかっ」

　朝あさ靄もやの向こうに浮うかびあがる巨きよ大だいな機き影えいを睨にらみ、ショウゴは路面を蹴けった。

　疾しつ走そうは、しかし、五メートルも続かなかった。片かた膝ひざがコンクリートを打ち、重力が背中にのしかかった。まるで細さい胞ぼうのひとつひとつが鉛なまりと化したように、全身がだるく、重い。

（くっ……〈鵺ヌエの皮〉が──限界なのかっ？）

　ショウゴは唇くちびるを嚙かみ、己おのれの肉体へ呼び掛けた。

　──〈複合細胞キマイラシエル〉覚かく醒せい率りつ、低下。残存、三十パーセント。回復まで三十二秒。

　細胞から返された電気信号が、脳のう内ないで文字に変へん換かんされる。

「──そんなに待てない、何とか、しろ！」

　ショウゴは路面を叩たたいて、立ち上がった。

　殺気が、背後から押おし寄せた。

　よろめき躱かわしたショウゴの横を、煌きらめきを引いた影が擦さつ過かし、路面を砕くだいて前方へ抜ぬける。

「ちいぃっ！　急にスピードが落ちやがった！　足をちょん切るハズだったのによぉ」

　禍まが禍まがしい形の刃は物ものを手にした猿さる顔がおの小男が、ショウゴを振ふり返って唾つばを吐はく。

　テロリストの一人、牙禽ヤー・チン。

「なるほどぉ……このガキの方が《宇そ宙ら還がえり》だったか。けど、見たとこフラフラじゃねえか！　これなら《力》を封ふうじられてても、十分勝てるなあ」

　湾わん曲きよくした子し母ぼ鴛えん鴦おう鉞えつの刃を舐なめずり、禽チンはほくそ笑えんだ。

　ようやく、自分の実力を知らしめる時が来た。三日前の作戦では外はずれを引き、待ち構えていた場所に、目標とする執しつ行こう代だい理り人にんは現われなかった。崩ボンのところにはそれらしき人物が来たらしいが、取り逃にがした上に、一いつ緒しよにいた雫シユイデイが負傷したという。自分が当たりを引いていたら、そんなことは絶対になかった──禽チンはそう確信していた。それを今から、証明してやる。この餓ガ鬼キの手足をもいで、本国へ連れ帰れば、牙ヤー一門の長老はもちろん、雫シユイデイも、自分の偉い大だいさを知るに違ちがいない。

（この男──イサミと同じ術技の使い手か）

　ショウゴは何とか体たい勢せいを戻もどし、右手の電子制御銃ブラスターをもたげた。と、激げき痛つうが脳を鷲わし摑づかみ、めまいが視界を歪ゆがませた。

　ショウゴの眼から深しん紅くが失うせ、駆かけ出した禽チンの姿が黒い風となって流れた。

　風は電子制御銃ブラスターの弾だん丸がんを易やす々やすと躱かわし、ショウゴの頭上へ昇のぼった。

「けけっ、《力》が戻もどった！　これで楽勝だぜぇ！」

　上空に声だけ残し、刃を胎はらんだ風がショウゴめがけて急降下する。

　超ちよう高速下にある禽チンの目が、スローモーションで顔を上げる少年を、視界の中央に収おさめる。まずは両りよう腕うでから──禽チンは両手の暗あん器きを鈍どん重じゆうな獲え物ものの肩かたへ繰くり出した。

　見上げたショウゴの目の前で、落ちてきた黒い風が、水平の突とつ風ぷうにさらわれた。

「──ななっ？　何で、俺はっ？」

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、禽チンは狼狽うろたえた。超高速で動く自分が、獲物の直前で、何者かに方向を変えさせられたのだ。

「中々やるわね。あなたの倍速を出すのって、はっきりいってキツかったわ」

　声が背後に湧わいた。

「──そんな！」

　振ふり向き、禽チンは目を剝むいた。

　金きん髪ぱつの女が、微笑ほほえんでいる。超高速下にある自分の真後ろで──。

「う、噓うそだ！　俺さまの動きを上回る人間が、この世にいるはずがねえぇ！」

　犬けん歯しを剝むき出し、禽チンが叫さけんだ。

「うふふ。ホントならあなたについていくのも、やっとなんだろうけど──私の場合、昔、悪い人たちに改造されちゃってるから」

　言って、女は半歩分離はなれた。

「ごめんね、坊ぼうや」

　女の顔から、微び笑しようが消えた。

　女が腰こしに当てていた左手を突つき出すのを、禽チンの目が辛かろうじて捉とらえた。




　絡からみ合うふたつの風が、雪ゆき煙けむりをあげて滑かつ走そう路ろ脇わきへ突っ込んだ。

「イサミ！」

　ショウゴの声に、ツートンカラーの修しゆう道どう衣いがのろのろと上体を起こす。傍かたわらには背中を血に染そめて俯うつぶせる功夫クンフー服の小男。

「イサミ、怪け我がはないか？」

「大だい丈じよう夫ぶ──」

　手を振ふった途と端たん、咳せきが暴ぼう発はつし、赤い飛沫しぶきが吐はき出された。

「……じゃないみたいね。今ので心しん臓ぞうがどうかしちゃった──隊長っ！」

　ビッグママは言葉を切り、ショウゴの前方を指差した。

　朝あさ靄もやを踏ふみ付けて迫せまり来る、巨きよ大だいな四つの車輪。

　ショウゴは横へ跳ちよう躍やくしようと、左足に力を集めた──動かない。

　──回復まで、十二秒。

　頭に文字が浮うかんだ。

〈エレファント〉の前足が、ショウゴの視界を覆おおった。

『うりゃああああああああぁあ！』

　耳じ孔こうに差した通信機から、雄お叫たけびが聞こえた。

　同時に、〈エレファント〉の不ぶ細さい工くな横よこ面つらへ、右方から現われたジャンボ旅客機が超ちよう弩ど級きゆうの頭ず突つきを食くらわせた。

　激げき突とつの轟ごう音おんと金属の嬌きよう声せい、車輪のあげる悲鳴を引きずって、二機の航空機が滑走路から外れていく。

　暴走は、五十メートルほどで終わった。

　ふたつの機体は白はく煙えんに包まれているものの、爆発の兆きざしはない。

『……痛いて、て、て……どうだ、ショウゴ、グッドタイミングだろ？』

　エイジの〈声〉が耳に入った。

『何やってるの、エーちゃん！　そいつの中には、ＨＭＸが満まん載さいされてるのよっ？』

　ビッグママが、エイジの無茶を叱しかりつける。

『けど、爆発しなかったんだし、結果オーライじゃん』

『バカ！』

　二人のやりとりに、ショウゴの頰ほおが緩ゆるんだ。

　──回復完かん了りよう。〈複合細胞キマイラシエル〉、活動再開。

　小さくうなずき、ショウゴは〈エレファント〉へ駆かけ出した。




　超ちよう硬こう化か仕し様ようのフロントガラスが、粉こな微み塵じんとなって空中へ飛び散った。

　ややあって、斑まだらに焼けた手のひらがフレームを摑つかみ、黒ずくめの身体からだをコクピット内から引き上げた。

「──ヒロキ！」

　十数メートル下の地上から、黒ずくめの男へ声が投げ上げられた。

「……イサミ」

　眼下に立つ修道女シスターを見下ろし、崩ボンが呟つぶやきを落とした。

「……何しに来た？」

「何で、子供たちを？」

　問い掛かけに、ビッグママが質問を投げ返す。右手には、Ｍ６０Ｅ３。銃じゆう口こうが上を向いている。

「知れたこと……捨すて駒ごまとして最適だった」

　崩ボンが答るや、Ｍ６０Ｅ３が吠ほえた。

　粉ふん塵じんと火花の中、黒のラバースーツが早回しのサンバを踊おどり、銃撃終了と同時に動きを止める。

「……打ち止めか」

　無傷の崩ボンが、空から撃うちを続けるビッグママへ拳けん銃じゆう弾だんを放った。

　スカートに着弾し、巨きよ体たいが雪ゆき化げ粧しようした路面へくずおれる。

「わざわざ、殺されに来たらしいな」

　崩ボンの言葉に、金きん髪ぱつが横に揺ゆれた。

「違ちがう、わ……約やく束そく通り、連つれてきたのよ」

「連れてきた、だと？」

　気け配はいを感じ、崩ボンは後方を振り返った。

〈エレファント〉と接せつ触しよくするジャンボ旅客機の上に、両の目に深しん紅くを宿した少年が立っている。

「あの少年が、〈彼〉よ」

　ビッグママの声を聞き流し、崩ボンは拳銃を構かまえた。

　発射は、二人同時だった。

　弾だん丸がんが、互たがいの得え物ものを弾はじき、彼方かなたへ消えた。

『イサミ……』

　牙崩ヤー・ボンことカトリ・ヒロキと対たい峙じしながら、ショウゴはビッグママへ呼び掛けた。

『本当に……いいのか？』

　数秒間の沈ちん黙もく。

『──彼を、止めてあげて』

　ビッグママの答えを受け、ショウゴは渾こん身しんの力でジャンボ機の頭を蹴けりつけた。

　突とつ然ぜん、少年が、崩ボンの前から搔かき消えた。姿も、心も視みえなかった。先手を取られた以上、身み構がまえるしかなかった。恐おそらく、相手にとっては全ぜん身しん全ぜん霊れいをこめた先制攻こう撃げきであろう。それさえ凌しのげば、勝機はある。崩ボンは《力》ではなく、五感を研とぎ澄すまし、少年を待った。

　真横からの風に、崩ボンの右手が反はん応のうした。繰くり出した拳こぶしが風を打った。だが、そこに殺さつ気きはなかった。気づいた時には、少年は真正面に迫せまっていた。三本指の左手が、虚きよを突つかれ無む防ぼう備びとなった崩ボンへ伸のびた。

　白しら壁かべが、崩ボンとショウゴを分けたのは、その時だった。

（──女っ？）

　崩くずれゆく雪の壁かべの中から現われた少女に、ショウゴは思わず拳けんを止めた。

「雫シユイデイ」

　崩ボンが少女の名を呼んだ。

「援えん護ごに参りました。ここは私に──！」

　愛する者を背に、雫シユイデイは正面の敵を見み据すえた。

　と、少女の黒い瞳ひとみが縮ちぢみあがった。

　手しゆ刀とうが雫シユイデイを貫つらぬき、ショウゴの胸むな板いたを抉えぐっていた。

　牙が流りゆう、影えい拳けん──崩ボンは、雫シユイデイの身体からだを敵を欺あざむく影かげとして、必殺拳を放ったのだ。

　ショウゴは倒たおれかかる少女を抱だき留とめ、後ろへ跳とんだ。背中からジャンボ機の上に落ちツーバウンドして、右う翼よくへ降りる。

「──〈鵺ヌエの皮〉、か」

　血ち塗まみれた己おのれの手を見て、崩ボンは独ひとりごちた。

　影えい拳けんは、牙が流りゆうにおいて数少ない一いち撃げき必ひつ殺さつ技わざ。それを受けて即そく死しを免まぬがれるとは、尋じん常じようの肉体の持ち主ではない。〈上〉が造った〈鵺ヌエ童ワラシ〉と考えるのが妥だ当とうだ。

「だが、手て応ごたえはあった。もはや、先さき程ほどのような動きはできまい」

　崩ボンの手が、己れの衿えりを摑つかんだ。

「ならば、奴やつの心が視みえずとも、勝算は我にあり」
















　ラバースーツを引ひき千ち切ぎり、戦傷を刻きざむ肉体を曝さらけ出す。

　気合いが、崩ボンの口から迸ほとばしった。直後、劇げき的てきな変化が彼の肉体に生じた。筋肉が収しゆう縮しゆくし、隆りゆう々りゆうとした体格がみるみるうちに瘦そう軀くと化した。それと並行して、肌はだが黄おう土ど色いろから赤しやく銅どう色いろへと変じ、放出された熱気が陽炎かげろうの如ごとく上半身を覆おおった。

「牙が流りゆう、金きん丹たん功こう──己おのが〈気〉を極限まで高め、攻こう防ぼうの鎧よろいとする、硬こう気き功こう術じゆつの奥おう義ぎ。常人が極きわめれば、岩の如ごとし。されど──」

　銃じゆう声せいが轟とどろき、着ちやく弾だんの火花が崩ボンの顔面に咲さいた。ジャンボ機からの狙そ撃げき弾だん。射手は、コクピットでライフルを構えるエイジ。

「おしっ！　ヒットォオ！」

　ライフルスコープから目を外し、エイジはぐっと拳こぶしを握にぎった。

「──されど」

　銃撃の残ざん響きよう音おんを破り、声が蘇よみがえった。

「人じん外がいの我が極めれば、金こん剛ごうの如し」

　上向いた顔を正面へ戻もどし、崩ボンが歯に挟はさんだライフル弾を吐はき出す。

「げええっ！　銃弾を歯で止めやがったのかあぁ？」

　エイジが喚わめいた。

　崩ボンの左手が上がり、〈エレファント〉の頭をさっと撫なでた。それだけで、隔かく壁へきの一部が千切れ飛び、ジャンボ機のコクピットへ突つき刺ささった。

「エイジっ！」

　ショウゴは叫さけび、身体からだを起こした。

『……ぐう、挟はさまっちまった』

　呻うめき声が、通信器から返った。無事のようだ。

「身構えろ、小こ僧ぞう」

　崩ボンが、対決の準備を促うながした。

　ショウゴは瀕ひん死しの少女をそっと横たえ、赤しやく銅どう色いろの魔ま人じんを見上げた。

（奴やつも、〈鵺ヌエ童ワラシ〉の力でくるのか）

　立ち上がり、孔あなの開いた胸むな元もとを探さぐる。傷は思ったほど深くはない。崩ボンの攻撃を受ける直前、周辺の細さい胞ぼうを硬こう質しつ化かし、手しゆ刀とうの威い力りよくを殺そいだからだ。だが、そのせいで、〈鵺ヌエの皮〉の活動率はさらに低下してしまった。同じ〈鵺ヌエの皮〉をまとう崩ボンとこのまま戦っても、勝機はほとんどない。

（ならば──）

　ショウゴは目を閉じた。

「……我、請おねがい……」

　擦かすれ声が、足元に湧わいた。

　牙雫ヤー・シユイデイ。

　震ふるえる手でショウゴの裾すそを摑つかみ、白い息と一いつ緒しよに、言葉の続きを吹ふき上げる。

「……不、殺、崩ボンを、殺さない、で……」

　まぶたを開き、ショウゴは、身を盾たてにされてなお崩ボンを案じ続ける少女を見下ろした。

「──約束はできない」

　ショウゴは短く答え、視線を振ふり上げた。

　眼の中に、もはや深しん紅くの煌きらめきはなかった。鳶とび色いろの瞳ひとみに魔ま人じんを映うつし、ショウゴは鋼はがねの翼つばさに蹴けりを入れた。

　少年が疾しつ走そうから跳ちよう躍やくへ移ったのを見み届とどけ、崩ボンは自みずからも宙ちゆうへ跳とんだ。

　不意に、崩ボンの脳のう裏りに風景が閃ひらめいた。

　闇やみに吹ふき荒すさぶ、粉雪。

（これは──）

　崩ボンは一瞬戸と惑まどったが、すぐに原因がわかった。

　少年の心しん象しよう風ふう景けいだ。それも故こ意いに作り出した、無む念ねん無む想そうの世界。

（《宇そ宙ら還がえり》の《力》も尽つきたか）

　上じよう昇しようしてくる少年を見み据すえ、崩ボンは思った。

　肉体的優位に加え、〈深走査デイープスキヤン〉が使える以上、勝敗は決したようなものだ。

　崩ボンは、〈心しん眼がん〉を開いた。無念無想の光景に隠かくされた少年の〈真しん意い〉が、声と文字の両方で崩ボンの中へ流れこむ。

　──右みぎ拳こぶしで牽けん制せいの一撃、顔面／同時、左ひだり蹴しゆう撃げき、脇わき腹ばら／後、左ひだり手しゆ刀とうで薙なぎ、頸けい部ぶ……。

　ほぼ同時の三段攻こう撃げき。それが、数秒後に少年がとる、絶対的な動きだった。

「うおおおおおおおおぉおお！」

　少年が雄お叫たけびをあげ、攻撃を開始した。

　繰くり出した右の拳こぶしが、空くうを打った。蹴りが、身を引かれて躱かわされ、最後に左手刀の一撃が──なかった。少年の左手は、崩ボンの左腕を摑つかんでいた。

　──うでをとって、パンチ／うでをとって、パンチ／うでをとって、パンチ……。

　少年のものとは異なる文字と声が、崩ボンの脳裏をかすめた。

「こ、こいつ……心がふたつあるのか──！」

「うでをとって、パンチ」

　たどたどしい子こ供どもの口くち調ようで、ショウゴが言った。

　直後、〈鵺ヌエの皮〉の全エネルギーを集約した右の拳こぶしが、崩ボンの胸むな板いたへ沈しずんだ。

　風景が、再び、崩ボンの裡うちに浮うかんだ。

　暗い雪原。視界が反転し、雪に刻きざまれた足あし跡あとを映うつす。その先に、男がいた。何か叫さけびながら懸けん命めいに走ってくる。

　──隊長、行かないでくれ──。

　声が、鮮せん明めいとなった。

　それは、自分の声だった。

「──カトリ！」

　呼び声に、崩ボンは我われに返った。

　痛みと浮ふ遊ゆう感かんを自じ覚かくし、目を瞬しばたたいた。

　少年が、目の前にいた。崩ボンの左腕を摑んだまま、ジャンボ機の翼つばさから身を乗り出している。どうやら、空中戦に敗やぶれた自分を落下から救すくってくれたらしい。

「……な、ぜ……助ける？」

　低く、崩ボンが訊きいた。

「理由がいるのか？」

　少年が、逆に聞き返した。

　崩ボンは震ふるえ、目を見開いた。少年の鳶とび色いろの瞳ひとみに、あの雪原が視みえてくる。

（この小こ僧ぞうが、隊長？──馬ば鹿かな！）

　崩ボンは頭を振ふり、右手を握にぎり締しめた。

　爆ばく音おんが、間ま近ぢかであがった。

　ショウゴは首を捻ねじって、白はく煙えんを噴ふく〈エレファント〉の背を仰あおいだ。

　金きん髪ぱつの男が、白煙の傍かたわらに仁に王おう立だちしていた。右みぎ肩かたから胸へかけて深く裂さかれた傷口から、青白い電流が這はい出している。ショウゴが仆たおしたはずの半機械サイバーのエージェント、クリス・チャン。

「クソったれどもめ！　こいつに乗って飛ぶだけでよかったんだぞ！　それなのに……よくも、台無しにしやがったな！　おかげで俺はこの先一生、アメ公どもの小こ間ま使づかいだ！」

　チャンは喚わめき散ちらし、爆発で捲めくれあがった隔かく壁へきを機械仕じ掛かけの手で剝はぎ取った。

「こいつを飛ばさなかったことを後こう悔かいさせてやる。どういう意味かわかるか？　へへ、教えてやるよ。俺の内蔵モーターはじきにオーバーヒートで爆発する。だが、ただの爆発じゃない。今から、俺はこいつの腹ン中へ飛び込む。百トンのＨＭＸの誘ゆう爆ばくだ。この空港にいる全、員、道みち連づレに、シて、ヤる、ノだアあアあ──！」

　電子音の混まじった笑い声をあげ、チャンは剝ぎ取った隔壁に嚙かみ付いた。完全に常じよう軌きを逸いつしている。恐おそらく、機械部分の制せい御ぎよシステムが狂くるい、それが生体部分である脳に障しよう害がいを引き起こしたのだろう。電子の言葉を失った兵器に、〈主天使ドミニオン〉の歌声は届とどかない。直接、チャンを止めるしかなかった。

　ショウゴは、崩ボンを引き上げにかかった。

「──隊長、危ない！」

　地上から、ビッグママの声が聞こえた。

　不意打ちだった。繰くり出された崩ボンの拳こぶしを、ショウゴは見つめるしかなかった。

　必ひつ殺さつ拳けんは、しかし、ショウゴの直前で逸それ、手のひらとなって翼つばさの縁へりを摑つかんだ。

　崩ボンはショウゴの手を振ふり解ほどき、右手を使って翼の上へ降り立つや、足元を蹴けって跳とび上がった。

　隔壁を食い千切るチャンの目に、宙疾はしる崩ボンの姿が入った。脇わき腹ばらに据すえられた〈ボトル〉がぎくしゃくと動き、照しよう射しや鏡きように光を蓄ためる。途と端たん、オーバーヒートが起こった。

〈ボトル〉がレーザーを乱射し、スパークがチャンの全身を覆おおった。

　灼しやく熱ねつの光線が崩ボンの肩を削そぎ、右みぎ脚あしを薙ないだ。

「グへへ、皆みンな、爆ハツ、ダ、ダ、ダ」

　チャンが、自ら開けた孔あなへ歩んだ。

　閃せん光こうを漏もらす身体からだがぐらりと傾かたむいた。崩ボンはそれに抱だきつき、〈エレファント〉の向こうに広がる銀世界へと落ちていった。




　　　　◆




　崩ボンは、瓦が礫れきに足をとられ、雪面へ倒たおれこんだ。

　顔を上げた時、もう想おもい人びとの姿はなかった。

　闇やみへと続く足そく跡せきが、吹雪ふぶきに払はらわれ消えていく。

　──隊、長。

　呻うめくように、崩ボンは彼方かなたへ呼び掛けた。

　──どうした、カトリ？

　声が、真上から静かに落ちた。

　振ふり仰あおいだ先に、想い人の姿があった。

　グローブに包まれた手が伸のび、崩ボンを──カトリ・ヒロキを抱だき上げた。

　──俺も……連れていって、ください。

　声を震ふるわせ、カトリが言った。

　涙なみだで滲にじむ視界の中で、想い人が微笑ほほえみ、そして、うなずきを返した。




「……死んだ」

　ショウゴはぽつりと呟つぶやいた。膝ひざの上には、かつてカトリ・ヒロキと呼ばれ、テロリスト牙崩ヤー・ボンとして死んだ男の亡骸なきがらがあった。上半身だけの遺い体たい。他の部分は、チャンの自じ爆ばくに巻まき込こまれ喪うしなわれていた。

「すまんな……イサミ」

「──ううん」

　ショウゴの言葉に、ビッグママが小さく首を振った。

「彼、やっと抜ぬけ出すことができたのよ。あの雪の夜から……見て」

　涙を溜ためた目を震わせ、崩ボンの頰ほおを撫なでる。

「満足そうに、笑ってる──」

　微び笑しようを浮うかべる死に顔から目を逸そらし、ビッグママは嗚お咽えつを漏もらした。

「……もう、いいぜ」

　傍かたわらで見守っていたエイジが、通信器に声を入れた。

　遠巻きに待たい機きしていた赤せき色しよく灯とうの放列が、サイレンと共にゆっくりと動きだした。








エピローグ









　三月十五日。午前十時二十分。

　キサーズ国際空港。

『ＳＥＵエアラインズ、午前十時三十分、キサーズ発ドイツエリア行き、Ｄ－５０９便の搭とう乗じよう手て続つづきは、間もなく終しゆう了りよういたします。ご利用の方は──』

　合成音声のアナウンスが、見送りの切り上げを促うながした。

「……とうとう来てくれなかったな、あの人」

　アナウンスを文字化する電でん光こう掲けい示じ板ばんを仰あおぎ、タケルが言った。

「仕事が終わったら、必ず来てって頼たのんでおいたんだけど……間に合わなかったみたい──ごめんね」

　タケルと並んでベンチに腰こし掛かけるリンコが、しょんぼりとうな垂だれる。

「リンコのせいじゃないさ。それに仕事なら仕方ない。きっと……俺おれみたいな誰だれかの仇かたきを討うってあげてるんだろうから──」

　立ち上がり、タケルはリンコへ左手を差し出した。包ほう帯たいで吊つった右みぎ腕うでは、ギプスが取れるまで、あと三か月はかかる。

「──お別れだ、リンコ」

　声に、リンコは顔を上げた。自分を見下ろす色黒の笑え顔がおを、今日初めてまっすぐに見み据すえる。

「タケル……」

　リンコは呟つぶやき、差し出された手を握にぎった。そのまま腰を上げ、顔をぐっと近づける。

「な、何──？」

　笑顔を引きつらせ、タケルが訊きいた。

「……ドキドキが、消えた」

　リンコが言った。

　タケルから一歩退しりぞき、ふふふと笑う。

「何だよ、その笑い？」

　タケルが太い眉まゆをひそめる。

「わかったんだ、何となく」

「わかった？」

「うん。タケルと初めて会った時、何で、あんなにドキドキしたのかって……きっと、どこか自分と同じだって感じてたんだわ。心のどこかに何か晴れない部分があって、それを一いつ生しよう懸けん命めい払はらおうとしてるみたいな──」

　不意に、白い炎ほのおがリンコの頭の片かた隅すみで閃ひらめいた。遠く、懐なつかしい、しかし、近づいてはいけない記き憶おくの断だん片ぺん。あの時──タケルが自分を庇かばってテロリストに右腕を落とされた直後にも、同じ炎を見たような気がする。だが、その時の記憶を辿たどろうとすると、すぐに黒い霧きりが立ち籠こめてくる。

「──でも、今のタケルにはもうないんだね。きっとショーくんが払ってくれたんだよ」

「……リンコ」

「ちょっと、何よ、その哀あわれんだよーな目は？　ホント、タケルには危あやうく騙だまされるとこだったわ」

　握にぎった手を軽く振ふり解ほどき、リンコはツンと横顔を向けた。

「アタシは、やっぱりショーくんしかいないのよ。なのに、ドキドキの意味を勘かん違ちがいするなんて……アタシも修しゆ業ぎようが足たりないわ」

「お前に足りないのは、料理の修業だろ？」

　背後から伸のびた手のひらが、ポニーテイルの頭を小こ突づいた。

「エイジ──！」

　リンコは振ふり返かえり、ヨレヨレの背せ広びろを着た優やさ男おとこをきっと睨ねめ上げた。

「もう時間だ。愛人とのお別れは済すんだろ？」

　黄色い髪かみを搔かき、エイジがへらへらと笑った。

「くっだらないコト言わないでよ、馬ば鹿かエイジ！」

　リンコが踵かかとでエイジを蹴けりつける。

「痛いってえ！──ジョークだよ、ジョークだってば！」

　エイジは脛すねを押おさえ、しゃがみこんだ。

「ウフフ、全まつたく、エーちゃんは子こ供どもねえ」

　傍かたわらに立つビッグママが、エイジに手を差し伸べる。胸むねには新しいロザリオ。但ただし、大きさは普ふ通つうサイズだ。

「うっせーよ」

　ビッグママの手を軽く叩たたき、エイジが立ち上がる。

「しっかし、あんたまでヨーロッパに行くとはよぉ。貧びん乏ぼうを装よそおって、実じつ態たいはリッチマンだったってか？」

「ンもう、マンじゃなく、ウーマン！　それに渡と航こう費ひ用ようとかは、全部タケルのお義と父うさんが出してくれたんだってば！」

　甘あまったれたハスキーボイスで、ビッグママが言った。

　タケルの義ち父ちとは、クラウス・フォン・ルステンバーク卿きよう。不運の死を遂とげた養女マイの遺い志しを継つぎ、彼女の実弟であるタケルを養子として引き取ったのだ。

「ルステンバーク卿は、熱心なクリスチャンで慈じ善ぜん家かなの。私に是ぜ非ひ、孤こ児じ院いんを任まかせたいって、ね？」

　ビッグママがタケルにウインクする。

「ああ、元々は姉ねえさんがやる予定で、俺おれが引き継ぎたかったんだけど……まだ、ガキだからね。しばらくママの下で修業して、将来は義と父うさんの慈善事業を手伝いたいと思ってる」

　タケルが言った。

「おいおい、でも、ビッグママが男だってこと──」

「ノープロブレムよ、エーちゃん。あっちは、性同一性障しよう害がいとかにすっごく理解があるから」

「へえ、そうなんだぁ。エイジも行ったらあ？」

　リンコがエイジを突つついた。

「何でだよっ？」

　エイジが声を荒あららげる。

「あら、そうしなさいよ。あなたが神しん父ぷで、私がシスター。んでもって夫ふう婦ふで、孤児院を切り盛り……ぐっと来ない？」

「……天てん罰ばつくだるぞ、おっさん」

「いいじゃなぁい。若い子狙ねらって選より好ごのみしてると、すぐに、おっさんよ？」

「人聞きの悪いこと言うなっての！　だいたい俺は選り好みなんてしたことねえよ。最初ハナっから、あいつ一ひと筋すじって決めてんだからよ」

「あいつ？」

　リンコとビッグママが二人揃そろって耳に手を当てた。

「な、な、何でもねーよ！」

　顔を赤くし、エイジが喚わめいた。




　　　　◆




　手て応ごたえが返った。

　ショウゴは、慎しん重ちようかつ素す早ばやくリールを巻まき、糸の張はったところでスチール製の竿さおを一気に上げた。

　八メートルのテグスが宙ちゆうを舞まい、針はり先さきに閃ひらめく魚が伸のばした手の中に収おさまる──色も、形も正常なアジ。

（今日は調子がいい）

　ショウゴは疑ぎ似じ[image: 餌]え付きの針を外し、小ぶりのアジをバケツへ入れた。

「……まだ、いたのか」

　背後に立ちのぼった気け配はいに、ショウゴが言った。

「ご機き嫌げん斜ななめですね」

　トタン屋や根ねを踏ふみしめ、気配が近づく。

「お前のせいで、見送りに行けなかった。メンテナンスの最終日を今日にしたのは、嫌いやがらせか？」

　竿を立て、背後の男へ横顔を向ける。

「ひどい、誤ご解かいだ」

　白衣の男──ユラユイが言った。腰こしに達する瑠る璃り色いろの髪かみが、潮しお風かぜに靡なびいている。

「今回、僕はかなり君の力になったハズだよ？　ヤギ・イサミの人工心臓、タケル少年の右腕……〈上〉に無断でキョウトの技術を使ったんだ」

「どうだか、な」

「君とヤギたちとの複雑な関係も知らなかった。仲なか間まどうし憎にくみ合ってるなんて──」

「言いい訳わけをするために引き返してきたのか？」

　ユラユイの言葉を遮さえぎり、ショウゴは腕時計に目を落とした。

　午前十時二十九分。

「……見送りの時間だ。失うせろ」

　ショウゴが冷ひややかに言った。

「伝言、があるのですが」

　ユラユイが言った。

「あなたの助けた、中ちゆう華か連れん邦ぽうの女性工作員……先日、犯はん罪ざい者しや交こう換かん協きよう定ていにより、送そう還かんされたのですが……彼女からのメッセージです」

　ショウゴは無言で返し、海の方へ向き直った。

「よくも崩ボンを殺したな。次に私と会う時は、お前の最さい期ごと思え──原文直訳」

　言って、ユラユイはくすくす笑った。

　また、嫌がらせの種を仕し込こみやがった──リールを巻きながら、ショウゴは溜ため息いきをついた。あの工作員の少女を移民局から脱だつ走そうさせ、空港での戦いに乱入させただけでは飽あき足たらず、彼女の還かえりぎわに、崩ボンを殺した仇かたきがショウゴであると吹ふい聴ちようしたのだろう。もっとも、それをユラユイに問とい質ただしても、否ひ定ていするに決まっているが。

　腕時計のアラームが鳴った。

　午前十時三十分。

「失うせろ」

　ショウゴは語気を強めた。

　くすくす笑いが、潮風に流れた。共に、ユラユイの気配も消えた。

　かすかなジェット音を、左耳が捉とらえた。

　ショウゴは視線を左方へ振ふり、目を凝こらした。

　陽かげ炎ろうに揺ゆれる陸地から、白い機き影えいが上じよう昇しようしていくのが見えた。

「あばよ……イサミ」

　戦友に別れを告げ、ショウゴは竿さおを振り下おろした。

　テグスを連つれた釣つり針が、弧こを描えがきながら、遠ざかる機影を追い掛かけていった。
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　毎度っ！　重おも々おもしい話ですんません、の青田竜幸です。あ、初めての方もいますよね。っていうか、前作から半年も経たってるから、ほとんどそうか。初めまして、青田っス。馴なれ馴れしいけど、ミレニアムデビューして二作めのピチピチ（死語１）の新人でーす。ヨロピクね！（本編の内容が内容なので、ムリに明るく振ふる舞まってます……もう、このへんでいいですか？）

　ライト感覚でウキウキワクワクという流れるプール（ファンタジア文庫）を逆泳ぎするような内容ゆえに、「あかん、やってもうた」と放心状態の日々もありましたが、何とか二冊目を出させて頂いただくことができました。これもひとえに読者の皆みな様さまのおかげ、感かん謝しや感謝でございます。

　本巻は、二冊目なので解説が付ついておりません。そこで、初めての方のために、どーいう内容なのか簡かん単たんに説明いたしますと、〈サイバー・ハード・サイキック・アクション〉（前作の帯のアオリ文もん句く）であります。何だか、『リ○グにかけろ』のパンチ名みたく長いですが、看かん板ばんどおりです。

　前作には、これにシリアスも加わり、〈流れるプール〉を潜せん水すいしながら逆泳ぎってな感じでした。その分、今回は、内容的に少しマイルドになっているかもしれません。是ぜ非ひとも比べてみてくださいね（さりげなく、営業活動）。シリーズものとはいえ、いわゆる〈ｔｏ　ｂｅ　ｃｏｎｔｉｎｕｅｄ〉な形式ではないので、どちらからでもオッケーです。本巻では、既すでに過去のものとして語られる〈黒船ブラツクボート〉との凄せい絶ぜつな戦いと、復ふく讐しゆうの是非をめぐって対立する美しき姉し妹まいの物語──でも、見つかるかなあ。出たの半年前だし……そんなワケで（どんなワケだ！）、とりあえず本巻を読んでみてください──ビギナー編、終わり！

　ここから上級（？）編でーす。

　今回の『ジャッジ』の敵は、大陸（『ジャッジ』世界では、米国と双そう肩けんする強国・中ちゆう華か連れん邦ぽう）からのテロリスト──ということで、わたくし青田はさっそく膨ぼう大だいな映像資料（平たくいうと、ただの映画ビデオコレクション）から、崇すう敬けいしているリー兄あに貴き（青田はお気にの男優を皆、アニキと呼よんでいる。心の中で。口に出すとヤバイ人かと思われるから）の作品を半日かけて探さがしだし、堪たん能のうした。リーといっても、ブルースではなく、リー・リン・チェイ（現ジェット・リー）である。やはり、何回観みてもスゴイ（色々な意味で）。私は感動を新たにし、リー兄貴の代表作『天地』シリーズの主題歌をテキトーな中国語で歌いながら決心した──次の『ジャッジ』はカンフーしかない、と。そして、誕たん生じようしたのが、今回の『ジャッジ２』なのである……噓です。（←倍角文字使用記念的表現）

　あとがきを埋うめるために、趣しゆ味みの話をしてしまいました。まあ、正直なところ、もう少し牙が流りゆう拳けん法ぽうや気き功こうについて詳くわしく描えがきたかったですけどね。それはまた別の機会にってことで。それと、本文中の中国語は本気にしないでください。一応、全まつたくのでたらめではないですが、本場の人が見たら、たぶん呆あきれます。一例を挙あげると、中華娘むすめのシュイディが「雫」となってますが、向こうでは「雫」という言い方はない（らしい）ので、同義の「水滴」から読みを採とっています。

　続いて、恒こう例れいのクイズコーナーです。「恒例かよ？」とかいう突つっ込こみは受け付けません。前回のあとがきでも書きましたが、私は映画大好きっ子（死語２）なので、作品の中に必ず、映画関係者の名前を付けた人物を登場させています。但ただし、容よう姿しや雰ふん囲い気きは本物と共通点はありません。名前だけのお遊びですね。前作では、敵かたき役やくの大佐カーネルの本名ハーク（今や有名な香港ホンコン映画出身の監かん督とくツイ・ハーク）、幻まぼろしの短篇（ＤＭ掲けい載さい）では、女執しつ行こう人にんノーマ（マリリン・モンローの本名）がこれに当たります。マニアックですが、映画ファンには初級ですね。でも、本巻は激げきムズです。七十年代に活かつ躍やくしたガタイの大きな性格俳はい優ゆうで、アブナイ人を演やらせたらピカイチの男優さんから採っています。但し、これがわからなくても、人生にこれっぽっちの影えい響きようもありません。むしろ、わかった人はどうかしています。だから、気にしないでね。

　あ、そろそろ終わりだ！　では、ここで今後の抱ほう負ふを語かたりたいと思います。まず、三百枚を越こえるゲームソフトをやっつけていく……冗じよう談だんです（半分、本当）。とりあえず、『ジャッジ』の三作目に取り掛かかりたいですね。そのためには、皆様のご協力が不可欠──みんなオラに元気を分けてくれー！（©悟ご空くう）

　……ということで、ご感想お待ちいたしております。

　最後に、本巻発行のためにご尽じん力りよくくださった担たん当とうのＭさん、相あいも変わらぬ美び麗れいなイラストを描かいてくださった大おお峰みね先生、そして一作目を応おう援えんしてくださった読者の皆様に、厚あつく御おん礼れい申し上げます。
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